















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　急造とはいえ、大陸最大の王国の中枢として申し分のない荘厳さを持つ王宮。

　その最奥部において一人の青年が真剣な表情で書類仕事に従事していた。

　机の上に積まれた書類の山をかなりの速さで処理し、押印しては次へと移っていく。

　その姿には、鬼気迫るという表現がぴったりと当て嵌はまる。

　そこに新たに一人の男が現れ、新たな書類を机の上に差し出していく。しかし男は渋じゆう面めんを浮かべていた。

「エリオット陛下、そろそろお休みになられてはいかがでしょう？」

「ラグランか。そうは言っても、ここでやめてはいつまで経たってもここを離れることができないではないか」

「それはそうですが……いや、陛下の命令とあらば、多少の肩代わりは我々でもできますので」

「部下に仕事を振るのは確かに一つの手ではあるがな。やはり私の決裁を通した方がすんなりと進む」

　一伯爵、それも領地を持たないラグラン伯爵の裁量で通した書類と、国王の決裁を受けた書類では、やはり優先度が変わる。

　ラグラン伯爵は伯爵という高位の貴族ではあるが、領地を持たないため、あまり裕福な貴族ではない。そのため、事情を知らない貴族や役人から侮られることが多い。

　しかし彼のことをよく知る貴族は、ラグラン伯爵から睨にらまれるような真ま似ねは、決してしない。それは彼が『国王の護衛』という役割を、代々受け継いできた一族だと知っているからだ。

　瘦身でひょろりと背の高い体たい軀く。五十も近い年齢で、ヒゲにも白い物が混じり始めてきた。

　そんな初老の紳士という風情でありながら、若手の騎士を軽々と投げ飛ばし、また熟練の騎士であってもやすやすと組み伏せてみせる手腕を持っている。

「武の達人と知られたラグラン伯を侮る貴族が、いまだ我が国に存在したか？」

「今の我が国は三つの国の寄せ集めですからな。他国の……いえ、元他国の貴族などは、私を煙たがっているようです」

「実力は知れ渡っているというのに、恐れを知らぬものだ」

「そんな私も、国を守れなかった貴族の一人ですから」

　武の達人ではあるが、彼も若い時から強かったわけではない。

　ラグラン伯爵も、三十になったばかりの頃に邪竜の侵略を受け、祖国を失ってしまった経験があった。

　六英雄の後押しで三か国連合王国を建国するにあたり、彼はエリオットの護衛を引き受けていた。その際に六英雄から武術の鍛練を受け、今では他の騎士を寄せ付けない強さを得ている。




　勇者ライエルからは、敵より優位に立つための戦術を授けられた。

　鉄壁ガドルスからは仲間を守るための立ち回りを教授された。

　そして暗殺者レイドからは、人を壊すための技術を仕込まれた。




　それらの経験がラグラン伯爵に己の未熟さを悟らせ、過酷な鍛錬へと駆り立てていた。

　おかげで六英雄を除いて、北部三か国連合王国では並ぶ者のいない強者になったわけだが、自分に厳しい分、たった一人の娘──プリシラには甘くなる傾向があった。

　そして同時に、若き国王にも、息子のごとく愛情を注いでいる。

「勤勉な為政者は確かに民の望むところではありますが、それで身体を壊されては我々が困ります」

「ライエル様のご息女にフラれたままというのも情けないだろう？　いずれは雪辱を晴らしたいと思っていてな」

「陛下にそこまで見込まれるとは、件くだんの姫も迷惑な話ですな」

「何気にお前も失礼なことを言ってくれるな。まあ、ライエル様にあそこまで惚のろ気けられては、一目見てみたいと考えても罰は当たるまい」

「興味本位にそこまで入れ込むのは、どうかと思うのですが？　このままでは本当に身体を壊してしまわれますぞ」

「私がのめり込む気質なのは、お前の武術と同じようなものさ。それに彼女のことがある以上、他のご令嬢たちからの攻撃アプローチも避けられている面も、多少はある。一度礼くらいは言っておきたい」

　三か国連合王国の国王ともなれば、言い寄ってくる女性も数多い。しかし彼は表立ってはニコルという存在を盾に、その攻勢を避けていた。

　しかし、一度も会ったことがない少女が相手では、さすがに完全にとはいかない。

　だからこそ、近いうちに直接会って話をしてみたいという思いが強くなっていた。このハードワークも、その時間を作るための前準備である。

「せめて一年は休みを取りたいからな。その分の仕事を前倒しで始末しておかないとな」

「そのお考えには賛成ですが……そうですね、言い寄ってくる女を避けるための口実ならうちの娘などはいかがです？」

「お前の口からそんな言葉が出るとはな。しかしお前の娘を娶めとるには、お前に勝たねばならんのだろう？」

　ラグラン家も、領地こそないが権威はある一族である。

　その一人娘であるプリシラ・ラグランには、縁談の話がいくつも舞い込んできていた。すでに十五を過ぎた娘なので、一応適齢期ではある。

　しかしその父であるラグラン伯爵は、それらの話をすべて断っていた。自分より弱い男に、大事な娘が守れるか、という口実で。実際は可愛かわいい娘を他所よその男にやりたくないだけだと、エリオットは知っていた。

「もちろん、それが可能になるように鍛えてさしあげますぞ」

「これ以上疲れるのは勘弁してもらいたいな。やはりニコル嬢を選ぶとするか」

「ニコル様もライエル様が溺愛しておられると聞いておりますぞ。彼かの姫君を娶るのは、私の娘を娶るより高い壁がありますな」

「まあ、それならそれで構わないさ。欲望剝むき出しのご令嬢には飽き飽きしてるし」

　若く独身で、そして権威もあり、容姿も優れたエリオットは、若い娘からすれば、まるでおとぎ話の王子様のごとく輝いて見えた。

　実際は王子どころか、大陸最大の領土を持つ国の王であり、理想のさらに上をいく最高の物件ともいえる。

　そんな彼を見る目に、欲が混じらない方がおかしい。

「ぜいたくな悩みですな。若い貴族たちがうらやみますぞ」

「代われるものなら代わってやりたいところだが……」

「実際に代わってしまわれると、内乱が起きますな」

　再興し、他国と合併したばかりの北部三か国連合王国は、現状ではエリオットという象徴の求心力でまとまっている。

　それは他の貴族では代用できない血筋の力だ。だからこそ、早急に彼の血を引く跡継ぎが待望されている。

　だというのに二十二にもなる若き王の周辺には、いまだに女性の噂うわさが欠片かけらもない。いや、まったくないわけではないが、その相手はいまだ子を成せない少女に過ぎなかった。

　それは他の貴族の娘たちからすれば、付け入る隙とも取れる。愛情などなくとも、既成事実として子を成してしまえば、王家の縁戚として権威にありつくことができるのだから。

　その獣のような欲望に晒さらされ続けたエリオット王は、なおさら女性不信にも近い感情を抱いていたのだった。







[image: 第一章　神からの贈り物]




　マズイ、マズイ、マズイ、マズイ、これはマズイ。




　脳内にその三文字だけがひたすらグルグルと飛び交い続ける。正体を隠す。その大目標があっさりと崩壊してしまった。

　さいわいマクスウェルの爺じいさんは協力的で、俺に力を貸すと言ってくれるのが唯一の救いだろう。

　とにかく、マクスウェルにバレてしまったが、かろうじて事なきを得た状況だ。

　しかしマクスウェルは仮にも国政に携わっていた猛者だ。タダで済ますはずがなかった。

「ところでお主、先ほど『なんでもするから』と言いおったの？」

「えっ……そんなこと言ったかな？」

　何か不穏な雰囲気を感じたので、俺はとりあえず、すっとぼけることにしてみた。

　だがそこはマクスウェル。さすがに嫌らしい性格をしていた。

「そうか？　ワシもなんだか急にボケが来たかもしれんの。先の約束もうっかり忘れてしまったかもしれん」

「待て待て待て、さっきのは冗談だ！　確かに言った、なんでもするから！」

「最初っからそう言えばよかろうに。それでレイド、お主はこの後どうするつもりじゃ？」

「どうするとは？」

　一連の流れで、大量の脂汗を流してしまったので、喉がカラカラになっている。

　俺は用意されていた水差しからグラスに水を注ぎ、口元に運ぶ。

「コルティナじゃよ。彼女の頭はお主もよく知っておるじゃろ。聡さとい彼女のことじゃ、今は色ボケしておるが、すぐに真相に気付くじゃろうて」

「そりゃ……確かにな。マクスウェルの爺さんでも気付いたんだ。彼女がいつまでも気付かないわけがない」

「今のお主は、かなり幸運に恵まれておるようじゃな。なんらかの手を打っておく必要があるぞ」

「そうだな」

　そこで俺は破戒神より授かった短杖ワンドについて思い出した。幻覚を纏まとう指輪と同じく、破戒神由来の逸品だ。

　ちなみにそれを持ってきたカーバンクルは、ミシェルちゃんによって拉ら致ちされ、一足先に帰路についてもらっていた。今頃ミシェルちゃんに、盛大にモフられていることだろう。

「そういえば例の神様からこういうアイテムをもらったんだ」

「ふむ、それは？」

「手紙によると変形フオームシフトの魔法が込められているらしい。これを短剣の柄にしろと言われてる」

「そりゃまた、豪ごう気ぎな話じゃな」

　この変形フオームシフトという魔法は干渉系の中でも、変化ポリモルフに匹敵するほどのトンデモ魔法だ。効果は性能をそのままに、外見的形状を変化させる。ただしアイテムに限る。

　自分を変化させるのではなく、手の中のアイテムを変化させるという、変化ポリモルフの魔法の前段階のような魔法である。

　その他の魔法は汎用支援系と軽んじられることの多い干渉系でも、最上位に位置する変化ポリモルフ、変形フオームシフトの二つを含む、五つの魔法だけは侮られることはない。

　アイテムの使用に際し、消費される魔力も桁外れなのだが、それは魔力を持て余し気味な俺にとって、渡りに船。害になるものではない。

「あの銀の大弓に匹敵する神器か。どれ、ちょいと使ってみぃ」

「おい？」

「どうせ試験はせねばならんのじゃろ。今やっても問題はあるまいて」

　そこまで言われ、俺はかすかに逡しゆん巡じゆんする。確かにこのアイテムの試験を行うことは必須事項だ。

　そしてその場に魔法のエキスパートであるマクスウェルが参加してくれるのは、ある意味僥ぎよう倖こうだった。

　とはいえ、室内で魔法を使うというのは、非常に気を遣う。もしこの杖つえが必要以上に伸びて屋根を突き破ってしまったら、などと考えてしまっていた。

「しかし、どう変化するかわからない以上迂う闊かつに使うわけにも──」

「そうじゃな。では庭に出て使うとしよう。なに、周囲の監視は任せておけ」

　そこまで言われて断るのも、もったいない話だ。どうせ試験はやっておかねばならない。マクスウェルの協力もあることだし、俺はさっそく準備に取り掛かることにした。

　まずは白いのに指示されている通り、短剣の柄に短杖を取り付けることから始める。これは武器の整備と大して手間は変わらないので、俺にとってはすぐ済ませることができた。

　その間、マクスウェルは中庭に出て周囲に視線がないのを確認していた。

　小手調べに、軽く魔力を流して反応を見る限り、この短杖には、長さや太さを変化させる程度の魔法しか込められていないことがわかった。

　しかしそれでも、室内では天井を突き破る可能性だってある。だからマクスウェルは人目に付く危険を省みず、庭で実験することを申し出てくれた。

　まあ、六英雄の屋敷を覗のぞき見ようという酔狂な人間もあまりいない。それが特に、『魔導王』と呼ばれるマクスウェルの屋敷ならなおさらだ。

　魔法オタクでもあるマクスウェルの屋敷は、中に何があるか、わかったものではない。

　そんな思惑を知ってか知らずか、マクスウェルは俺が短剣の準備をしている間に探査サーチの魔法で周囲を探り、人がいないことを確認していた。

「よし、それじゃ始めるぞ」

「うむ。ワシもそのアイテムは初めて見るからの。ワクワクするわい」

「俺は見世物かよ」

　そう言いつつも短剣の柄に魔力を流す。この柄部分の魔道具には起動言語キーワードが設定されていないので、一瞬だ。

　この工程は、先ほどの魔晶石に魔力を込める作業とさほど変わらない。持っていかれる魔力が魔晶石とは桁外れだが、無駄に魔力が蓄積されている俺にとっては、それほど苦痛ではなかった。

　そしてほんの数瞬後には、短剣の柄に大きな変化が訪れていた。

　クラリと視界が暗転し、一瞬倒れそうになる。これは急激に魔力が失われた影響だろう。

　しかし昏こん倒とうするというほどではない。しかも魔力の供給は俺の意思で、ある程度は制御できそうな感触だ。

　視界が戻れば、そこには長さ三メートル近い歩兵長槍パイクが存在していた。

　最初に感じたのは手の中の重み。しかしそれは歩兵長槍とは思えないくらい軽かった。

　短剣の柄が長く伸び、三メートル近くまで伸長していた。その先端にはいつもの短剣の刃がついたまま。柄も微妙に太くなり、槍として取り回しやすい太さに変化していた。

　軽く振ってみると、適度な撓しなりがあり、槍として使いやすい硬さを持っていることがわかる。

「これは……意外と使いやすいな」

「魔力の消費はどうじゃ？　まだ余裕がある様子じゃが？」

「ん、確かにまだ余裕があるぞ。でももっと込められる感じかな？」

「それなら場所に合わせて、最適な形に変化させることができるようじゃの」

「だな。変形フオームシフトの魔法としては、かなり限定的に使われているが、これは使いやすい」

　試しに振動の効果も使用してみたが、その強烈な震えは槍の柄に吸収され、以前のように手の中で暴れるということはない。

　柄の長さを変える。それだけの魔法を付与することで、短剣を槍のように使用できるようにする。あの神様にしては、使い勝手のいいアイテムをよこしてくれた。

「武器の心配はこれでなくなったか。短剣と槍ではイメージが違いすぎるし、変装にも役立つだろう」

「問題はその姿そのものじゃなぁ。どうする？」

「どうと言われてもなぁ。何かいい案はあるか？」

　幻覚を纏う指輪があるので、アイデアさえあれば自分の姿は自在に変えることができる。

　しかし自分が最もよく知る前世の姿はむやみに使わないと決めた以上、代替の姿を想定しておかねばならない。

「そうじゃな……曖昧なイメージでも変化できるのか？」

「半端な変装だとボロが出そうだが、可能ではある、かな？」

「ならその姿を成長させてみるのはどうじゃ」

「ふむ？」

　下手に変化させるのではなく、微妙に姿を変えることでイメージの不足を補おうという考えか。しかも大人の姿ならば、本来の子供の姿とのギャップもそこそこある。そこに短剣と槍という武器の違いなどが加われば、充分変装と呼べるレベルになる……かな？

　マクスウェルの助言に従い、さらに幻覚の指輪の力も使ってみる。いくつか修正点を受け入れながら、どうにか俺と結びつかない程度の少女の姿を結実することができた。




　マリアもコルティナもフィニアも、揃って美しいという点では非の打ちどころがない。

　あの白い神だって、幼い見かけながらも、美しさという面ではそれを上回るほどのものがあった。

　だが、今の俺の姿は──それらをあっさりと超越していると言っていい。

　色違いの瞳や青銀の髪など、元の俺の特徴を残しつつ、完璧に整った容貌は見違えるほどで、落ち着いた大人の雰囲気を漂わせている。

　それでいて小柄な体たい軀くは少女の面影を残しつつ、妖艶な魅力を発散していた。

　小柄でありながら、体型はしっかりと女性を感じさせる肉付き。胸や腰は大きくも小さくもなく、スラリとした肢体とバランスの良い張りを持っている。

　心配していた服も、マクスウェルのリクエストに合わせて作り替えていて、露出が少なく、それでいて色っぽさを残している。

　その服の出来栄えも、素晴らしい。

　露出の多いチューブトップの上着に、胸の下で留めるノースリーブのジャケット。

　剝むき出しになった細いウェストが、ことさら女性としての華きや奢しやなラインを強調している。

　下もスカートやパンツではなく、水着に近い形状の衣服。腰回りのラインを強調しつつ、周囲を飾り布で飾ることで微妙にそれを隠していた。

　露出しているのは肩とへそ回り、そして腿ももの辺りだけなのに、なぜか艶っぽさを感じさせるデザインだった。

　細い足元は武骨な脚甲グリーブで膝上まで覆われていて、細い脚とアンバランスな無骨さを主張している。腕の腕甲ガントレツトと揃そろいのデザインで、まるで手足を拘束されているかのような、インモラルな雰囲気を放っていた。

「これは──」

　ベースはあくまで今の俺の姿。それをマクスウェルの注文に従って成長させた結果が──これだ。

　言葉をなくし立ち尽くす俺に、背後からマクスウェルが剝き出しの肩に手を置く。無論幻影なので擦り抜けて、実体の俺の肩まで下がるわけだが。

「良かったの、レイド。将来は凄すさまじい美女になること請け合いじゃ」

「嬉うれしくねぇ！　っていうか、悪目立ちしすぎる!?」

　マクスウェルの指示に従い、今の俺をベースに外見をいじり続けた結果が、この有様である。十代後半のこの姿ならば、確かに子供の俺と繫つなげて考える者もいないだろう。

「わしがあと百歳若ければ、押し倒して嫁にしたのじゃがのぅ」

「やめてくれ、マジで……」

　何が悲しくて、かつての仲間に押し倒されねばならないのか。うっかりそのシーンを想像してしまい、俺は背筋に蟲むしが這はうような悪寒を覚えた。

　ブルブルと勝手に震える身体を、思わず自分で抱きしめてしまう。

「その仕草はなかなかそそるのぅ。すっかり女が板についてきておるじゃないか」

「マジでやめろ、このジジィ」

　本気で嫌がる俺を見て、マクスウェルは莞かん爾じと笑い、話題を変えた。このまま俺をからかい続けても、ラチがあかないと判断したのだろう。

「それで、その外見ならどうじゃな？」

「確かにこの外見なら、見かけの美しさに気を取られて、俺と結びつかんだろうが……」

「自分で『美しい』と評価するか？」

「いや、お前も認めたし！」

　身長的にはせいぜい三、四割程度大きくなったくらいだ。

　一メートルを少し超える程度だった俺の身長が、一メートル半ば程度まで伸びているのだから、ずいぶん印象も変わって見える。

　寸ずん胴どうと言っていい子供体型も、かなりメリハリの利いた体形になっているので、これも印象操作に一役買っていた。

「将来、こうなれればいいんだがな」

「それはそれで、面倒が降り掛かりそうじゃのぅ」

「面倒ごとは、もう勘弁してほしい」

「ああ、そうじゃ。しばし待っておれ」

「ん、どうしたんだ？」
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　マクスウェルが言うが早いか呪文を唱え、姿を消す。そして一瞬後には元の位置に戻ってきていた。その手には、見慣れた手甲が存在している。

「それは……」

「お主の手甲ガントレツトじゃよ」

　俺が生前愛用していた、ミスリル製の鋼糸を複数仕込んだガントレット。糸の長さは軽く百メートル以上にも及ぶ。

　俺の能力を最大限に活いかせるように、調整に調整を重ねた、自慢の一品だ。俺に暗殺術のイロハを教え込んだ師匠からの、数少ない贈り物でもある。

「やっぱりお前が保管してくれていたのか」

「ただし手入れはしていないからな。こんな特殊な武器の手入れなぞ、ワシにはできん」

「取っておいてくれただけでも感謝の極みさ」

　さすがに売られることはないと思っていたが、遺品として死体と一緒くたに埋められていた可能性もあった。それを取っておいてくれたのだから、文句の言いようがない。

　肘の辺りまで覆う手甲を両手に嵌はめる。二の腕の部分の長さが合わず、肘の先まで飛び出してしまっているのはご愛あい敬きようだ。腕の長さが以前と違うので、この程度の問題は目をつぶらねばなるまい。

　纏まとう幻影にも、手甲のデザインを反映させてみた。

　腕の装飾が見慣れた手甲で覆われ、しっくりとした懐かしい外見が腕に収まる。

「待て待て、その手甲を晒したら、お主だと宣伝するようなものじゃろうが」

「あ、そうか……ならこれはこのままで」

　マクスウェルの指摘通り、この手甲は六英雄ならば一目で俺の物とわかる逸品である。

　それを堂々と晒せば、レイドとバレバレだ。この美少女姿に転生していると知られるのは、やはり気恥ずかしい。

「ふむ、問題なさそうかの。後はとりあえずその眼めを片方隠せば、今のお主と繫げて考えられる者はおらんじゃろうな」

「眼か……また右目を隠しておくかな」

　今の俺をベースに作った幻覚なので、目の色も俺の特徴を残していた。

　俺の右目はマリア譲りの真紅の瞳をしている。これはこの地方にしては珍しい色合いなので、こちらを隠せば銀髪の美女ということで通るだろう。

　いや、幻影なのだから髪で隠さず、色を変えてしまえばいいか。右目を左目と同じ、よくある碧へき眼がんに変化させ、釣り合いを取る。

「そろそろ元に戻れ。その剝き出しの脚はこの老骨でさえ堪こたえるわい」

「うるさいよ！」

　太ももが付け根から膝元まで露出している服装のため、少々どころではなく恥ずかしい。

　こういう衣装を指示したのは、他でもないマクスウェルだ。エルフの伝統的民族衣装だとか？

　だがこの爺じいさんの言動を見ていると、それすらも怪しいものである。




　マクスウェルの屋敷から帰宅して、その日の夜。

　この日は、いつものようにライエルとマリアだけでなく、ガドルスもコルティナの家を訪れていた。三人にレイドをこの街の近くで見かけたと報告するためである。

　ガドルスもまた、俺の死に責任を感じている人物の一人だ。だからこそ、俺の転生をコルティナに負けず劣らず喜んでくれていた。

　彼も今まで俺を探しており、あれ以来ずっと北の国で宿を営みながら情報を集めていたらしい。

　伝えるコルティナも朗報とあってその表情は明るい。場は和やかに進んだため、料理を提供するフィニアも、今日は気が楽そうだった。

「それにしてもレイドの奴、エルフの村に転生しておったとはな」

　ジョッキを高く掲げ、いつになく顔を赤らめてガドルスが酒杯を呷あおる。その勢いはいつもよりかなり早く、俺の無事を知って、かなり興奮しているようだった。

　それに応えるように、ライエルも盃さかずきを重ねていく。

「まったく、何が『今は会えない』よ！　気取ってるんじゃないわよ」

「まあ、そう言いながらも顔がニヤけてるわよ、コルティナ」

「うっ、これは宴会だからよ、宴会！　私は空気が読める女だもの」

　強がる彼女を、可愛かわいい妹を見るような目で見つめるマリア。転リーインカー生ネーシヨンの魔法を施したマリアも、その成功が目に見えて判明したとあって嬉しそうだ。

　そんな和わ気き藹あい々あいとした雰囲気だったからだろう、俺は油断してしまったのだ。

「ニコルー、パパは会いたかったぞー」

「ふぎゃー!?」

　微笑ほほえましいマリアとコルティナの様子を眺めながら、果実水を口に運んでいた俺は、背後から忍び寄るライエルに気付くのが遅れた。

　その結果、剛腕で抱きすくめられ、ヒゲの伸びた顎を頰ほおに擦り付けられることになる。

　酔っぱらってタガが外れ、過剰な愛情を示すライエル。こうなってしまっては俺に逃れようがないので、諦念の表情でされるがままになっていた。

　いつものライエルの姿。だがこの日は、これを見ていつもと違う反応を示す者がいた。

「ぶふっ!?」

　酒を盛大に吹き出し、テーブルに突っ伏して笑いを堪こらえるクソジジィが一人。

　そりゃ、俺がレイドであることを知っているのだから、この光景は冗談のようにしか見えないだろう。

　他の仲間は『またか』という顔をしているのだが、事情を知るマクスウェルにとって、この光景は耐え難がたいものがあった。

「ライエル。レイ──いや、ニコルが嫌がっておるから、その辺にしておけ」

「お前こそ、なに酒を吹き出しておるんじゃ？」

「いや、ちょっと咽むせてしまっての。歳には勝てんわい」

　ガドルスの追及に冷や汗を流しながら答えるマクスウェル。さすがに苦しい言い逃れだとは思うが、このままでは爺さんの腹筋にダメージを与えてしまう。笑い過ぎで。

　しかもライエルの暴走がさらに加速してしまった。

「なにおぅ、さてはマクスウェル、貴様ニコルを狙っているな？　だがやらん、やらんぞ！」

「いや、将来有望なのはすでに知っておるが、正直いらん」

「俺の娘が可愛くないとでも言うつもりかぁ！」

「どう答えろというのじゃ？」

　場は混乱の一途を辿たどっていき、収拾がつかなくなる直前でコルティナが声を上げた。

　手を叩たたいて注目を集め、懐から小さな瓶を取り出す。

「そうだ、これを飲まそうと思っていたのよ！」

　それは白い神から贈られた、寿命を延ばすといわれていたポーション。

　よく見るとライエルの髪はなかば白く染まり、その密度も寂しくなってきている。

　マリアも若作りではあるが、よく見ると小じわが各所に見受けられるようになっていた。

　俺が生まれ変わって早七年。それまでに十年の空白がある。彼らが老いて当然の時間だ。

「これは？」

「ちょっとした伝つ手てから手に入れた薬よ。長生きできるようになるんだって」

「それは……」

　マリアは少し口くち篭ごもる。確かに老いを実感できる歳になって、その薬は魅力的に映っただろう。

　しかしそれは『自然の流れのままに死して、輪りん廻ねを繰り返すべし』という世界樹教の教えに反する。彼女の宗派的に、手放しで喜んでいい申し出とはいかない。

「まあ、あんたが言いたいこともわかるけど、これは死を覆すような薬じゃないわ」

「そういう言い方もできるけど……」

　ドラゴンの力を微かすかに取り込むことで、結果的に寿命を延ばす薬。死を覆すわけではないので教義には反しない。

　そうコルティナは主張している。だがそれは、マリアにとってやはり詭き弁べんのように感じざるを得ないのだろう。そこでコルティナはもう一つの詭弁を弄した。

「それに考えてもみて。まだニコルちゃんは七歳よ。これから成人するまで十年はかかる。それまであなたたちは現役でいられるの？」

「それは──」

「私たちはもちろん、死ぬまで苦労しない程度の資産は持っているけど、あなたたちが健康でいられるかどうかは別問題なの」

「そう、ね…………」

「子供の成長に両親の健康は必須よ。それに、あなたたちの後ろ盾がなくなったら、ミシェルちゃんも困るわ」

「……それは、確かに」

　射撃という強力なギフトを持つがゆえに、ミシェルちゃんは常に権力者に狙われる立場にある。彼女が今、のんびりと学園生活を送れているのは、ライエルたちの後ろ盾があってこそだ。

「ニコルちゃんの生活を守るために、ミシェルちゃんの存在は必須よ。そしてそのためにはあなたたちが現役で居続けることが必要なの」

　戦えなくなった英雄ではなく、最前線で戦い続ける英雄。それをライエルたちに求めるコルティナ。

　その主張は、間違いではない。だからこそ、ライエルは黙って小瓶に手を伸ばした。

「これをすべて飲み干せばいいのか？」

「三分の一で充分らしいわ。それにあくまで、そういう効果があると伝えられただけなの」

「マクスウェル、どうだ？」

「すでに鑑定アイデンテイフアイの魔法は使ったわい。少なくとも健康への害はない。それ以上の詳細を聞きたいかね？」

　マクスウェルの鑑定結果を聞けば、それは寿命を延ばす意図を持って、薬を口にすることになる。だからこそ、あえてマクスウェルは答えをはぐらかした。

　今なら、そういう曰いわくのある薬を、酒の場の冗談として飲むことができる。そう言いたいのだ。

「いや、いい。マリア？」

「ええ、私もいただくわ。そういうジョーク、嫌いじゃないもの」

　マクスウェルの意図を受け、マリアもそれに乗ることにしたようだった。

　薬を口にする二人を見て、コルティナは涙を流して喜んでいた。これで彼女は友と、まだしばらく一緒にいることができるのだから。

　そしてそれは、俺にとっても喜ばしいことだった。




　その夜、コルティナ宅は混こん沌とんの渦に飲まれた。いや、酒の混沌と言うべきか。

　エルフのマクスウェルやドワーフのガドルスからすれば、見る見る衰えていくライエルの姿は痛ましい程だっただろう。

　それは彼らからすれば、まるで病気なのではないかと思える勢いに見えたはずだ。

　しかしそのライエルとマリアの老いがこれで止まる。一時的とはいえ、これから先しばらくは、彼らとその娘と共に暮らしていくことができる。

　それがどれほど喜ばしいか、一緒に冒険してきた俺ならば理解できる。

　その日は俺に酒を勧めてくるライエルをあしらい──そもそも俺は七歳だ──眠りに就く……振りをした。

　数日の間を開けてしまったが、クラウドの剣の修行が残っている。

　仲間たちは泥酔して酔い潰れてしまっている。おかげで楽に、誰に気付かれることなく、抜け出せた。




　いつもの貯木場の、いつもの時間。

　クラウドが来るより先に着いた俺は、自分の能力の確認を行うことにした。

　まず短剣を槍やりに変え、幻覚を纏ってみる。いざという時は二つのアイテムを併用するので、それにも慣れておきたかったのだ。

　衣装ごと姿を変えて糸を飛ばし、材木や建物の合間を飛び回る。魔力を込めて槍の長さを調整し、前世から愛用の手甲から糸を飛ばす。

「すごいな、これは」

　貯木場を一周回る間にかかった時間は、以前と比較しても明らかに早い。

　これまでと身体能力はそれほど変化していないのだが、槍の取り回しと重心の操作で、より激しい機動が可能になっていた。

「俺の身体が軽いから、より効果がある感じだな」

　槍が大きくなった分、遠心力が増し、軽い俺の身体がそれに振り回されている。それを有効に利用すれば、今まで以上に機敏に動くことが可能となる。しかし──

「その分、負担も大きい、か？」

　振り回される身体を糸で強引に補正しているだけあって、関節各部への負担は今まで以上に高い。一周回るだけで、すでに身体の節々が悲鳴を上げていた。

「これはしばらく限界を探らないと、下手したら前みたいに大おお怪け我がしてしまうな」

　糸の強化をしくじって、ここで大怪我したのは数か月前の話だ。俺は学べる男なので、そんな失敗は二度としないのだ。

「っと、そろそろクラウドが来る頃合いか」

　とはいえ奴が来る前に、すでに俺の身体は限界に近い。

　彼には悪いが、今日はやはり鍛錬はやめておいた方がいいかもしれない。

　そんな風に決断したところで、軽い足音が聞こえた。

「うぇ!?　もう来た！　あの野郎、無駄なところで勤勉な……」

　自身の身体に意識を向けていたので、気付くのが遅れてしまった。慌てて幻影を解除し、元の姿に戻る。そこでクラウドが貯木場に姿を現した。

「師匠、もう来て……あれ、師匠？」

　そこにいたのは俺……つまり、いつもの変装をしていない状態の俺だ。

　俺が少女であることはクラウドも知っていたが、いつも顔は半分隠していたし、髪もマフラーを巻いて隠していた。つまり素顔を晒さらすのは、今夜が初めてということになる。

「あー、やあ？」

「本当に師匠なんだ？　そんな顔してたんだね」

「ちょっと目立つ風貌だから。信頼できない相手には隠すようにしている」

「つまり、今まで信頼してもらえてなかったんだ？」

「そう言うな。こっちはか弱い美少女だぞ。警戒もする」

「は？　か弱い？」

　威厳が全くない外見なので、クラウドの奴もいつもより口が軽い。

　しかしそれより、今日は修行できないことを告げねばなるまい。先ほどのテストで、想像以上に身体に負担がかかっていた。

「悪いけど、今日は身体の調子が良くないんだ。基礎体力練成だけやっててくれない？」

「まったく、師匠は俺に剣を教える気があるのか……いや、今でも充分強くなってるけどさぁ」

　文句を言いながらも、『なぜ』とは聞いてこない。

　今日に関しては完全に俺のペース配分ミスなのだが、その辺りは気を遣ってくれているようだった。

「悪いね。少し身体を痛めてて」

「大丈夫？　どうせ師匠のことだから、また無茶なことしたんでしょ」

「失礼な。実験に熱が入り過ぎただけだ」

　俺は材木に腰を掛け、貯木場内をぐるぐると走り始めたクラウド相手に軽口を叩く。

　だが女に気を遣えるのは悪いことじゃない。少なくともこいつは、生前の俺よりは気が利く方だ。

　お詫わびに今度、お土産のハンカチでも渡してやるとしよう。




　クラウドの鍛錬が終わって、コルティナの自宅に戻り、汗をタオルで拭ってから大人たちの様子を覗のぞきに行く。

　死し屍し累るい々るいとしたリビングの様子を見ると、どうやら俺の脱走に気付いたものはいないようで、ひと安心だ。しかしそこで、俺は苦く悶もんの声を聞きつけた。

「なんだ？」

　発生源を辿ると、それはライエルとマリアから発せられていた。

　二人とも顔が異常に赤く、悪夢に悶もだえるかのように苦しげな表情をしていた。額に触れてみると、明らかに平熱を超える熱さを感じる。

「お、おい、ライ──パパ！」

　俺は慌てて二人を揺り起こすべく、肩を揺らす。病気なら頼りになるのはマリアなのだが、肝心の本人が高熱にうなされている。

　これは俺の手には負えないかもしれない。俺は真っ先に、頼れる存在へと声をかけた。

「コルティナ、コルティナ！」

「うう～ん……なにぃ？」

　酒瓶を抱え、水揚げされた魚のような、少しばかり女性としてどうかと思う格好で床に転がっていたコルティナに、俺は矛先を変えた。

　彼女は色っぽいような、だらしないような、そんな感じの吐息と共に、目を覚ました。彼女は熱を出していないらしい。

「パパがうなされてる。ママも」

「ライエルとマリアが？」

　俺の報告を聞き、コルティナは跳ね起きた。

　夕食時に怪しい薬を飲ませたのは、彼女も記憶しているようだ。すぐさまライエルたちの様子を診た後、マクスウェルを起こしにかかる。

「マクスウェル、起きて！　マリアたちの様子がおかしいの」

「うんぁ？　マリアの？」

　ヒゲを涎よだれで汚しながらソファの上で横になっていたマクスウェルが立ち上がる。ふらつく足でちらりと二人を眺めやると、納得したようにヒゲをしごいた。

「これは仕方ないことじゃよ。寿命を延ばすために身体を作り変えておる最中なんじゃ」

「そうなの？」

　マクスウェルの説明に不安げに首を傾かしげるコルティナ。その仕草は可愛かわいいのだが、事態はそれどころではない。

　正直二人の発熱は、シャレにならない体温になっている。

「普通なら命にかかわる高さじゃろうが、この二人なら問題ないじゃろ。心配なら治療キユアをかけてやればよい」

「そんなのでいいの？」

「無論、ダメじゃ。せいぜい気休めじゃな」

「ダメじゃない！」

　無責任な発言をするマクスウェルの襟首を、コルティナが締め上げる。だがマクスウェルは気にした風もなく続きを述べた。

「ほんの一時の気休めにはなるんじゃ。繰り返せば、朝までに身体が慣れるじゃろう」

「本当にそんなので大丈夫なの？」

「ワシの診察メデイツクの魔法では、そういう結果が出たのじゃ」

　マクスウェルの言葉に、コルティナは治療キユアの魔法を二人にかけ始めた。

　この魔法は病気などの治療に使われる魔法で、比較的簡単な部類の魔法だから、コルティナも使用できる。本来なら解毒効果で薬効も消し去ってしまうのだろうが、今回は薬の方が遥はるかに強力なので、解毒には至らないようだ。結果、体力を微量に回復させるにとどまっていた。

　無論、マクスウェルがかける方が効果は高いのだが、奴にはその気はなさそうだ。これは爺じいさんが薄情なのではなく、無事を確信しているからだ。

　だからといって、苦しむ仲間を見捨てられなかった俺たちは、コルティナと一緒に、朝までライエルたちの看病をすることになった。




　翌朝。ぶっちゃけると、俺が看病で起きている必要性はまったくなかったのだが、それでも心配なものは心配である。

　結局コルティナと朝方まで看病に奔走し、治療キユアを唱え続ける彼女に水を運んだり、マリアの汗を拭いたりしているうちに夜が明けた。

　いつの間にか寝入ってしまったのか、俺はマリアにもたれかかるようにして意識を失っていた。

　見るとコルティナも似たような状況にある。ガドルスとマクスウェルはまだ目を覚ましていない。

　だが、ライエルの姿が見当たらなかった。

　昨日の様子では、まだ立ち上がれるような状態じゃないと思うのだが……？

　俺は身体を起こしてライエルの姿を探す。フィニアは自分の部屋で寝ているので、昨夜の騒動は知らないはずだ。彼女の力は必要な状況じゃなかったので、知らせてすらいない。

　何か大事があったのなら、姿を消すはずがないので、おそらくは体調が持ち直したのだろうとは推測できる。

　顔を洗いに行くついでに洗面所に向かい、そこで風を切る音を耳にした。

　轟ごう、っと風を切るというより、空間を破砕するかのような重く鋭い音。

　俺は洗面所脇の裏口から外を見てみると、そこには上半身裸で剣を振るうライエルの姿があった。

　すでに四十を遥かに超えているにもかかわらず、その均整の取れた肉体は衰えを見せない。いや、やはり衰えは存在している。それでも『若い頃に比べれば』というだけの話で、今でも彫像のモデルになれそうなほどの肉体美を誇っていた。

　その肉体が躍動し、剣を振り下ろし、そして振り上げる。

　そのたびに地面を踏みしめる音が響き、剣風で土煙が舞い上がった。

　それを見て俺は違和感を覚えた。昨日までのライエルにこれほどの剣圧を放てただろうか、と。

　これは衰えどころの話ではない。以前よりよほど威力を増している。いや、前世で見た時よりも洗練されている。

　何があったのか……と問うまでもない。昨夜の薬の影響だろう。

　若き日の勢いと、歳としを経た熟達。二つが見事に調和した剣舞が、そこにあった。

　俺はライエルの剣舞を見て思い知る。あれこそが剣の極致だと。かつての自分には到達できなかった極みなのだと。

　口惜しく感じると同時に、見事だと称賛せざるを得ない。

　美しいとさえ思える剣舞に、俺は思わず見み惚ほれてしまった。歯ブラシをくわえたまま、呆ぼう然ぜんとした様相でただただ見つめ続ける。

「……かっこいい」

「んー、やっぱそう思う？　ニコルちゃんってパパっ子よね？」

「ブホゥ!?」

　いつの間にか俺の背後にコルティナがやってきていた。悔しいかな、見惚れてしまったせいで彼女の接近に気付かなかったようだ。

　ニヤニヤした笑顔を浮かべているコルティナは、実に……嫌らしく感じる。

「まあ、ああやって剣を振っている時のライエルは悪くはないわよね」

「えぇ？」

　ちょっと待て、お前は俺に惚れてたんじゃないのか？

　俺は思わずそうツッコミを入れそうになったが、かろうじて飲み込んだ。

「あ、もちろん私の一番は違う人だけどね？　ほら、やっぱ親友のダンナだから悪く言えないし」

「あ、そう？」

　慌ててフォローするコルティナに、俺は半眼で答えておく。とにかく歯ブラシを動かして歯を磨いて、見惚れていたことはごまかしておいた。

「お、ニコルも久しぶりに剣を振りにきたのか？」

「違うし」

「喜びなさい。さっき『かっこいい』って言ってたわよ」

「本当か!?」

「絶対違うし」

　こちらに気付いたライエルが、型を止めて声をかけてきた。

　俺に見られて、そこはかとなくドヤ顔をしているのが腹立たしい。

　ライエルは俺に一刀両断されてしょんぼりとした表情をしてみせたが、コルティナの裏切りで喜色満面へと変化する。

　俺はことさらそっけなく、切って捨てた。

「まあ、一般的に？　わたしはコルティナの方がカッコいいと思うし」

「おおぅ、ニコルは相変わらずクールだなぁ」

　俺にツレない態度を取られ、がっくりと膝をつくライエル。

　しかしその裸の上半身から見える肌の張りは、昨日までの衰えたそれとはまったく違う。どうやらあの薬の効果は本当にあったようだ。

「遅ればせながらおはよう、調子はどう？」

「ああ、すこぶるいい。いや、良すぎるくらいだ」

　ライエルはそう答えて腕を振り回し、調子の良さをアピールする。その動きにすら、キレがあった。

　あの白い神様には、本当に感謝しないといけないかもしれない。




　そして日曜。もちろん学院も休日であり、コルティナもこの日は多少手が空いている。

　教員であるコルティナは休日であっても仕事があることも多いため、こういう手隙の日は意外と貴重だった。

　俺はこの日、幼女の特性を利用して──誠に遺憾ではあったが、上目遣いなどをフル活用してしまった──とにかく、これらを最大限利用して、コルティナをショッピングに連れ出していた。

　日頃学院にいるか、クラブ活動で音楽を弾くか、鍛錬と称して近くの森に狩りに出るしかしない俺が、『ショッピング』などという女の子っぽいことを言い出したので、コルティナは最初大いに訝いぶかしんだ。

　しかし俺の類たぐい稀まれな演技力によって──いや、すっごい棒読みだったと自分でも思うが──珍しい俺のおねだりとあってか、コルティナも最後には根負けして、今回のお出かけとなったのだ。

「うふふ、この服とか可愛いんじゃない？　フィニアも連れてきてあげればよかったわねぇ」

「お留守番は大事」

「ウチに入る泥棒なんていないわよ。私だけでなく、マクスウェルまで敵に回すんだから！」

　早速俺を服飾店に連れ込んで、着せ替え人形にしようと企くわだてるコルティナ。俺は服装には非常に無頓着なので、着飾る機会というのはほとんどない。この機を逃すものかという、謎の気迫が感じられた。

　だが今回、俺が彼女を連れ出したのは理由がある。コルティナにレイドの姿を見せつけることが目的だった。

　マクスウェルの推測によると、コルティナが現状に疑問を持ち始めるのは時間の問題。その疑惑が俺に向く前に、俺とレイドを同時に見ることで俺がレイドとは別人と思い込ませる必要があった。

　そこで俺は、変装に使える幻影の指輪をマクスウェルに預け、こうして外に出てきたのだ。

「コルティナ、その服だと動きにくい」

「いいじゃない、動かなくても！」

「そういうわけには……」

　あくまで俺の希望は前衛戦士。神話に出てくるような剣を振りかざし盾を構える重戦士は無理でも、敵前に雄お々おしく立ち塞がる戦士の夢は捨てていない。

　ひらひら、キラキラした服では、さすがにイメージから遠ざかり過ぎる。それは子供向け寓ぐう話わに出てくる魔法使いの少女の姿だ。

　それとマクスウェルとの待ち合わせの時間は、もう少し先だ。これは早めに出ておくことで、偶然を装いやすいというマクスウェルの意見である。つまり、あと二時間ばかり、コルティナと街中をうろつかねばならない。

「今日はお昼も外で食べるんでしょ？　そんな服着てたら食べられないよ」

「むむ、確かに汚しちゃうのはもったいないわね。じゃあ着て帰るのは諦めましょ。でも買っちゃう！」

「え、買うの？」

「そりゃ、私だけ楽しんだらフィニアちゃんが可哀かわい想そうじゃない？　おウチに帰ってからファッションショーよ」

「うえぇ、勘弁して」

　こうして俺は二時間たっぷりとコルティナに引きずり回される羽目になった。

　自分で画策していたこととはいえ、非常に精神が削られる時間であった。




　服飾店で散々着せ替え人形にされ、さらに帽子や靴、カバンに至るまでコーディネートされて疲ひ労ろう困こん憊ぱいした俺だが、ようやく待ち合わせの時間がやってきた。

　昼食をテラスで取るまでは予想できない動きだったが、ここから食後の休憩するために公園に行くことは既定路線だ。

　ラウム森王国の首都ラウムには公園自体があまりない。街全体が森に覆われた森王国なので、公園の存在意義があまりないせいだ。

　自然に囲まれたければ、少し街を出るだけで無駄に広大な大自然が待ち受けている。

　なので市街地に公園を設置することはほとんどない。せいぜい大通りの途中にある噴水広場で充分である。

　だが、あくまでほとんどであって、皆無ではない。街の外はあまりにも大自然過ぎて、野生動物もいる。

　自然の中でリラックスするという行為はできない。そこで屋外でリラックスするための広場というのは、街中にいくつか存在している。

　その公園と呼んでいい広場は、コルティナの家の近場では一カ所だけ存在していた。

　休憩を取るなら、必ずここに足を運ぶことになるはずだ。

「と、マクスウェルが言っていたのだった」

「ん、どうかした？」

「なんでもない」

　コルティナに手を引かれながら、俺たちは公園の散策路を歩いていた。

　周囲には俺たちの他にも数名散策を楽しんでいる住民の姿もある。

　ここで強盗などのやらせ犯罪を、雇いの冒険者に行わせ、それをレイドの幻覚をかぶったマクスウェルが倒すというのが筋書きだ。

　もちろん、俺であることを証明せねばならないので、糸を使った攻撃を行わねばならないのだが、それは俺がこっそりと遠隔で行えばいい。

　それをコルティナの目から隠す程度の技量は、持っているつもりである。

　南の入り口から入って、北西に向かう散策路をコルティナと進む。

　やがて茂みに潜む気配を二つ、察知した。

　そろそろ仕掛けてくるか──俺がそう感じた直後、コルティナが俺の手を強く引いた。

「ニコルちゃん、向こうに行こうか？」

「へ？　え？」

「うん、なんだかそっちに行きたい気分でさ」

「え、えっと……え？」

　待て、仕掛けがもうすぐなのに、なぜいきなり方向を変える？

　そこまで考えてから俺は思いついた。待ち伏せや罠わなはコルティナの得意分野だ。それは逆に言えば、どこに罠が仕掛けられているか、待ち伏せされているかを想像しやすいという意味でもある。

　つまり……待ち伏せが彼女に察知された可能性が高い。

「なんで、まっすぐ行ってもいいんじゃ？」

「んー、ちょっとねー」

　俺がわざとらしく聞き返すと、言葉を濁して明言を避ける。どうやら本当に敵を察知していたらしい。

　だがここで追及するのも憚はばかられた。俺の索敵能力はコルティナも知るところである。

　その俺が敵の接近を察知できなかったというのは、あまりにも不自然。コルティナに悟られぬように糸を伸ばし、潜んでいる冒険者に声を伝えた。

『待ち伏せを悟られたから、南西方面の散策路に移動して』

　唐突に聞こえてきた俺の声に、隠れている連中がビクリと身体を強こわ張ばらせる気配が伝わってきた。

　それを聞いて迅速に行動を起こしたのは、二つの気配のうち片方。おそらくはこれがマクスウェルなのだろう。

　方向を転換し南西の散策路に合流する場所で、俺たちの前に男が一人立ち塞がった。

　どうやら強盗役がようやく追いついてきたらしい。唐突に姿を現したのは、待ち伏せだと察知されるのだから、この判断は悪くない。

　だが待ち伏せ場所から全力疾走してきたのか、ハァハァと息を切らしているところが憐れん憫びんを誘う。

　とにかく、この状況から『俺とレイドが同時に存在する場面』を演出しないといけない。ここからが正念場だ。




　突然目の前に立ち塞がった男に、コルティナが俺を背後にかばう。

　杖つえは持っていないが、いつでも魔法を放てる態勢を取っていた。この辺はさすが一流の術者といえる。

「何か御用かしら？」

「お前ら……ハァハァ、命が惜しくば、ハフハフ、有り金……ゲホッゲホッゴホッ！」

「どうも体調がよくないようね。入り口で衛え士じを呼んでおいてあげるわ」

「ありがと……じゃなくて！　ふざ、けるな！　命が惜しけりゃ有り金全部おいてけ！」

「え、じゃあその息の荒さは興奮してるから？　やだ、ヘンタイ」

「うるせぇよぉ!?」

　いやコルティナ、そいつが息を切らしているのはお前のせいだ。

　というか、襲撃を察知していたのだから知っているだろうに……いいようにからかわれる冒険者が、少し可哀想になってきた。

　雇われてサクラをやらされ、襲撃を察知されて引きずり回され、コルティナにからかわれているのだから、一般的な報酬では足りないだろう。

　男は剣を抜いてコルティナを威嚇する。見たところ、この男ではコルティナには敵かないそうにないが、それは別に構わない。

　危険を演出し、そこでレイドが登場して救えばそれでいい。その場に俺が一緒にいれば、俺とレイドが別人であるという証明になるからだ。

　実力差はコルティナも見抜いているのか、対応に余裕がある。早くマクスウェルが来てくれないと、先にコルティナが始末をつけてしまいそうだ。

「どうした、さっさと──うわぁ!?」

　男が一歩こちらに踏み出したところで、俺は強盗役を縛り上げ、脇の木の枝に逆さ吊づりにした。

　まだマクスウェルは来ていないが、これ以上男に近付かれるとコルティナの方が先に男を仕留めかねない。

　それにこの男はあくまで雇われただけなので、コルティナの攻撃を受けると死んでしまう可能性もある。それはさすがに不ふ憫びんすぎる。

「これは──まさか、レイド!?」

　コルティナはそう叫び、周囲に視線を巡らせる。

　すると遠くの木の陰に細身の男の姿を見つけることができた。どうやらマクスウェルが間に合ったようだ。

　だが木に片手をついて、ぜーはーと息を切らしているのがどうにも格好が悪い。

　老骨を無駄に走らせて、まことにスマンかった。

　マクスウェルは吊り下げられた男を見て、軽く手を振ってみせる。

　俺はその動きに合わせて、糸を男の口に巻き付け、猿さる轡ぐつわをしてみせた。この糸の動きを素人が見切ることは不可能だ。

「この技、やっぱり！」

　コルティナは感極まった声を上げて、一歩レイド──マクスウェルの方に踏み出した。

　だがそのまま行かせては、今の俺の印象が薄くなってしまう。

　ここで俺は、コルティナの袖を引いた。こうすれば俺の存在を印象付けることができる。

「あ、ニコルちゃん……えっと、彼は私の古い知り合いなのよ。あなたも名前は知っているでしょう？　あれが仲間だったレイドよ」

　俺がレイドを警戒していると思ったのか、コルティナは丁寧に説明してくれる。

　その隙を突いて、マクスウェルは華麗に一礼してみせた。それはまるで、姫君に臣下の礼を取る騎士のように。

　再び顔を上げたレイドは、コルティナに愛あい嬌きようのあるウィンクを送ってみせる。コルティナはその姿を見て、顔を赤くして立ち尽くしていた。

　おい待て、俺はそんなキザな仕草はしないぞ？

　しかもそのまま生前愛用していた濃紺のコートを翻して、大きく跳躍する。

　マクスウェルは木の枝よりも遥はるかに高く跳躍し、木々の向こうに消えていった。

　無論マクスウェルにも、生前の俺にも、そんな跳躍力はない。だが糸を使えば俺はその程度の動きはできていた。

　そしてマクスウェルも、魔法を使えば空を飛ぶくらいの真ま似ねはできる。

　逆に言えば半端な能力の者では、そういう動きをすることができない。これはこれで、レイドという存在の証明に役立つと思っての行動だろう。

　しかし、なぜわざわざ外がい套とうを大きく翻すのか？

　なぜ貴族的な一礼をし、あまつさえウィンクまでしてみせたのか？

　まるで女ったらしの仕草じゃないか。それは俺らしくないぞ、マクスウェル！

「──あ」

　コルティナはその俺の姿を追って、小さく声を漏らした。

　俺が今、彼女と接触できないことは、以前にも知らせてある。その辺の事情は彼女も酌くんでくれるはず。

「まだ、その時じゃないって言うつもり……？」

「どうしたの？　それよりあの人、どうしよう？」

　ここであまり深く考えられては、コルティナに芝居を悟られる可能性がある。

　彼女の意識を逸そらすべく、俺はわざと声をかけて別の問題を彼女に提示した。

「あ、そうね。とりあえず衛士に捕縛してもらいましょうか。レイドの奴ががっつり拘束してくれているから、身動き取れないでしょうし」

　コルティナはそう言って男に視線を向ける。

「ニコルちゃん。悪いけど入り口のところまで一走りして、衛士を呼んできてくれる？」

「うん、わかった」

　俺はコルティナの指示に従い、全力で門のそばにしつらえられた、衛士の待機所に向かって走り出した。

　早く行かないとコルティナの尋問スキルが炸さく裂れつして、冒険者の男が口を割ってしまう可能性もあったからだ。

　男もこの後、マクスウェルの力によって釈放されることは知っている。罪に問われることすらないだろう。事実その通り、この男は後に解放される。

　俺とレイドの姿を同時に見たことで、コルティナの疑念が俺に向くこともなくなった。

　とりあえずマクスウェルの協力で、俺は彼女の疑念を逸らすことに成功したのだった。
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　闇の中で、俺は木刀を構えて相手と対たい峙じする。

　明かりは木材の上に置いたランプ一つのみ。広い貯木場を照らし出すには、いささか足りな過ぎる。

　現に目の前にいる少年の顔すら、俺には判別つかない。そんな闇を斬り裂いて、斬撃が襲い掛かる。

「フッ！」

　短く息を吐き、その斬撃を横に往いなす。こちらは木刀、相手は真剣。まともに受け止めてはこちらが一刀両断されてしまう。

　とはいえ彼我の力量差は明白。こちらが木刀でも、負ける要素は見当たらない。

　俺は一歩踏み出しつつ少年とすれ違う。その刹那、少年の顔がランプの明かりに照らし出された。

　幼い面影を残しつつも、精せい悍かんさを持ち始めた十歳を超えた少年──クラウド。

「ほれ」

「うわっ!?」

　俺はすれ違いざまに足元を払うが、これはさすがに避けられた。もちろんその程度は俺の想定内で、円を描くような刀身の動きで今度は頭を狙う。

　足元から頭上へ。円の動きで減速せずに。

　この動きにクラウドは反応しきれなかった。しかし反射的に左手に持った盾を掲げ、受け止める。

「ほぅ？」

　反射的な行動だったので、これは完全に偶然の産物。しかし俺の斬撃を受け止めたことは評価に値する。

　下手な奴なら反応すらできないのだから。

「へっ、ど──わぁ!?」

　どんなもんだ、と言いたかったのかもしれないが、まだ甘い。言葉が終わる前に俺は足払いをかけて、クラウドを地面に転がす。

　下から上、そして下という一連のコンビネーションに完全に視線を振り切られたクラウドは、まともにこれを受けてしまったようだ。

　しかも倒れた衝撃で剣を手放してしまっていた。

「まだまだ。それに剣を手放すとはなにごとだ」

「うう、剣術修行に足出すなんてヒドイ」

「実戦でもそんなこと言うつもり？」

「ぐぅ」

　といっても、こればかりは実戦で危機に陥らないと、実感できないか？

　俺と一対一の、身の安全を確保されたままの訓練では、危機感を持たせることが難しい。

　事実、クラウドとほぼ同時期に俺と組み始めたレティーナは、クラウドよりも成長速度が速い気がする。やはり小物の野生動物相手とはいえ、命のやり取りをしているというのは大きいらしい。

「でも、ま、二発目を受け止めたのは評価してあげるかな」

「やったぜ！」

「その調子に乗りやすい性格さえ、なんとかなればね」

「あぅ、これは仕方ないじゃないかぁ」

　子供なだけあって、クラウドは感情の振り幅が大きい。それがまるで懐いてくる子犬のように感じられる。

　懐かれるのは別に悪い気はしないのだが、それと生き延びることは、全くの別問題。

　俺がラウムに来て、三年が過ぎた。この三年でぐんと背の伸びたクラウドなら、そろそろ実戦に参加してもいい頃合いだ。

「うーん……とはいえ、そこいらの連中の中に放り込んでも無責任かな」

　ラウムは冒険者の数も多く、質も悪くない。やや悪ノリする気質があるが、それは逆に半魔人差別がそれほど激しくないとも判断できる。基本的に気のいい連中ばかりだ。

　それでもクラウドの師匠を自認する以上、ここで他者に投げるというのは、クラウドも納得ができないだろう。

「やはり……俺が連れていくしかないか？」

「え、どこに？」

「実戦」

「まじで！　やった！」

　しかしそれだけではどうも緊迫感が足りない。なぜならクラウドの後ろに控えるのが、クラウドよりも強い俺というのは、奴の緊張感を削そぎかねない。

　冒険者として、前衛として戦うなら、決して後ろの味方を危険に晒さらさないように配慮する必要がある。

　後ろの者を守るために、自分は倒れてはならない。武器を手放すというのは、その覚悟ができていない証あかしでもある。

「しかたないか。クラウド、今度の休日は身体を空けておいて」

「へ、身体を空ける？」

「一緒に狩りに出るから、暇を作っておけってこと」

「ああ、そういう」

　背後に守らなければならない者を配置する。そのためには俺が後ろにいる状況というのはあまりよくない。ならば、代わりの者に後ろにいてもらうしかない。

　その候補としてちょうどいいのが、ミシェルちゃんとレティーナである。しかし……

「その前にいくつか注意点がある」

「ん？」

「まず一つ。わたしのギフトについて、口外しないこと。これは彼女たちにも教えていないことだから」

「なんで？」

「ギフトっていうのは、冒険者にとって、いや戦う者にとって切り札ともいえる。それを知られているかいないかで戦術が変わるくらい」

「うん。わかる」

「クラウドは仕方ないし、わたしは自覚があるからいいけど、彼女たちは普通に子供なんだよ。何かの拍子にうっかり人に話しちゃうかもしれない」

「それも、わかる」

　腕を組んで、うんうんと頷うなずくクラウド。しかし、真意には届いていない感じだ。

「人に秘密を洩もらさない最大の手段って、なんだと思う？」

「え……えっと、強制ギアスの魔法を受けるとか？」

「どんだけ殺伐としてるの？　いや、強制ギアスの魔法でも、命を懸ければ話すことはできるよ。一番確実なのは『知らない』こと」

「あ、そっか。知らなければ話せないもんな」

「そう。わたしは最大の切り札を守るために、彼女たちにも話してない。クラウドは出会った時に知られちゃったから、仕方ないけど」

「なるほどね」

　納得はしたようだが、いささか覚悟が足りない気がする。ここは思い切った圧力をかけておいた方がいい。

「ちなみに破ったら破門」

「横暴!?」

「当たり前でしょ。師匠の極秘情報だよ？」

「クッ、確かにそうだけど、厳しくない？」

「命が懸かってるんだから、当然でしょ」

　さすがにこの念押しには神妙な顔をするクラウド。

　俺はそれほど強力なギフトを持っているわけではない。この情報一つで命を繫つなぐ場面も、今後はあるだろう。クラウドもそれを納得したからこそ、これに同意したのだった。




　次の週末。この日は俺とミシェルちゃん、レティーナの三人で狩りに出る日だった。

　しかしそこに見慣れない少年の姿がある。言うまでもなく、クラウドだ。

「ニコルさん、その方はどなたですの？」

　少女ばかりのパーティに少年の姿。しかも半魔人ということもあって、レティーナは露骨に警戒している。

　ミシェルちゃんは……いつもニコニコしているので、あまり違いがわからない。

　田舎出身の彼女は半魔人の評判もあまり聞いたことがないし、見たこともない。なので先入観なく接してくれるのを期待できる。

「彼はクラウド。一応わたしの弟子になるかな？」

「一応ってなんだよぉ」

「ほら、挨拶」

「うっ、クラウドです。師匠──ニコルから剣を教えてもらっている」

「一応前衛をこなせる程度には鍛えているから」

「わぁ、じゃあ狩りももっと安全になるね、レティーナちゃん！」

「そりゃ、たしかにそう……ですけど……」

　ミシェルちゃんは大歓迎のようで安心したが、レティーナはまだ納得がいかないようだ。

　侯爵令嬢である彼女にとっては、やはり異性というだけで警戒に値する相手なのだろう。

「レティーナが気にするのもわかるよ。初めて会う相手だし。まあ、そこは安全だと保証するから、大目に見てくれるかな」

「ニコルさんがそう言うなら……でも、足を引っ張りません？」

「しっつれいな！　俺だって狩りくらいやってみせるよ！」

「どうだか。わたしには見分けはつきませんもの」

　さっそく口くち喧げん嘩かを始めるクラウドとレティーナ。二人は相性が悪い気がしていたんだ。

　ミシェルちゃんはびっくりして俺の方を見ている。俺はその視線に、肩を竦すくめることしかできなかった。




　いつもの門番に挨拶をしてから、街を出る。門番の人も今回は一人多い様子を見て、驚いたような表情を浮かべていた。

　子供三人組とカーバンクルだけの冒険者が街を出て、それなりに大物を狩ってくるのだから、俺たちの存在は結構有名になっている。それだけに心配して同行を申し出る者も多かった。

　しかし俺たちはそれらをことごとく断っている。

　レティーナの身分のこともあるし、よく知らない人間をそばに置きたくなかったからだ。

　それに俺も、秘密の多い身の上である。極限状態ではギフトを隠すということもできない。そこから前世のことがバレる危険だってある。

　そんなことを考えながら、俺とクラウドは森の中に分け入っていく。

　クラウドは俺が買い与えた剣と鎧よろいや盾一式を身にまとい、こうしてみると立派な冒険者の卵に見える。卵を立派と言うのは、少々おかしい気もするが。

　これはもちろん貸しただけで、かかった費用はクラウドの取り分から差っ引く予定だ。

　俺ががめついわけではなく、こうした処理で彼の後ろめたさをなくすのが狙いである。

　初めて身につける革鎧にややぎこちなさも目立っていたが、そこはさすが子供の適応力というべきか、しばらくすると違和感も消えていったようだ。

「クラウド、静かに」

「これでも気を付けてるんだよ」

「そうじゃなく、獲物！」

　近くにカーバンクルのカッちゃん以外の小動物の気配を察知し、小さく警告する。

　気配の元を視線で辿ると、そこにはケラトスと呼ばれるモンスターの姿があった。

　ケラトスは体長二、三メートルほどの直立したトカゲのような姿をしており、強きよう靭じんな足腰と尻尾による打撃が脅威だ。

　しかも咬かみつく攻撃もそれなりに強く、俺たちのような子供なら、即死する危険もある。

　本来ならば撤退の判断を下す相手。しかし今回はクラウドも一緒にいる。

「クラウド、止められる？」

「わからない。でもやってみせる」

　最初にわからないと答えている時点で、彼は冷静に判断を下しているようだ。その上でやってみせると宣言した。

　これはレティーナやミシェルちゃんに、仲間として認めてもらうための試験だと、考えているからだろう。

「ちょっと、大丈夫ですの？」

「だからわからないって言ったろ。でもやらなきゃ、お前、いつまでも認めないじゃん」

「そ、それはそうだけど……勝てる相手か見極めるのも、冒険者の力ですのよ？」

「大丈夫、いざとなったらニコルが助けてくれるし、お前たちも協力してくれるんだろ」

「お前たち、ではなくレティーナと呼んでくださいまし」

「わたし、ミシェルだよ」

「ああ、頼りにしてるよ」

　そう言うとクラウドは盾を構える。それは俺が用意した、中型で木製のものだが、子供のクラウドが持つと大盾のようにも見える。

　しかし、それでケラトスの攻撃を防ぎきれるかというと、かなり不安だった。

「クラウド、ちょっと待って」

　さいわい、ケラトスはこちらに気付いた様子はない。その間に補助魔法をかけておけば、少しは有利になる。

　俺は小声で詠唱を始め、クラウドの盾と剣に保護プロテクトと強化付与エンチヤントをかけ、攻防を強化しようとした。

　しかし小声とはいえ、詠唱の声は出るし、魔法陣を描く時に光も発する。それを目め敏ざとく見つけたケラトスは、威嚇の声を発しながらこちらへと迫ってきた。

「させるか！」

　クラウドはその動きを見て、盾を構えて前に出る。直後に俺の魔法が発動した。わずかとはいえ盾の強度が増し、剣の切れ味が向上する。

　その盾に向けて、ケラトスは尻尾を大きく振り抜いていった。

　重い一撃を受け止め、クラウドの身体が後方へと押し戻される。しかし傷を負うことなく受け止めてみせた。

「おおー」

「な、なかなかやりますわね」

　ミシェルちゃんとレティーナは、その雄姿に感嘆の声を上げている。

　いつも前線を受け持っていた俺の場合、真っ先に回避するので、レティーナとミシェルちゃんも敵の動きに注目する必要があったからだ。

　だがクラウドは多少押し戻されたとはいえ、その場に踏み留とどまっている。これは後衛専門の二人からすれば、非常にありがたく、頼もしい。

　すかさずミシェルちゃんの矢が顔の辺りを襲い、ケラトスにダメージを与えていた。これは目潰しを敢行したのだろうが、さすがに外してしまったようだ。

　一拍置いて、レティーナの火系魔法が足元を襲う。俺が彼女に魔法の指導をした時、足元を狙うように教えたことを忠実に実践している。この素直さは、彼女の美徳でもある。

　戦闘において敵の機動力を奪うことは、勝利を確定させることに等しい。

「せぃ！」

　続いて俺も、こっそりケラトスの口に糸を掛ける。これで口を開くことができなくなり、咬みつくことも不可能になる。

　後は尻尾の攻撃さえ気を付けておけば、こちらの勝ちとなる……はずだった。




「ハァッ、ハァッ……」

　荒い息を吐き続けながらも、尻尾の攻撃を受け続けるクラウド。それもそのはず、ケラトスとの戦闘はすでに十分以上を経過しているのに、いまだ倒せていない。

　明らかに攻撃手段が足りていない。ミシェルちゃんがバングルの力を解放し、白銀の大弓サードアイを使えば倒せるだろうが、ケラトス程度でその力に頼るのも、微妙な気分だ。

　ケラトスも無傷とはいかず、身体の各所に火傷やけどを負い、ミシェルちゃんに矢を突き立てられている。しかし分厚い皮膚を貫き致命傷を与えるには至っていない。

「ここは一度退ひくべきか……クラウド、もう少し持ちこたえて」

「お、おう」

　声の張りも開戦当初より落ちている。それでも足を踏ん張り、敵を押し留めていた。

　この忍耐力は予想以上だ。意外と盾役としての適性があるのかもしれない。

「レティーナ、ミシェルちゃん！」

　俺の声に、撤退の意図を悟り、二人は目配せしてから小さく頷く。

　タイミングを計って逃走する。その合図を交わしたのだ。しかしそれより早く、ケラトスが大きく後ろに跳んで距離を開ける。

「っと……待って！」

　このタイミングで逃げようとすると、追撃を受けるかもしれない。

　そう考えて待機し警戒するように声をかけたのだが、ケラトスの方もこちらに襲い掛かる気配はなかった。

　じりじりと後あと退ずさり、こちらから距離を取ろうとするケラトス。明らかに逃げたがっているようだ。

　余裕があるなら追撃するチャンスだったのだが、あいにくこちらもいっぱいいっぱいだ。

「よし、ゆっくり距離を取るよ。これ以上は事故が起きかねない」

「わかった」

「うん」

「了解ですわ」

　俺の言葉に三人が神妙に返事し、互いに距離を取り合う形になった。

　やがて双方が繁しげみの陰に隠れると、ケラトスは一声鳴いて駆け出していったようだった。

「はぁぁぁ、今日は赤字かぁ。トカゲさん、おいしそうだったのに」

「まあ、そういう日もあるって。クラウドはよく頑張ってくれたよ？」

「それは認めますわ。いつもより安定して魔法が使えましたもの」

　ツンと鼻を上に逸らして、レティーナは肯定的な言葉を返す。俺はこの仕草をどこかで見た気がした。

「ああ、コルティナだ」

「なんですの？」

「レティーナのその仕草。コルティナが『認めたくないけど認めてあげる』っていう時の仕草にそっくり」

「それは……喜んでいいのかしら？」

「わかりやすいって意味では喜んでいいんじゃない？」

　やや憮ぶ然ぜんとした顔をしているが、六英雄と似ていると言われて怒るレティーナではなかった。それはクラウドも同様である。

「それってつまり、俺の力を認めてくれるってことだよな？」

「ケラトスを倒せていないのに、何を喜んでますの！　ちゃんと倒せるようになってから、仰おつしやってくださいまし！」

　素直に認めることのできないレティーナだったが、それは『それまで一緒に冒険する』という宣言でもあって、認めているも同義である。

　この発言に、鈍いクラウドは悔しがっているようだが、そのうち気付くだろう。

　こうして俺たちは、新たな仲間を迎え入れたのだった。




　ちなみに、ケラトスは二週間後に倒した。子供の成長力というのは、本当に目を瞠みはるしかない。







[image: 第二章　やってきた厄介者]




　魔術学院に入学して、早三年が経過した。

　俺はめでたく十歳になり、ようやく低学年から脱出することになる。

　一時は衰えを心配されたライエルとマリアだが、破戒神のくれたポーションの効果か、今はむしろ若返ったと言ってもいい壮健さで、二十代、三十代と見間違わんばかりの若々しさを取り戻していた。

　おかげで今も現役で大暴れしており、国家機関からの俺やミシェルちゃんへのチョッカイもない。

　俺も魔法の腕は順調に進歩しており、それに伴ともない解放力という難点も克服してきていた。

　今では毎日吸引作業を受けなくても、生活に支障はない。月に一度くらいは必要だけど。

　現在では糸の補助なしでも俺の能力は、一般的女児程度の持久力を持つに至っていた。




「…………いた」

　森の中に潜み、俺は後続の仲間に合図を送る。

　その合図に三人が一斉に動き始めた。

　目前には暢のん気きに草を食はむ野牛が一頭。真正面から戦うなら、やや荷が重い相手。

　俺のそばまでやってきたレティーナが心配げな声をかける。

「いくらなんでも、牛は危険なんじゃありません？」

「しっかり準備すれば大丈夫。今は肉壁もいるし」

「肉壁って俺のことか？」

　レティーナの後ろについてきたクラウドが、不満げな声を上げた。

　今までは俺と二人っきりで訓練をつけていたが、いつまでも夜間訓練だけというわけにもいかない。

　こいつも冒険者を目指す以上、いつかはパーティでの立ち回りも学ぶ必要がある。

　そこである程度実力を付けたところで、俺は彼をミシェルちゃんたちに紹介し、冒険仲間として迎え入れることにした。

　もちろん、深夜に二人でこそこそ訓練していたことはナイショにしてもらっている。

　深夜の訓練で、クラウドには操糸のギフトを持つことは知られていた。それに幼児と思えぬ経験の深さを披露してしまっていた。それを口外されては、いらぬ疑いの的になりかねなかったからだ。

「牛が相手だから、正面から戦ったら勝てないのは当たり前だけど、罠わなを仕掛ければ充分勝機はあるよ」

「罠って、何をするんですの？」

「そんな大したモノじゃないよ。要は動きを止めれば、あとはミシェルちゃんが仕留めてくれるもの」

「うん、まっかせて！」

　ポンと自分の胸を叩たたいて、ミシェルちゃんが自信をのぞかせる。

　俺としては叩いた拍子に軽くたわんだ胸部装甲が気になって仕方ない。

　俺たちはすでに十歳。そろそろ性別的な特徴が表れ始める頃合いである。ミシェルちゃんは特に成長が早いため、胸が結構目立ち始めていた。

　とにかく、今は準備が必要だ。ミシェルちゃんは狩猟弓と白銀の大弓サードアイを併せ持っているので、荷物が多い。それは持ち運べる矢の数にも影響が出ている。

　つまりミシェルちゃんは、一撃必殺の戦法を余儀なくされていた。

　牛を相手に何度も射いるわけにはいかない。

　無論、俺が繰糸の能力を使えば、余裕で動きを止めることはできるのだが。

「まずは罠を仕掛ける。そこにわたしとクラウドで誘導して罠にかける」

「あとはそこにわたしがドッカーンね？」

「うん、まかせた」

　今になって落とし穴などを掘る時間はないので、ロープを足に絡めて動きを止めるスネアトラップを茂みの陰に仕掛けておいた。

　俺が罠を仕掛けている間、クラウドには牛の様子を見張らせておく。

　そうして準備を整えた後、戦いの幕は切って落とされた。

「てぇい！」

　俺は本来、中近距離での戦闘がメインになる。だが牛を相手に近距離戦を挑むほど、無謀じゃない。

　使ったのは投石器スリングと呼ばれる革かわ紐ひもを使った道具。これは使用時以外は折りたたんでおけるので、持ち運びに便利な武具だ。

　遠心力で加速させた石を、頭部めがけて投げつけた。

　それは狙い過あやまたず命中した。大したダメージは与えられず、牛はこちらを怒りの篭こもった視線で睨にらみ付けてきた。

　二度、三度と後ろ足で地面を蹴り、頭を下げて突撃体勢を取る。

　俺もそれをゆっくり見ているわけにはいかない。じりじりと後退り、距離を取りにかかった。さすがに直線の動きでは動物の方が速い。アドバンテージは多い方がいい。

　そして牛は怒りの声を上げて、こちらに突進してきた。

　俺は即座に背を向け、逃走に移る。本来ならば、動物に背を向けるなど危険極まりない行為だ。しかし正面から戦っても勝ち目はない以上、一刻も早く罠に誘い込む必要がある。

　ある程度走ったところで、俺は木の枝に摑つかまって跳躍し、地上から距離を取った。

　同時にクラウドの投石が牛の顔面を捉える。俺という目標を見失い、代わりにクラウドを標的と定めた牛は、即座に方向を転換し彼を追い始める。

　こうして交互に牛の標的になり、罠のある位置へ誘導していく。

　ロープを仕掛けただけの単純な罠。だが片方をしなりのある枝に結び付けることで、足にまとわりつきやすくなるよう工夫している。

　牛は見事にそのロープに引っかかり、ロープが足の動きを阻害し、転倒した。

　本来ならば、この程度のロープなど気にも留めず駆け抜けることができただろう。それほどの突進力を、野牛は持っている。

　しかし、俺とクラウドで周囲を引きずり回して疲労させ、バランスも崩した中で足を取られたら、立っていられるはずもない。

　一瞬、動きを止める。それだけで充分だった。

「レティーナ！」

　獲物が罠にかかったことを受けて俺はまずレティーナに声をかけた。その声に応えるように、レティーナは火属性魔法を解き放つ。

　使用したのはただの火弾フアイアボルト。しかも最下級。本来ならば、タフな野牛に決定打を与えられるものではない。

　だが炎の弾丸は牛の後ろ足の関節部に直撃し、その機動力を確実に奪い取っていた。

　左後ろ足の膝の辺りを焼かれ、再び立ち上がろうとしたところでがくりと身体を沈める牛。

　そこをミシェルちゃんの狙い澄ました一矢が射い貫ぬく。

　逃げる方向、沈む身体。それらを計算し、最適な位置に身を潜めていた彼女の放った一矢は、的確に牛の右目を撃ち抜いた。

　鏃やじりは眼がん窩かから脳髄を抉えぐり、一瞬にして生命活動を停止させる。

　頭部に矢を受けた牛はビクリと身体を震わせた。

　その後二、三度痙けい攣れんを繰り返し……やがて止まる。

　俺はカタナと短剣を構え、牛に近付き、事切れていることを確認する。

　完全に息絶えていると確認し、ようやく俺たちは肩から力を抜いたのだった。




　牛を解体するとなると、俺たちのような子供では不可能といっていい大仕事になる。だがちょうどいい具合に、俺には高速振動することで切れ味を増すナイフが存在した。

　このままだと本来なら手の中で大暴れするナイフだが、糸で固定すれば使えないこともない。

　四人がかりで牛を吊つり下げ、血抜きをし、ナイフの力を使って首を落とし、肉を解体していく。

　牛一頭からとれる肉はおよそ七百キログラム。今回の獲物はやや小柄だったため、せいぜい六百キログラムというところだろう。

　これほどの量を俺たちが持ち帰ることは不可能に近いので、一人三十キログラムずつに切り分け、残りは革袋に包んで地面に埋めておくことにした。

「レティーナ、お願い」

「ニコルさんは相変わらず、干渉系だけしか使えないんですのね……」

「ほっといて」

　レティーナが穿孔トンネルの魔法で地面に穴をあける。

　そのあと肉の表面をレティーナの火属性魔法で焼いてから、革袋に包んで地面に埋めた。

　表面を焼いておくことで腐敗する速度を大きく遅らせることができる。治癒系の魔法ならば腐敗を遅らせる魔法もあるのだが、俺たちの中には使える者がいない。

　というか、その魔法は結構高い実力を要求されるので、どっちみち使えない。

「お肉、一人当たり三十キロかぁ。これはしばらくお肉三昧だね！」

「うん。お肉は正義」

「俺んちだとすぐなくなっちゃうけどなぁ」

「孤児院のみんなにいいお土産ができましたわね」

　クラウドは街の孤児院の世話になっている。

　それもあと五年もすれば孤児院を出て自立しなければならなくなる身だ。そのために俺たちと共に、冒険者としての基礎経験を積んでいる最中なのだが、正直言って今の状態ではとても笑顔で送り出すわけにはいかない技量でもある。

　おそらくはぎりぎりまで孤児院の世話にならないといけないのだろうが、そこは半魔人だけあって、彼の立場は非常に微妙。

　そんなわけでクラウドは、この冒険で得た食材を持ち帰ることで、院内での地位向上を図っていた。

「焼いておいたからしばらくは日持ちするし、地面にも埋めてある。野犬とかに掘り返されない限り、数日くらいは持つよ」

「そうですわね。何日かに分けて持ち帰りましょう。五日もあれば大丈夫でしょう」

　報酬を等分するという大原則は、クラウドが参入しても変わらない。

　今回の場合、一度に三十キロも運べば、五日で済む計算になる。

「正直言って、うちに肉百五十キロもいらないんだけど……」

「うん、うちもいらなーい」

「わたしのところは使用人たちの食事が潤って便利なんですけど？」

「俺んちは言うまでもないよなぁ。二十人の大所帯だし」

　俺の家はフィニアとコルティナと俺の三人にカーバンクルしかいない。

　食事という面では、ここにライエルとマリアも入るが、それでも六人分。とてもじゃないが消費しきれない。

　まあ、ガドルスやマクスウェルにお裾分けすればなんとか消費することはできるか？

　同様にミシェルちゃんの家も家族は三人しかいないので、消費は不可能だ。彼女の場合、父親が猟師として肉を売りに出しているので、そっちに回すことになるだろう。

　人の多いレティーナやクラウドの家は問題なく消費し切れるが、それでも数日は肉三昧になる量だった。

「ちょっと大物を狙いすぎたかな？」

「むしろ大物を狙って、あっさり狩れるようになったのがビックリですわ」

　俺の言葉にレティーナが呆あきれた声を返す。

　実際のところ、それほど特殊なことはしていない。しいて言えばミシェルちゃんの狙撃くらいだ。

　それでも状況を整えて待ち構えれば、俺たちのような子供でも野牛くらいなら仕留められる。それこそが、人間の恐ろしいところである。

　不可能なほどの実力差も、罠に嵌はめ、不利な状況に落とし込んでしまえば、実力差をひっくり返すことができるのだ。

　それを学べただけでも、彼女たちにとって今日は勉強になっただろう。

「罠を仕掛ける、足を攻めて動きを止める、数で襲い掛かる、不意を突いて奇襲する。色んな手段を講じて相手の実力を出させないことが重要」

「そうですわね。騎士の戦いではなく、殺し合いですもの。綺き麗れい汚いは関係ないのですわね」

「そういう言葉も生きていればこそ、だよ。そこが騎士と圧倒的に違うところ」

　俺は肉を背負って立ち上がった。

　袋に詰めた三十キログラムという重量が、ずっしりと肩に食い込んでくる。

　健康になった俺にとって、かなりキツイが持てない重量ではない。

　ミシェルちゃんやレティーナも、それを見て袋を背負って立ち上がる。

　彼女たちは俺よりも体力はあるので、まだ足取りはしっかりしていた。クラウドに至っては言うまでもない。

「それじゃ帰ろう。今日はもう充分」

「俺はもういっぱいいっぱいだから！」

　俺よりは余裕があるが、それでもレティーナの足取りはややアヤシイ。むしろ魔術師志望にしては健脚と褒めるべきだろう。

　そんな彼女を笑う俺の背後に、突如襲い掛かる影があった。

「キュッ！」

「うきゃ!?」

　木の陰から飛び出して俺の背に圧のし掛かってきたのは、姿を隠していたカーバンクルだ。

　人の頭ほどもある小動物が、俺の背に飛び掛かってきたのだ。肉を入れた袋だけでぎりぎりの俺にとって、その重量は致命傷と言えた。

　そのまま前のめりに地面に倒れ、簡単に押し潰される。

「ぐえぇ……カッちゃん、早く退どいて」

「キュー？」

　カッちゃんとはカーバンクルに付けた名前である。正式名称はカーバンクルの『カッツバルゲル』。略してカッちゃん。

　いつもなら問題なく肩に乗れる俺が、今日に限って潰れたので、俺の背に乗ったまま首を傾かしげている。

　だが子供一人に匹敵する重量に潰されているのだから、正直結構苦しい。

　地面に押し倒され、じたばたと手足を動かす俺を、ミシェルちゃんたちは指さして笑っていたのだった。




　さらに数日後、俺は深い森の中でカタナを構え、敵と対たい峙じしていた。

　正面に立つのは緑の悪魔と呼ばれるモンスター。不定形の身体を震わせ、こちらの隙を窺うかがっている。

　だが俺も百戦錬磨の経験を持つ。隙を与えず、相手に飛び掛かることをさせない。

　逆に俺の方はその余裕がある。じりじりと間合いを詰め、一撃必倒の距離に入る。

「──でぇい！」

　鋭い気合を発し、一息に距離を詰め、必殺の一撃を打ち込む。

　俺の斬撃は過またず正面の緑の悪魔──ポイズンモールドと呼ばれる巨大な肉食カビのモンスターを両断した。

「みゃっ!?」

　しかし両断したポイズンモールドは、左右に分かれたまま、こちらに襲い掛かってきた。

　不意を突かれた俺は、その体当たりをまともに食らってしまった。

　だが相手はしょせん、カビのバケモノ。体重は軽く、その体当たりに威力はない。反撃に耐え、トドメを刺すべく追撃を放とうとした。そこで俺は身体の異常に気付く。

「あ、あれ……？」

　腕が上がらない。いや、身体全体の動きが鈍い。

　倦けん怠たい感かんは一瞬にして全身に回り、まともに立つこともできなくなった。

　俺はその場に膝をつき、前のめりに倒れ込む羽目になった。身動きが取れない俺ににじり寄るポイズンモールド。そこへ気楽な声が投げかけられた。

「はい、そこまでー」

　コルティナの停止命令と同時に、雷撃系の攻撃魔法がポイズンモールドを襲い、一瞬にして焼き尽くした。

「ポイズンモールドに物理攻撃は効きにくいのよ。先に強化付与エンチヤントで武器に魔力を纏まとわせるべきだったわね」

「あ、あぅあぅ」

「ニコルちゃんの付与術は、まだ効果は小さいけど汎用性が高い。その分、利用には多岐にわたる知識を必要とするわ」

「うぐうううぅぅぅぅぅ」

「状況に応じた魔法の使用を心掛けないといけないわね」

「し、しび……しびれ……」

　生前の俺は対人戦を専門としており、モンスターの知識を軽んじて、敵を識別し、弱点を突く戦略を立てるのをコルティナやマリアに任せっきりにしていた。

　モンスターの知識のなさゆえに、今回の敗北を喫することになったわけだ。

　それはともかくとして。

「コルティナ先生。ニコルちゃん、痺しびれてます」

「そうでしょうね。だって毒のカビポイズンモールドだもの」

　コルティナは俺に歩み寄り、腕や脇をツンツンとつつく。そのたびに全身に響くような痺れが走る。

「あぐうううぅぅぅぅ」

「んふふ。予習を怠る悪い子には、罰が必要なのよね」

「お、鬼ぃ」

　その後解毒アンチドートを掛けてもらうまで、たっぷりと弄ばれる俺であった。




　ここは首都ラウムから歩いて二時間ほど離れた森の中。

　この日は実戦演習として、冒険者支援学園と共同で、実際にモンスターを見つけ出し戦う実習を行っていた。

　街から二時間も離れると、さすがにモンスターの危険度も増してくる。

　いつも俺たちが街の近くの森で狩っているような、家畜一歩手前のような動物ではない。異形の、本格的なモンスターが相手だ。ポイズンモールドもそういった敵の一つである。

　相手は巨大な緑色のカビの塊。考えてみれば、通常の斬撃が効くはずもない。

　事実、この敵には魔力を付与した物理攻撃か、魔法攻撃しか通用しない。
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　単純物理攻撃では有効なダメージを与えられない……らしい。

　この特性に関しては図書室などに行けば簡単に調べられたはず。それを俺は怠っていた。

　敵を見つけ、何も考えずに斬りかかった。その結果がこのありさま。明らかに失態だ。

　解毒アンチドートを受けた俺はそのまま索敵を再開し、新たなポイズンモールドを発見する。

　じっとりとした森の奥だからこそ、こういったカビ状の敵が多数存在していた。

「さっきと同じ敵ですわね？　なら次はわたしに任せてもらえないかしら？」

「レティーナが？」

「ニコルさんの失敗のおかげで弱点は熟知しております。申し訳ありませんが踏み台にさせていただきますわ。おーっほっほっほ！」

「レティーナ、うるさいし」

　ポイズンモールドは高い知能を持っていない。多少笑い声を上げたところで、こちらの位置を知られる程度で、逃げたりなどはしない。せいぜい奇襲の有利さを放棄する程度だ。

　そもそもクラスで遠征に来たのだから、個人で襲撃する必要性自体が存在しない。

　先ほどは、真っ先に俺が敵を見つけ、そのまま奇襲能力を測る意味も兼ねての単独戦闘だった。

　なので、今レティーナが単独で戦う意味はあまりない。

　おそらく彼女は、俺への対抗心から、こう申し出たのだろう。そしてコルティナも、自発的に行動を起こしたレティーナを止めようとはしない。

　知能ももちろんだが、ポイズンモールドは動きも遅い。レティーナの高笑いでこちらの存在を知られてしまったが、それでもこちらに襲いかかれるほど機敏に動いてはいなかった。

　距離が離れていたこともあり、今からでも充分先制攻撃できる。

「朱の二、群青の一、翡ひ翠すいの三。火弾フアイアボルト！」

「あっ、バカッ!?」

　呪文から通常よりも強めで、しかも遠距離まで届く火弾フアイアボルトの魔法と知れた。

　その威力は充分にポイズンモールドを焼き尽くすだけの火力がある。

　だがその内容を聞いて、コルティナは悲鳴を上げていた。

　その理由は直後に知れる。

　バフンと火弾フアイアボルトの直撃を受け、ポイズンモールドは瞬く間に炎上を始めた。

　元が植物で、しかもカビという粉末状のモンスター。火種を与えれば、面白いように燃え上がる。

　面白いように……凄すさまじい勢いで炎上し、森に引火し始めた。

　それを見てコルティナは慌てて創クリエイト水ウオーターの魔法を使用し、消火活動を開始した。

　俺に続いてレティーナも説教が決定した瞬間であった。




　俺たちの校外実習は、正直言って失敗に終わった。

　これは俺のブランクの長さと、レティーナの未熟さによるところにある。

　昔の俺だったら、もう少し慎重に事を進めていたところだろう。この身体に転生して早十年が経過したが、その間に激戦と呼べる戦いは数回しかやっていない。

　転生前だったら十年の間に十度以上は激戦を繰り広げていたはずだ。つまり……

「なまってる」

「生？　ですの？」

「うん？　なんかニュアンスが違う気がする？」

　学院の教室に戻った俺は、レティーナを相手に反省会を開いていた。

　すでにホームルームを終えているので、他の生徒は思い思いに帰路についている。

「まあ、実際の戦闘はやっぱり違いますわね。近隣の害獣退治とは」

「わたしの場合は完全に予習不足。ポイズンモールドが多い地域なんだから、生態について予習すべきだった」

「火属性魔法で炎上する性質があったのも知っておけば、この失態はなかったですわね」

　互いに溜ため息いきを吐ついて、自身の反省点を述べ合う。

　こうすることでお互いのミスを理解し合い、次の戦闘では注意することができる。

「目的地がわかっているのならば、その地の特徴やモンスターの知識を集める必要性があるのですわね」

「今までは結構人任せにしすぎてた。自分でも調べる癖をつけないとダメだね」

「そうですわね……っと、ニコルさん、そろそろ音楽室に向かわないと」

「おっと」

　反省会に時間を割きすぎていたのか、クラブ活動に行かねばならない時間になっていた。

　俺は今、音楽部というクラブに入っている。

　音楽に興味があったわけではないのだが、ここに所属していると鋼糸の調達が便利なのだ。そして予算的な矛盾は、マクスウェルに揉もみ消してもらっている。

　二人で音楽室に入り、レティーナは楽器を手にとって調子を整える。

　レティーナはバイオリン、俺はピアノを演奏している。これは、指先の器用さを鍛えることもできるので、なかなか悪くない選択だと自賛していた。

　しばらく楽器や指の調子を確かめてから、レティーナと曲を合わせ合奏を開始する。すると数分で教室の外には観客の山ができていた。最近はいつもこんな調子だ。

　俺の背も少しは伸び、体型から子供っぽいところが抜け始めている。

　レティーナは背はあまり伸びていないが、豪ごう奢しやな巻き毛と美貌に拍車がかかっていた。

　そんな二人が優雅に音楽を演奏する光景というのは、男子生徒にとってはそれなりに眼福なのだそうだ。

　それだけでなく、ギャラリーには女子も半数近く存在するのだから、意味がわからない。

「見てるくらいなら入部すればいいのに」

　鍵盤の上で指を躍らせながら、俺はポツリとこぼしてしまう。

「見てるだけだから、いいのでしょう？」

「そういうもん？」

「特にニコルさんは聖女の再来とまで言われてますもの」

「どっちかと言うと剣聖の再来と言ってほしい」

「正直、剣聖と呼ぶにはか弱過ぎると思いますわ。それにライエル様よりはマリア様に似ていますし」

　俺は毎日手のマメが潰れるほど剣を振り、そしてコルティナに問答無用で治癒されている。おかげで手の平はぷにぷにのままだ。

　筋肉も予想以上に付かず、手足は枝のように細い。

　華きや奢しやですらりとしたその姿から、剣の適性のなさは前世以上という事実も、そろそろ認めねばなるまい。

　その分、長くしなやかな指は糸を操るのに向いている。おかげで糸を身体に絡めての身体強化は、順調に身に付きつつあった。

　このピアノもその鍛錬の一環なのだが、それが男子生徒諸氏には非常に好評なようだ。

　おかげで観客の数は日に日に増加しつつある。

「はぁ……」

　一曲を弾き終え、俺は小さく溜息をつく。

　これは無駄に注目を集めている現状を危惧してのものだが、見学者たちには俺のその様子が演奏に没頭した美少女が陶然と息を漏らしたように見えたらしい。

　俺にそんな意図はないのだが、どうにも聖女化、マリアの再来という噂うわさが広まりつつある……というか外堀を埋められている気がしてならない。

「今日は狩りには行かないんですの？」

「授業でやったのに、放課後も行く必要はないじゃない」

「それもそうですわね……ミシェルさんとクラウドに連絡は？」

「もう入れてる」

　問題があるとすれば、生活に直結するクラウドの収入なのだが、これも前回野牛を狩っているので、まだ肉の在庫はもつはず。

　ならば今日を含め数日は身体を休める休息日に充てても問題はあるまい。

　ちなみにクラウド、冒険者たちの間では結構やっかまれているらしい。

　愛想良く愛あい嬌きようのあるミシェルちゃんと、貴族令嬢のゴージャス系美少女レティーナ。そして英雄の娘である俺。そんな三人とパーティを組んでいるのだから、当然である。

　そんな将来性豊かな、それでいてタイプの違う美少女三人に囲まれた少年は、何かと他の冒険者からの風当たりが強い。

「クラウドも、わたしたち以外と組めるようになれば、見識も広がるんだけど」

「不可能ですわね。彼、妬まれてますから」

「さすがにハーレム状態はよくなかったか」

「……どちらかと言えば、あなたと組んでるからですけど？」

　あきれた声を出すレティーナだが、俺は三人の中で一番人気が低いと思うぞ。ミシェルちゃんみたいな愛想の良さはないし、レティーナのように育ちもよくない。

　その証拠に、俺に声をかける生徒はみんなどこか腰が引けている。普通に話しかけてくれるのはマチスくらいである。

　人付き合いの悪かった前世の性格が後を引いているのか、周囲の人間も俺を敬遠している様子がある。

　これは決して、俺に友達がいないからではない。断じてボッチとは違うと宣言しておこう。

　演奏の合間にレティーナと世間話を交え、次の曲に入る。それも順調に終わらせたところで、ぱちぱちと拍手をしてきた者がいた。

　この音楽室では見学者は多いが、拍手をしてくる者はほとんどいない。

　演奏の邪魔になるからとか、割り込める空気ではないという言葉を聞いたことがあるが……まあ、そんな理由だ。

　なのでいきなり拍手してきた存在に、俺は目をぱちくりとしばたかせた。

　そこには背の高い、二十代半ばくらいの青年の姿があった。

　典型的な金髪碧へき眼がん。背もすらりと高く、適度に筋肉のついた、理想的な体型。少しライエルに近い体型かもしれない。

　いかにも貴族然とした雰囲気を漂わせる、これまた典型的な美形。というか、どこかで見た記憶がある……が、思い出せない。

「えーと、どちらさま？」

「ああ、失礼。あまりに麗しい光景だったので、つい。私は今期より臨時教員になったエリオットという者です」

　謝罪の後、優雅に一礼。その仕草はまるで一枚の絵画のように様になっている。

　だがこの男、その典雅な仕草とは反対に、妙に嫌悪感を刺激される。

「どうも、ニコルです。姓はありません」

「レティーナ・ウィネ＝ヨーウィですわ。以後お見知りおきを」

　だが一応挨拶されたわけだし、こちらも名乗り返さないと無礼だ。俺とレティーナは、念のため、貴族式の返礼を行いつつ自らの名を名乗る。

　それにしても、エリオットという名に、その容姿。本当にどこかで見覚えが──

「あ、エリオット・グリトニル＝ステラ＝トライアッド？」

「おお、我が名を聞き及びでございますか、ニコル姫」

「おぃ」

　俺が思わずツッコミを入れたのも、無理はない。エリオット・グリトニル＝ステラ＝トライアッド。北部三か国連合王国の現国王の名だ。

　生前、俺たちが邪竜に滅ぼされた北部三か国の三王家の生き残りを探し出し、三つの国をまとめるための旗印に据えた少年。

　俺が死んだ時はまだ五歳くらいだったはず。順調に歳を重ねていけば、今は二十五歳くらいか。外見的な勘定は合っている。

「っていうか、姫？」

「私があなたを婚約者の候補に挙げたことはご存じで？」

　そういえば、このラウムに逃げ込む原因になったのが、その話題だったか？

　つまりコイツが諸悪の根源？　いや、諸悪の根源はこいつに俺のことを吹き込みまくったライエルの野郎だが。

「ラ──パパから、すこしだけ」

「それは重ちよう畳じよう。以前から一目お会いしたかったのですが、なかなか折り合いがつかず……その間にあなたはこの学院に入学してしまった。そこであなたに会うため、非常勤講師としてこうして赴いたというわけです」
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「迷惑だから帰って、どうぞ」

「なんとツレない！　だがそこがいい」

「よくない」

　芝居がかった仕草で天を仰ぐエリオット。しかしそんな道化染みた仕草にごまかされたりしないぞ。なによりオーバーアクションが過ぎて、わざとらしい。

「そもそも王様がなぜ学院に？　政務とかあるでしょ」

「この先二年は遊んで暮らせるくらい頑張りました！」

「その労力は、向ける方向が間違っている」

　一度滅んだ三つの王国を一まとめにして、連合王国として再建したばかりの北部三か国連合は、今も問題が山積している。

　三つの国のそれぞれの慣習をまとめるだけでも難しいのに、それらは一度邪竜によって滅ぼされている。

　いや、むしろ一度滅んだからこそ、まとめることができたといってもいい。

　だからといってすんなりと事が進むわけがない。トライアッドという国の生き残りである彼を頭に据えたことで、他の二国の重鎮たちはいい顔をしていない。

　そういった反対勢力を鎮圧するために俺たち六英雄は散々各地を飛び回ったものだ。

「いくら王様でも、仕事を放りだすのは感心しない」

「その点はご安心を。当面の問題はすべて片付けてきましたし、信頼できる臣下に後を任せております。何より王として最も重要な仕事を処理しに来ましたので。臣下もノリノリで協力してくれましたよ？」

「重要な仕事？」

「もちろん、世継ぎ問題です」

　清すが々すがしいまでの断言に、俺は思わず頭から総毛立ってしまった。

　確かに王にとって世継ぎは重要な、最優先といっていい問題だ。そしてその王妃候補に、俺の名が挙がっていたのだから、こうなる可能性はゼロじゃない。

　だが俺の中身はあくまでも男のままだ。つまり、世継ぎを作るということは、そういった『行為』を行わねばならない。

　俺と、エリオットが？　冗談じゃない。いや、エリオットだからダメというわけじゃなく、男と閨ねやを共にするということ自体があり得ない。

　しかも、普通、国王本人が押し掛けてくるか？

「そもそも、わたしに手を出すのはパパとママが許可しないはずだけど？」

「もちろん極秘です。着任にあたってはきちんとマクスウェル様の許可は頂いてますよ？」

「あのくそジジィ……」

　俺がレイドの生まれ変わりと知っていて、この所業。明らかに確信犯である。

　おそらくは俺だけでなく、ライエルやマリアまで巻き込んで楽しもうという魂胆が透けて見える。

「残念だけど、わたしはまだ、そういうことは考えてませんので」

「それも重々承知しておりますとも。あなたはまだ蕾つぼみ。しかし一目見て確信いたしました。間違いなく将来大輪の花を咲かせると。私の目に狂いはありません！」

　狂いまくりだ、バカ野郎！

　そう叫びたいのを、すんでのところで堪こらえた。中身が俺では、肝心の世継ぎを作る行為すら、ままならん。

　だがこのバカのテンションはさらに上がる。滔とう々とうと先ほどの演奏について語り出した。

「ニコル姫とヨーウィ侯爵令嬢の共演は実に見事でした。まるで妖精の奏でる歌声のように可か憐れんで清らかで、またその光景の美しさに、私は心を奪われてしまいました」

「わたしの演奏は、先生からも首を傾かしげられてるんだけど……」

　元々が指の動きの鍛錬のためのピアノ演奏である。

　そんな目的で演奏される旋律に、感情が籠っていようはずもない。

　俺の演奏は、まるで『オルゴールのように機械的だ』と、音楽教師からのお墨付きを頂いているほどなのだ。

　間違いなく、こいつの芸術的感性は皆無といっていい。

　その時、俺の袖を引く感触に気付いた。俺のそばに控えていたレティーナの仕業だ。彼女は俺の耳元に口を寄せ、尋ねる。

「お知り合いですの？」

「うん、名前だけ」

「どちら様でしょう？」

「北部三か国連合の王様」

「お、王？　陛下!?」

　俺から身元を告げられ、レティーナは引きつったような声を上げた。

　彼女も貴族なので、国王という肩書きには滅法弱い。

「こ、これは失礼いたしました、陛下。わたしはヨーウィ侯爵が娘、レティーナと申します」

　慌ててスカートをつまんで頭を下げ、先ほどとは違う正式な令嬢としての礼を取る。彼女はラウムの臣民なので、無礼でない程度で構わないのに。

「ああ、お気になさらず。今回の赴任はあくまでお忍びなんだ。だから内緒でお願い」

「そうでしたか。ですがなぜ……」

「こちらのニコルさんと私には、仲を取り持とうという動きがあってね。私も興味はあったので、少し先走ってみただけだよ」

「に、ニコルさんに!?」

「わたしというより、ライエルとマリア目当てだね」

　ギョッとした表情で振り返るレティーナに、丁寧に説明しておく。

　英雄の娘という立ち位置上、俺にこうした関係を迫る貴族は多いらしい。だが北部三か国連合では、その最上位たる国王がいたので、そういった行動はほとんどなかった。

　俺に手を出せば、国王と英雄、その双方を敵に回す可能性があったからだ。

「あ、そろそろ時間だから、失礼しますね、陛下」

　時間はいつの間にか午後四時を回っている。

　少し早い時間ではあるが、ここは早々に退散させてもらうことにした。

　名残惜しそうなエリオットの視線を受けながら、俺はレティーナの手を引き、逃げるようにして音楽室から立ち去ったのだった。




　帰宅途中、レティーナと別れたその足で、俺はマクスウェルの屋敷に押しかけていた。

　この話はいずれ、コルティナやライエル、マリアたちにも伝わるだろう。だがその前にこの爺じいさんと話をしておきたかった。

「どういうことだ、これは？」

「どういうとはなんじゃろうな？」

「しらばっくれるな！　エリオットが非常勤講師だと!?」

「おお、もう挨拶に行ったのか？　見かけに似合わず積極的じゃの」

　とぼけた振りをしつつも、俺を茶でもてなそうとするマクスウェル。だが今回のことはそう簡単には流させない。

　俺が元男という事実がある以上、男に迫られるという事態を招く今回の行動は、うっかりすれば正体をポロッと漏らしかねないきっかけにもなり得る。

　いや、取り繕うのはやめよう。正直に言うと、何が悲しくて男に迫られねばならんのだと主張したい。切実に。求婚など、断固として断る。

「まあ待て。お主の言いたいこともわかるがの、レイド」

「何がわかるっていうんだ！」

「落ち着け。よく考えてみるんじゃ。エリオットもあれでいて哀れな男じゃぞ」

　マクスウェルは諭すように俺に語り始めた。

　物心がつく前に両親と故郷を失い、幼い時には半ば傀かい儡らいとして国の象徴に据えられた。

　成長すれば、国政を回すために、自身の時間すら満足に取れないありさま。

　そんな中、ライエルから愛まな娘むすめの話を延々と聞かされ、周囲の重鎮たちは『ならば妃にどうか？』と口走り始める。

　そんな状況では、俺への興味が膨れ上がるのも無理はない、と。

「むしろ、今までよく我慢していたといえるじゃろう」

「だからといって、その申し出を受けるわけにはいかんだろう？」

「それはお主次第じゃ。まあ、少し息抜きの時間を与えてやりたいと思ったのじゃ」

「その気持ちはわかるが……俺が男と付き合うのは不可能だぞ」

「知っておるよ。それに、バレたらワシがコルティナに殺されるわい」

　息抜きとしてラウムに赴任させる。それはいい。だが、その目的である『俺との仲を進展させる』というのは諦めさせねばならない。

「どうしたものかな……」

「きっぱり断ればよいじゃろ？」

「相手は国王だぜ？　下手な断り方じゃ、メンツを潰しかねない。そうなったら、あいつの今後にも影響が出る」

　俺は英雄の娘とはいえ、平民である。そんな身分の低い相手に国の頂点たる国王がフラれたとなれば、侮る相手も出てきかねない。

　国家運営にとって、相手に侮られるというのは大きなデメリットだ。

「そのきっかけを俺が作るわけにもいかないだろう？」

　エリオットとは俺も面識がある。彼が可愛かわいい子供の頃の話だが。そんな相手を不利な状況に叩たたき込むような選択は、できればしたくない。

「面倒くさい話じゃの」

「その面倒くさい状況に持ち込んだのはお前だ！」

「そういう謀略はコルティナの守備範囲なんじゃが。もういっそ話して協力を仰ぐというのはどうじゃ？」

「俺が殺されるわ！」

　この身体になってからコルティナとはキスもしているし、一緒に風呂に入って裸も見ている。触ったことももちろんある。

　お互い見られて恥ずかしいところまで曝さらけ出すような、家族同然の付き合いをしてきた。

　それが昔フった男だと知られた日には……考えるだに恐ろしい。

「お主の方こそ、泥沼に嵌はまっておらんか？」

「うっせぇよ」

　とにかく、この状況をなんとかしなければならない。そのために頭をひねるが、俺にはあまりいいアイデアが浮かばなかった。

「なあ、爺さん。どうすりゃいい？」

「ん？　そりゃ簡単な方法が一つあるにはあるが……」

「あんのか？　もったいぶらずに教えてくれよ！」

　俺はいきり立ってマクスウェルに詰め寄った。

　王家絡みの色恋沙汰をきれいさっぱり解決する方法なんて、俺には到底思い浮かばないんだが。

「ああ、あるぞ。実に簡単な方法が。お主がフラれればいいんじゃ」

　マクスウェルの言葉に、俺の行動は完全に停止した。

　俺がフラれる？　男に？

「要は陛下がお主に興味があるから問題なのじゃ。興味がなくなれば、まとわりつくこともなかろうて」

「そりゃそうだろうけど……フラれるってどうすればいいんだよ」

「今のお主の姿を見せれば問題ないんじゃなかろうか？」

　ソファの上に胡坐あぐらをかき、ティーカップをまるでジョッキのように扱って茶を呷あおる俺は、確かに美少女とは言い難がたい。

　この姿を見れば幻滅することは間違いないだろう。しかしそれは、俺の外聞にも大きく傷をつけることになる。レディになりたいわけではないが、せっかく評判がいいのだから意図的にそれを破壊する必要もない。

「あまり気が進まないぞ、それ」

「なら、そうじゃな。要は陛下が別の女性に惚ほれればいいんじゃ」

「別の女性？」

「そう。別の女性にぞっこんになれば、無理にお主と付き合おうとは思うまい」

　なるほど。確かに俺よりも最適な結婚相手が見つかれば、俺のような平民は相手にされなくなる。

　だがその『ふさわしい相手』に心当たりがない。いや、独身女性という点ではコルティナやフィニアがいるのだが、正直エリオットには渡したくない。

「そもそも、その相手がエリオットに惚れるとも限らんし」

「事態の主導権を握るなら、それもお主が演じればよかろう？」

「は？」

「つまり……変身したお主に惚れさせればよいのじゃ！」

　俺にも多少は敬老精神というモノが存在するが、さすがに先の発言を看過できるほど寛大ではない。

　とりあえずマクスウェルの頭に一撃入れてから、再度問い質ただす。残念ながら幼女の腕力では、さしてダメージを与えられたようには見えなかったが。

「で、なんだって？」

「いたた、うむ、変身したお主に惚れさせればよいと言った」

「それじゃ本末転倒じゃねぇか！」

　俺に求婚してくる男を追い払うのに、なぜ俺に惚れさせねばならぬのか。逆に追い回される羽目になるじゃないか。

「いやいや違うぞぃ。お主に惚れさせるというのは、大人のお主に惚れさせるという意味じゃ」

「大人の？」

「そう、幻覚を使って大人に化けた姿に惚れさせるのじゃ！」

「ふむ？」

　奴が俺に求婚してくる理由は二つある。

　俺が将来有望な美幼女であることと、俺の両親がライエルたちであること、だ。

　そこに第三者として美少女を登場させ、それに惚れさせ、その上でライエルたちの協力を確約しておけば、当面の矛先は確かにずれる。

　エリオットの標的が俺以外の架空の人物に向くというのは、悪くない。

　これが実在の女性を用意した場合、それはそれで問題はある。実在する以上、その好意は後を引き、場合によっては王位継承に関わってくる可能性もあるからだ。

　が、架空の存在ならばいつでもバックレることができる。

　当面……五年もエリオットの矛先をごまかし、俺の姿が幻覚のそれに近付いたところで、冒険者として街を出るなり自立するなりすれば、奴も無理はできなくなる。

「な、これならば五年ほどはエリオットをごまかすことができよう？」

「だがそのあとが厄介だぞ」

「そこはそれ、この街にいる間はワシらが後見しておるから、手出しはできん。そのあとは街を出ればいいじゃろ」

「簡単に言ってくれるが……」

「お主も前は暗殺者として街を転々としておったのじゃろう？　ならそれほど苦にはなるまいよ」

「拠点はアレクマール剣王国に構えてたけど、まぁな」

　前世の俺は元は根無し草の暗殺者だっただけに、各地に隠れ家を持っていたりする。

　しかも邪竜の素材などを隠しておいた場所も放置したままのため、それらの確認にも回っておきたい。

　いつの日か、ライエルたちのもとを離れ、旅に出る必要性は──確かにある。

「確かに、旅に出る必要はあるにはあるんだが」

「それだけじゃない。ミシェル嬢も放ってはおけんじゃろ？」

「ミシェルちゃん？」

「あの子は射撃のギフト持ち。しかも神器級の弓まで持っておる。エリオット坊だけでなく、各国の軍が欲しがる人材じゃ」

「……そうだな」

「今はワシらが庇ひ護ごしておるが、支援学園を卒業したらどうなる？　瞬く間に争奪戦が発生するぞ」

　今ですら、百発百中と言って差し支えないほどの命中力を持つ彼女。

　しかも筋力増強のバングルの効果で、白銀の大弓サードアイも数分だけなら放つことはできる。

　その破壊力は他の追随を許さぬほど高い。戦争になれば、超長距離から敵将だけを射抜くことも可能だろう。

　それほどの天才。それと同時に危険人物。各国が放置しておくはずがない。

　彼女が冒険者支援学園を卒業すると同時に、各国のスカウトが殺到するのは間違いない。その勧誘を避けるには、やはり国を出て放浪する必要がある。

　結果的に俺とミシェルちゃんは、数年後には逃げるようにこの国から出なければならない存在だった。

「まったく、面倒な状態だな」

「彼女のギフトにお主の生い立ち。面倒にならない方がおかしかろうて」

「そうなるとコルティナやフィニア、レティーナともお別れになるな」

「フィニア嬢なら、お主についていくと言いかねんがのぅ」

「それは──」

　彼女なら、そう言う可能性も確かにある。だからといって、今の彼女の実力では連れていくのは難しい。

「まあそれは数年後の話じゃな。今はエリオットの色ボケをどうにかするのが先じゃな」

「当面はそっちが先だな」

「まずはどうやってエリオットを惚れさせるかじゃな！」

　深刻な未来を先送りにして、マクスウェルは実に嬉うれしそうにそう提案した。

「まずはレイド。お主が男を惚れさせるに足る『女性的所作』を覚える必要があるな」

「は？」

「外見的な女性らしさはお墨付きをくれてやろう」

「いらんわ！」

「あとは女らしい仕草じゃな。お主はあまりにもガサツすぎる」

「ほっとけよ！」

　子供時代は男女の所作の違いはあまりない。だが歳も十になれば、その違いというのは少しずつ表に出てくるものだ。

　今の俺の学院での評判は、身体は弱いが運動も頑張る『頑張り屋さん』で、放課後になるとピアノを演奏する『お嬢様』だ。

　両親がアレなだけに気軽に近付いてくるクラスメイトはあまりいないが、それでもそばにいるレティーナやミシェルちゃんからは『ニコルさんって、地味に雑よね？』という感想をもらうことも少なくない。

　こういった躾しつけに厳しそうなマリアが実は放任主義だったため、俺は次第に少年っぽい仕草が増えてきているらしい。

「ふははは、任せるがよい。宮廷ではモテモテのワシが直々に教育してやろうとも」

「すっげぇ遠慮したい!?」

　こうして俺はその日の夕刻まで、みっちりと淑女訓練を受けることになったのだった。




　日が傾き始め、街路が赤く染まり始めた頃合いになって、ようやく俺はマクスウェルから解放された。

　げっそりとした表情のまま帰路につくと、馴な染じみの果物屋のおっちゃんから心配そうな声をかけられる。

「お、どうしたぃ、ニコル様？　今日はえらく疲れた顔してるじゃないか」

「おじさん、ニコル様はやめて」

「アハハ、いつもの返しが出てくるようなら、まだ大丈夫かな？　ほら、これあげるから元気だしな！」

　おっちゃんは俺がいつも買うリンゴを盛り篭かごから一つ取り、こちらに投げてよこす。

　俺はそれを両手でキャッチして、受け取った。前世ならともかく、今は片手では受け止めきれないのだ。手が小さすぎて。

「ありがと」

「あんまり無理すんなよぉ」

「はぁい」

　袖口でリンゴの皮を拭き、口に運ぶ。甘酸っぱい果汁が口いっぱいに広がって、精神的疲労が少し取れた気がした。

「おいし」

「そうだろう、そうだろう。ウチのは全部おいしいからな！」

　そこで俺は妙な気配を感じ取った。いや、これは……学院を出てからずっとつけられていたか？

「おいしかった。ごちそうさま」

「おそまつさん」

　俺はおっちゃんに礼を言ってから、その場をそそくさと立ち去ることにする。

　不審人物に付き纏われているので、できるだけ早くその場を去りたかったのだ。

　個人的には颯さつ爽そうと立ち去りたかったのだが、どうも足音がテッテケという感じの方が似合いそうな走り方になってしまう。

　そんな俺を微笑ほほえましげに見送るおっちゃんの視線を感じながら、人目のない場所にわざと駆け込んだのだった。




　いくつかの街路を曲がり、意図的に人目を避けて裏道へと入り込む。

　向こうもそれを察知したかのように、こちらの前に姿を現してきた。実に潔い態度だ。

　目の前に出てきたのはまだ年若い娘に見えた。見えた、というのは、顔を隠していて容貌が判別つかないからである。

　黒ずくめの服装で、いかにもアヤシイ職業についてますと言わんばかりの格好だ。

「へぇ、ずいぶんと往生際の良いことだ」

「…………」

　反応はなかった。代わりに少女──まあ、便宜上そう呼ぶことにするが──は、問答無用で腰の後ろに下げた二本の小剣シヨートソードを引き抜いてみせる。

　こちらに向かって浴びせられる、明確な殺意。

「あ、やる気なんだ？」

「……無論、貴様こそ何者だ？」

「何者とは？　見ての通りの美少女ですが？」

　かなり間を置いて返ってきた声は、やはり若い。俺は挑発の意味もかねて、少しおどけた振りをして、相手の出方を探る。

　マクスウェルの屋敷に寄っていた間も、監視をされていたかもしれない。もっとも中の様子を探ることは、できなかっただろう。

　だがここに来て、急に殺意を向けてくるのには理由があるはずだ。

「親の七光りだけが取り柄のただの娘かと思えば、こちらに勘付き、誘い込む胆力。しかも殺意を向けられて微動だにせぬとは……」

「ああ、それ？　慣れてるから」

　前世では殺し殺される世界に身を置いていたのだ。今さら小娘の殺気程度でうろたえたりしない。いや、今では俺の方が小娘なわけだが。

「貴様、ひょっとして親元を離れている間に入れ替わったりなど──」

「いやいや、俺は生まれた時からこの姿だし」

「ただの娘が私の殺気を受け流せるものか！」

「どうしろと？」

　少女は俺の言葉に、構えを解かないまま答えた。

　殺気はある。敵意もある。だが悪意がない。この奇妙な敵に、俺はなぜか悪い印象を抱かなかった。

「なーんか、悪党には見えないんだよなぁ」

「うるさい！　ニコル様に化けてエリオット様に近付くなど言語道断。貴様の正体、暴いてやる！」

「あ、エリオットの手の者なんだ？」

「……い、今のなしで」

　ドジっ子か。

　この子がエリオットの関係者、彼の護衛を務める者であることは間違いないだろう。

　それにしては、やや若過ぎる気がしないでもないが。

「いくぞ！」

　襲撃するのに一声かけてくるところなど、隠おん密みつとしては失格極まりない。俺だったら問答無用で罠わなを仕掛けて動きを封じるところだ。

　なんとなく、この少女と『遊ぶ』のも悪くない気がしてきたので、しばらく付き合うことにした。

　左手から糸に手をかけ、足と右腕の強化を行っておく。

　一直線にこちらに駆け込んでくるところなど、彼女の性格を露骨に表している。

　俺は彼女の斬撃を、路地の壁を蹴って宙に舞うことで躱かわした。

　そのまま背後に着地して、足払いを仕掛ける。エリオットの護衛ならば、下手に怪け我がさせてはいけないからだ。

　だが彼女も俺の足払いを、あえて地面を踏みしめることで受け止める。

　俺の体重の軽さを見て、それで受け止められると判断したのだろう。こちらの体型を見極めて回避ではなく防御を取るところは、意外と冷静だ。

　弾かれた蹴り足を引き戻しつつ、くるりと横に一回転して距離を取る。

　寸前まで俺のいた位置を、彼女の拳が通り過ぎたのはその瞬間だった。右の剣を軽く宙に浮かし、その隙に空いた右拳を突き込んできたのだ。

　地面を踏みしめて防御したことで、重心が低くなっている。それを利用して拳打を選択したセンスも悪くない。

　躱された拳は即座に引き戻され、落下を始めたショートソードを受け止めている。曲芸じみた動きだが、手慣れた感じはする。

「あー、なんか楽しくなってきた」

「ふざけるなっ！」

　彼女は俺から見れば、まだまだ未熟。だがその伸び代の大きさを充分に感じさせる。

　生まれ変わってからこれまで子供扱いされる側だったので、必死に抗戦する彼女がなんだか微笑ましく見えてきた。

「このっ、真面目にやれ！」

「いやぁ……それはなんだかもったいない」

　最近はマクスウェルにもからかわれっぱなしだし、モンスターにもうっかり敗北するしで、ストレスが溜たまっていたのかもしれない。

　そもそも俺は対人間がメインで、モンスター相手は専門外なのだ。

　それなのに英雄たちと組まされて邪竜退治とか、畑違いにも程がある。

　転生したらしたで、魔術学院ではモンスター戦の知識ばかり詰め込まれる。先のポイズンモールドとの戦いなど、モンスターの知識不足による不覚の最たる例だ。

　背負ったカタナを引き抜き、少女の剣と斬り結ぶ。

　少女は小剣シヨートソードを使っているので、この武器でも充分に打ち合えた。

　そのまま数合、足を止めて打ち合った。

　明らかに速さ主体の戦闘スタイル。二本の小剣と体術を巧みに切り替える戦闘法は、俺以外の人間にとっては非常にやりにくいだろう。

　相手の左剣をカタナで受け止め、右剣を躱し、反撃に蹴りや拳を叩き込む。

　少女もそれらの反撃には機敏に反応して回避する。

「ヤバ、なんだかクラウドを鍛えてる時みたいな気がしてきたぞ？」

「おのれ、バカにしてぇ!?」

　ムキーと言わんばかりに顔を紅潮させる少女だが──いや隠れて見えないけど──俺としてもそろそろ帰らないと、フィニアが心配してしまう頃合いだ。

　悪いがさっくり勝負を決めて、話をつけておこう。

　さいわい、俺の正体に関わる部分は口にしていない。言い含めるのも楽なはず。

　少女は俺に向けて斬り込んでくる。俺はその剣に体重を乗せた一撃を見舞い、大きく剣を弾はじき飛ばした。

　しかし反動で俺も大きく体勢を崩しているので、攻め込めない。互いに至近距離で足を止め、体勢を崩し合う状況。

　先に立て直したのは、糸の補助がある俺の方だった。いや、糸は関係なかったかもしれない。

　カタナを手放し、素手の状態で相手の懐に踏み込んでいく。この間合いでは剣は有効に使えない。

　逆に、とっさに小剣を引き戻そうとした少女の選択は、完全に失策だった。

　戦闘で武器を手放すとは、通常では考えられないからだ。彼女も剣を手放す戦闘を行っているが、それは再び持ち直すという前提があってこそだ。完全に手放す勇気を、彼女は持てなかった。

　そのこだわりが、勝敗を分ける。

　俺は肘を取って引き倒し、そのまま寝技に持ち込んでいった。

「なっ!?　いた、いたたたたた！」

　引き倒す際に関節を極め、裏十字固めの体勢に持ち込んで相手を押さえ込む。そのまま肩から肘に対して、体重を掛けていく。

「降参する？」

「悪には屈しません！」

「えい」

「ぴぎゃああああああぁぁぁぁぁぁ!?」

　何度か体重を掛け直し、苦痛を与え続ける。

　こうして少女は、哀れにも俺の軍門に下ったのであった。




　彼女はなかなかしぶとく粘ってくれたが、結局は俺の関節技の前に敗退した。

　俯うつぶせに引き倒され、腕を極められては反撃の術は見当たらない。これが仰あお向むけならばまだ何かできたかもしれないが、自分の正面に地面という壁を突き付けられては行動しようがなかったのだ。

　敗北を認め、逃げないことを約束させてから、俺はようやく彼女を解放した。

　こちらに殺意がないことを知り、ようやく従順になって座ったまま姿勢を正す少女の前で、俺は仁王立ちして詰問を開始する。

「さて、君は誰かな？　なぜ後をつけたのかな？　なぜ襲ってきたのかな？」

　俺は正座した少女の顔に手を伸ばし、顔の半分を覆っていた覆面を剝はぎ取った。その下から現れたのは、予想よりもさらに若い、まさに少女の顔だった。

　声が若いタイプかと思ってもいたのだが、見た感じ二十歳にも満たないのではないだろうか？

「え、え？　えっと、その、そんなに矢継ぎ早に質問されても……」

「じゃあ、まずは自己紹介からいこうか？　わたしの名前はニコル。知ってると思うけどね。あなたは？」

「わたし？　さっきまで俺とか言って──」

「だまらっしゃい」

　正座させたので、彼女の頭は俺の目の前にある。

　その頭を勢いよく叩たたいて、細かなツッコミを黙らせた。そこを突っ込まれたらアブナイ。

「ったぃ!?　うう、これが敗者の屈辱か」

「で？　名前！」

「あ、はい。私はプリシラといいます。エリオット様の護衛で──」

　そこで俺は、彼女の視線が少し泳いだのを見逃さなかった。もう一度頭を叩いて、隠した情報を聞き出す。

「ウソ……じゃなくても言ってない情報がある顔だね？」

「ううっ、姓はラグランですぅ」

「ふむ、北部三か国連合のラグラン……ん？」

　その姓は俺も聞き覚えがある。それも前世でだ。

「ラグランって結構な名家じゃなかったっけ？」

「一応、旧ステラ王国の伯爵家になりますね。連合王国になってからはエリオット様の護衛を任されています」

　正座したまま、胸を張って説明するプリシラ。せっかく隠していた情報なんだから、そこで胸を張るんじゃないと、思わずツッコミそうになった。

　それにしても……思い出した。旧ステラ王国のラグラン家か。

　家格は伯爵と頭抜けて高いわけではないが、代々王家の護衛を受け持ってきた対人戦闘の専門家の家系だ。

　無論、人以外にもその戦闘技術は通用するため、隠密としてかなり有効に使われていた記憶がある。

「まあ、身元はそれで納得がいった。それで、次。なぜ後をつけたの？」

「そりゃ、エリオット様が懸想なさっている女性の身元くらい、調べるべきじゃないですか。私、護衛ですもの」

　エリオットは、ああ見えても北部三か国連合では現存する唯一の王族。しかも領土面積だけで言うなら、三か国を統合したこの連合国家は、この大陸でも最も大きな国だ。

　さらに、幼少時から俺たちの庇ひ護ごを受け、権力争いの渦中にあった人物でもあった。

　その伴侶候補ともなれば、調査が入って当たり前といえば当たり前。

「でもわたしの身元は、これ以上ないくらいしっかりしていると思うけど？」

「本物なら、です」

「これ以上ないくらい本物だって！」

「生まれて十年かそこらのお子様が、あれほど完成した戦闘術を持っているなんて……さすが英雄のご息女というべきでしょうか？」

「その『ご息女』に斬り掛かったんだからね、君」

「ひぃ!?」

　ようやく己のしでかした失敗に気付いたのか、総毛立たせて、震え出すプリシラ。

　どうやら戦闘技術はそれなりに高いが、状況判断力に問題があるタイプらしい。

　おそらくエリオットの護衛としてラウムに派遣されたのは、経験を積ませる意味合いもあるのだろう。

　この街にはマクスウェルもコルティナもいるため、ちょっとアレな感じの護衛をつけても大丈夫、と側近は判断した可能性がある。

「まったく、面倒ごとを押し付けてきたもんだ」

「お、お嬢様、実は口が悪いお方なんでしょうか？」

「パパの影響。男っぽい地が出ることは、ときどきある」

　中身が男なのだから、そこは仕方ない。なのでここはライエルに責任を擦なすり付けておく。

　昔から剣術に関して師事してきたのだから、違和感のない言い訳のはず。

「そうなんですか。見かけと違ってワイルドなんですね」

「そっちこそ、その歳でエリオットの護衛になるなんて、すごい。二十歳にもなってないでしょ？」

「ええ、まだ十八です。おかげでいろいろ拙つたないところも多く、ご迷惑をおかけしております」

「今まさに、ご迷惑をおかけされたわけだけど」

「その節は誠に申し訳なく！」

　俺が半眼になって指摘すると、プリシラは平伏して謝罪の意を示した。

「で、次。なぜ襲い掛かってきたのかな？」

「そりゃ、普通はその歳のニコル様がここまで戦いなれているなんて、思いもよりませんよ。こちらを誘い込むように路地に移動し、挑発するかのように足を止める。さらに私の殺気にすら微動だにせず、不敵な笑みを浮かべていたとなると──」

「あー、確かに普通じゃないね」

「それで、ニコル様に変装した何者かが、エリオット様に近付いたのかと思いまして」

「それで襲い掛かってきたの？」

「あと、ニコル様が入れ替わりのため、どこかに拉致監禁されている可能性もあるかと」

「なるほどねぇ」

　考え方自体は悪くない。ただし、思考が如何いかんともし難がたいほどに堅い。

　俺のような例外を目にして、疑惑の視線を向けることは何も問題ではない。だがそれを確認するため実力行使に出るのが早過ぎる。

「そこが経験不足なのか」

「は？」

「いや、こっちのこと。悪意があってやったわけじゃないから、今回は見逃してあげる」

「ハ、まことにありがたく存じます」

「わたしのお友達も結構な手て練だれだから、襲い掛かっちゃダメだよ？」

「ハ、肝に銘じておきます！」

　ミシェルちゃんやレティーナ、クラウドなどは、俺と共に実戦を繰り返してきたため、歳のわりに結構な実力者になっている。

　プリシラは、放置しておくと彼女たちにすら襲い掛かりかねない。

　前もって釘くぎを刺しておいて間違いはないだろう。
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　未熟者の護衛を解放して、俺はようやくコルティナ宅に帰宅した。

　ドアを開けると、奥からフィニアがパタパタと足音を立てて迎えにきてくれる。

　だが俺はその気配に気付くことなく、家に上がり込んでいた。そこへフィニアからの遠慮のないハグが襲い掛かる。

「おかえりなさいませ、ニコル様」

「うわっ!?　あ、フィニアか。うん、ただいま」

　プリシラのことを考えていたせいで完全に不意を突かれ、まともにそのハグを受けてしまい、思わず変な声が出た。

　いくら考え事をしていたとはいえ、この程度の奇襲をまともに受けてしまうなんて、実は俺もかなり鈍なまっているのかもしれない。

「むぅ、鍛え直す必要があるかも」

「ニコル様がそれ以上鍛えてどうするんですか」

　いそいそとカバンを受け取り、脱ぎっ放しの俺の靴を整えてくれる。そして俺の後ろに控えるところまで、完璧な侍女振りだ。いきなり抱き着いてきたことを除けば。

「あのポンコツ隠おん密みつとは大違い」

「はい？　なにか？」

「ううん、なんでもない」

　これで雨の日はタオルまで用意してくれるのだから、至れり尽くせりである。

　それはともかく、俺の鈍り具合が問題だ。俺は腕を出して、二の腕をつまんでみる。ぷにゅりとしたマシュマロのような触感。筋肉の欠片かけらも感じられない。

「フィニア、やっぱりわたし、鈍ってる？」

「ニコル様がそれ以上ハードトレーニングをなさいますと、鶏とりがらみたいになっちゃいますよ？」

「結構脂肪ついてるよ」

「むしろ少なすぎるくらいです。もっとプニプニになってください。楽しめません」

「その発言はどうかと……」

　最近フィニアは、はっきりとモノを言うようになってきている。スキンシップも以前より増してきた。

　俺たちから一歩引いていた感じがしていたので、これはいい傾向だ。

　彼女も次第に明るさを取り戻しているようだ。レイドの転生という事実が明確になったことが、彼女の重荷を少しだけ解放したのかもしれない。

「それで、こちらに荷物を用意しておきましたが？」

「荷物？　なに？」

「明後日の遠足です。ケビン領のコスモス園を見学に行くとの話でしたが」

　ケビン伯爵領。この首都から、北西に進んだ場所にある、素朴な田舎町である。

　田舎というだけあって、民芸品や花畑も多く、首都から適度な距離ということもあって、頻繁に校外学習の目的地として選ばれる場所だ。

「そういえば、そんなのあったっけ」

「さすがにお弁当はまだ用意しておりませんが、荷物の方はこちらで用意しておきました。あとでご確認ください」

「ん、わかった」

　本来なら、『フィニアがやってくれたんなら、確認なんていいよ』と答えたいところである。

　だがしかし、俺のことになるといささか暴走の傾向を見せる彼女の『用意』だ。確認しておかねば、何を入れているかわからない。

　俺は部屋に入って着替えを済まし、用意されたリュックを開ける。赤い布地で作られた、可愛らしいリュックだ。少々眩暈めまいを覚えるほどに。ともあれ今は中身の確認が先決。

　用意されていたのは遠足のしおり、チリ紙、ハンカチ、レジャーシート、防寒用の上着、虫むし除よけ用の匂い袋ポプリ、保存食一式、緊急用発光筒、回復用ポーション、カッちゃん……などなど。

「どこの迷宮に突入するつもりだ!?　あと、ナマモノ禁止ィ！」

　俺は思わず叫ばずにはいられなかった。

　ついでにリュックの底に潜り込んでいたカーバンクルのカッちゃんを引っ張り出す。

　学院が実施する校外学習になぜ保存食や回復用ポーションが必要になるのか？

　緊急用発光筒などは遭難した時くらいにしか使わない代物だ。花畑の見学に必要になるとはとても思えない。

「そりゃ、森の中の辺境だから？　そういう備えがあった方がいいのかもしれないけど？　いくらなんでも無駄な荷物が多すぎる。これだけ抱えたら、重さで行き倒れてしまうじゃないか！」

　ぶつぶつ言いながら不要なものを除外していく。日帰りなのだから、弁当がある以上、保存食も要らない。

　回復用ポーションも戦闘するつもりはないので、不要。発光筒もポイだ。

　防寒用の上着は必要になるかもしれないのでキープ。虫除け用のポプリは……肌に虫刺されの痕が付くのは嫌なので持っていこう。

「ん、肌に？」

　なぜ俺が肌の調子を気にせねばならんのか？

　これも不要……と思って手に取ってみたが、思いのほかいい香りが漂ってきたので、逡しゆん巡じゆんする。

　強い花の香りがして、これで虫を遠ざけるのだろう。だがそれを除外したとしても、これはなかなか悪くない匂いだ。

「ま、いいか」

　ポプリをリュックの横にくくり付け、試しに背負ってみる。

　先ほどの半分以下の重さになったリュックは、俺でも負担なく背負える程度で、しかもふわりとポプリの花の香りが漂い、気分がいい。

　リュックが動く都度、その香りが漂ってくるので、俺はその場でくるくる回って香りを振り撒まき、その芳香を堪能してしまった。

　そこで俺は気付いた。

　ドアがわずかに開かれ、その隙間からコルティナとフィニアが顔を覗のぞかせ、こちらを窺うかがっていたことに。

　二人揃そろって、微笑ほほえましいモノを見たという表情を浮かべている。

　状況を鑑みれば、俺は遠足の準備を整え、部屋の中でリュックを背負って、待ちきれないとばかりにくるくる回っていたようにも見て取れる。

　そりゃ、微笑ましい表情にもなるだろう。俺だってそうなる。

「のぞくなあぁぁぁぁ!?」

「あははは！　ニコルちゃんってば、やっぱりお子様なんだからぁ」

「コルティナ、コロス」

「きゃー、こわーい。にげろー！」

　実力行使に出るべく、拳を振り上げた俺を見て、コルティナは諸もろ手てを上げて逃げ出した。

　フィニアが逆方向に逃げていったのは、あまりにも冷静な判断といえる。自宅で分散して逃亡を実演するな。

　ちくしょう、あとで覚えてろよ、お前ら。




　そして二日後。遠足の日がやってきた。

　目的地は小さな領地とはいえ辺境の田舎町。子供の足で日帰りできる距離のはずもない。

　そこで冒険者ギルドが提供する転移魔法陣を利用した、ちょっと豪華な小旅行となる。

　転移魔法陣は起動するのに大きな魔力を必要とするため、術に必要な魔術師も多く必要で、それに応じて料金も高い。

　だが魔術学院には馬鹿げた魔力の代名詞ともいえるマクスウェルがいた。奴ならば一人でも術式の起動が可能だ。

　しかも転移魔法陣の仕組み自体も知っている。ギルドが拒否した場合、自分で陣を構築してしまうので、ギルド側とすれば金を受け取った方がマシというありさまである。

　そんなわけでこの旅行には、冒険者ギルドは非常に好意的に対応してくれていた。

「ハーイ、皆さんこっちに並んでください！」

　ギルドの職員が丁寧な口調で俺たち生徒を誘導していく。

　それもそのはず、本来転移には小袋一つ分と同じ量の銀貨が必要になる。ところがそれを、マクスウェルがポンと出してくれているのだから、笑顔にもなろうというモノだ。

　学院は数か月に一度はこういう遠足を定期的に開き、見聞を広めるという口実で旅行に連れ出している。

　はしゃぐ子供をあやす職員には申し訳ないが、いい息抜きになっているともいえた。

「そんな息抜きなのに、なぜお前はここにいるのか？」

「おや、ツレないな。私は貴女あなたの身が心配でこうして付き添っているのに」

「必要ない。あっちいけ」

　俺にまとわりつく非常勤講師が一名。言うまでもない、エリオットだ。

「まあ正直に言うと、下心があることは否定できないんだけどね」

「パパたちのことでしょ。知ってる」

「貴女と結ばれれば、それはご両親とのパイプを強固にする意味も持つ。それは当然の流れです。私にとっては、それこそが生命線」

　エリオットは一度滅びた王家の生き残り。

　周辺国が北方の安定のために、六英雄を彼の後ろ盾に三か国連合を創り上げたと言っても過言ではない。

　つまり、エリオットは王家の威厳も権威も、他国より劣る。下手をすれば元他国民の臣下に、傀かい儡らいにまで貶おとしめられる。

　そんな情勢をかろうじて抑えていたのが、実行役を請け負った俺たちだ。

　彼からすれば、俺を引き入れてライエルたちの協力を確固たるモノにしたい気持ちは非常によくわかる。

「素直なのは認めるけど、普通、権力闘争のためって口にする？」

「なぜかあなたには、すべて打ち明けておいた方が良い結果を招く気がしまして」

「それ、『あれ』から聞いたの？」

「ああ、『あれ』からは何も」

　俺が視線を向けた先には、しれっと教師の振りをして護衛の仕事に励んでいるプリシラの姿があった。

　教員用のスーツを着ているのだが、見かけが年若い分、強烈に似合っていない。まあ、それはコルティナも一緒か。

　俺の横になぜか非常勤講師（王族）がいるため、いつもなら当然のような顔で隣を陣取るレティーナも近寄ってこない。

　マチスも、この正体不明（笑）な教師が不安で、寄ってこない。つまり、こいつが俺のそばにいると、俺がボッチに陥ってしまう。

「友達が寄ってこないから、どっか行ってほしいんだけど？」

「いやー、私も今回の遠足は楽しみにしていたのですよ」

「話聞いてる？」

「ほら、私は城から出たことがほとんどないので」

「コルティナー、この不審者、どっかやって！」

　俺はついに我慢できず、援軍を要請した。それを聞きつけ、生徒の引率を行っていたコルティナがこちらに駆け寄ってくる。

　彼女はエリオットに対して特に悪印象は持っていないようだが、それでも俺に近寄る『虫』には敏感に反応するのだ。

「はーい、そこの不審者、とっとと仕事しやがれー」

「ああ、コルティナ様、そんなご無体な!?」

　襟首を引っ摑つかんで、エリオットを連行していくコルティナ。

　幼少期から面倒を見てきただけに、エリオットが国王とはいえコルティナには頭が上がらない。

　しかしまあ、見ているがいいさ。いずれお前は、俺の魅力によってメロメロの骨抜きにされてしまうのだ。

　いや、今の俺じゃなく、変装した俺だけど。

　なんにせよ、やたら貴公子然としたエリオットが俺のそばから消えたことで、マチスとレティーナが寄ってきた。

　正直あいつよりは可愛い女の子にまとわりつかれた方が嬉うれしいので、これは助かる。

「エリオット先生って変な先生よね？」

「そ、そうですわね……」

　マチスはエリオットが連合王国の国王であることは知らない。

　それを知っているレティーナは、どう対処したものかと頭を悩ませていた。幼いながらに、奴の立場を公表してはいけないことは理解しているらしい。

「あ、エリオット先生、向こう行ってくれたんだ？」

「ミシェルちゃん、どこに隠れてたの？」

「あっちの方」

　今回の遠足には冒険者支援学園も参加している。なのでミシェルちゃんも、この場にいたはずだ。

　だがエリオットがそばにいる間は、彼女も近付いてこない。

「あの先生、わたしもちょっと苦手で。ごめんね？」

　可愛らしく手を合わせて謝罪する彼女を見て、誰が怒りを表せよう。

　エリオットは年頃の貴族の娘ならば、瞬く間に恋に落ちそうな外見だというのに、彼に対する子供たちの反応はすこぶる悪い。

　やはり表面を取り繕い慣れた仕草に、本能的に違和感を覚えているのだろう。子供はそういう雰囲気に敏感に反応する。




　転移の魔法で一気に首都北西のケビン領に移動し、教員の先導でようやく辿たどり着いた花畑は、まさに一見の価値がある代物だった。

　広大な森の中を、普通ではありえないほど大きく切り拓ひらいた畑いっぱいに、色とりどりの花が咲き乱れている。

　俺たちに近い畑は休耕地らしく、目当てのコスモスは咲いていないが、それでも土に良いという噂うわさの白詰草が一面に咲き誇っていた。

　蒸し暑さを感じ始めたこの時期、その季節を忘れるほど、爽快な光景だった。

「わぁ！」

　その光景を見て、女子生徒たちが感嘆の声を上げる。

　レティーナやミシェルちゃんですら例外ではない。もちろん俺も感嘆の声を上げていた。

「すごい、お花がいっぱいだ！」

「うん、すごいね」

「この畑は休耕地なのですわね。ならお花を摘んでも問題ないのかしら？」

　白詰草を見てレティーナはそわそわと身じろぎしている。駆け出したいのを必死で堪こらえているのだろう。

　コルティナはそんな子供たちを微笑ましげに眺めながら、次の指示を飛ばしていた。

「はいはい、傾注！　このケビン領は、昔英雄と呼ばれた人が巨人を倒したことで拓かれた領地でね──」

　コルティナがこの領地にまつわる逸話を話す。この草原の中で授業とは、新鮮な気分だ。

　ケビン領にはかつて、ジャイアントゾンビの襲来があったらしい。それを撃退したケビンという英雄がこの地を授かり、土地を拓いたのが始まりだとか。

　村の西側には大きな渓谷があり、そこで討伐が行われたと言い伝えられていた。

　ジャイアントゾンビがいたということは、すなわち巨人が住んでいたということでもある。

　その巨人の財宝目当てに冒険者が集まり、村は大いに繁栄したらしい。だがこの地を継いだケビンはそれだけではすぐに廃れると考え、特産品として花を商品化したという話だ。

　森に囲まれたこのラウムでは、まとまった量の花というのは、貴重な商品になる。

　一通り村の歴史を生徒に聞かせた後、コルティナはパンと手を叩たたいて講義を打ち切った。

「はい、じゃあ授業はここまで。後はお弁当を食べましょうか。白詰草の畑は自由に入っていいって許可をもらってるから。その後、農園の人にお話を聞かせてもらうわよ」

「コルティナ先生、摘んでもいいですか？」

「それも許可は取っているわよ。でも向こうの畑のコスモスはダメだからね？」

「はぁい！」

　お弁当と聞いて、男子たちもこぞって花畑の中に駆け込んでいく。

　我先にと安物の絨毯レジヤーシートを広げて、思い思いのグループを作り、荷物を広げていた。

　俺もレティーナとミシェルちゃんに両手を引かれ、花畑へと突入していた。一歩引いた場所からマチスもついてきているのが、実に控えめな彼女らしい。

　俺と共に実戦経験を積んできているミシェルちゃんとレティーナの二人は、他の生徒に比べて、まだ体力を残していた。

　なので、先にお弁当を開かず、一面の草むらにダイブする方を選択した。

「うわぁ、ふかふか！」

「もう、ミシェルさん、服が汚れますわよ？」

　そんな苦情を飛ばしながらも、レティーナも草むらに寝転んでいる。

　学院指定の体操服に、潰された草が緑の染みを作るが、そんなことは一切気にしない。

　むしろ潰れた草の匂いが、疲れた身体に染み込むように、心をリフレッシュさせていた。

「村を思い出すね、ニコルちゃん」

　彼女たちに両手を引っ張られていたので、俺も否いや応おうなく草むらにダイブしていた。

　二人と違って俯うつぶせに草に飛び込んだ俺は、寂しそうなミシェルちゃんの声を聞いた。

　確かにこの自然あふれる光景は、北の故郷を思い出す。

　昔から活発な傾向があった彼女は、少年たちと野原を駆け回っていた。コボルドに襲われたあの時だって、俺と一緒に村を抜け出していた。

　この懐かしさを感じさせる草原で、村に残してきた友人たちを思い出したのだろう。

「そうだね。今度のお休み、みんなで北の国に帰ってみようか？」

「え、いいのかな？」

　ラウムから北部三か国連合までは、馬車で街道を通っても二週間はかかる。

　これは他の国に行くのも同じくらいかかる距離なので、ことさら俺たちだけが遠い国から来たわけではない。

　ラウムの魔術学院には、他の国の留学生も多数存在している。

　彼らも休みの時は帰省する者が多い。だがそれは、高額な転移装置を使える貴族が主だ。

　あまり裕福でない生徒は往復だけで長期休みの大半を費やしてしまうため、帰省を諦めて宿舎や寄宿先で休みを過ごす者がほとんどである。

　ミシェルちゃんの家族も、転移装置を使えるほど裕福ではないので、長期休みでもラウムを出ることはなかった。

　無論、両親が頻繁にやってくる俺も、帰省する必要性は考えたこともない。

「ママに頼めばきっと連れていってくれるよ。それにマクスウェル様に頼んでもいいし」

「そっか。ニコルちゃんちのご両親なら、問題ないんだ。ちょっとうらやましいな」

「う……そ、そうかな？」

　ほんの少し、俺は失敗した気分になった。

　俺はこの世界でも、かなり、というか、とんでもなく恵まれた家庭環境にある。

　本来ならば、国を出ること自体、ひと騒動な行事なのだ。ライエルやマリアがホイホイ飛んでくるので、感覚がマヒしていたようだ。

　俺はそれが簡単にできると、ひけらかしてしまったのかもしれない。

「その……ごめんね？」

「んー、なにが？」

「なんとなく……」

　彼女はそんなことを口にしたりしない。だけど申し訳ない気分になったので、俺はとりあえず謝罪しておくことにした。

　レティーナも、そんなミシェルちゃんの雰囲気を読み取ったのか、下手に口を出すことはしなかった。

　幼い頃はギャーギャーとうるさかった彼女も、少しは場の空気を読む能力を身につけてきたようだ。

　この調子ならば、レティーナも社交界で有名な立派な淑女レデイになる日も近いだろう。

「ほら、みんな。早くお昼にしないと、食べる時間がなくなっちゃうよ？」

　そこへ割り込んできたのはマチスだ。彼女は俺たちのように身体を鍛えていたわけではないので、すでに空腹が限界に達しているらしい。

　いそいそとシートを広げ、その上に荷物を置いて固定していた。

「あ、ごめんね。てつだう」

「うん、もう大丈夫だよ」

　マチスはすでにシートの上に自分のお弁当を広げている。

　あとは俺たちもそのシートでお弁当を広げればいいだけの状態だ。何から何まで彼女がやってくれたことになる。

「も、申し訳ありませんわ。わたしとしたことが、つい興奮してしまいまして」

「レティーナはいつも興奮してるし」

「そんなことありませんわよ!?」

　里心がついたミシェルちゃんと、世話を焼いてくれたマチス。その二人に対する申し訳ない感情をごまかすように、レティーナをからかう。

　そうして俺は、フィニア渾こん身しんのお弁当を広げ、昼食にありついたのだった。




　この日のスケジュールでは、この休耕地で昼食を取ったあと、農園の人の案内でコスモス畑を見学して回ることになっている。

　俺たちはそのスケジュール通り、昼食を取り終え、食休みをしていた。

　そこへコルティナが、尻尾を揺らめかせながら通りかかる。細い指を顎に添えて歩く姿は、彼女が考え事をしている時の特徴だ。

「コルティナ、どうかしたの？」

「ん、ああ……ニコルちゃんか。うん、ちょっとねぇ」

　彼女は俺の背後に視線を向けて、言い淀よどむ。その仕草から、生徒に聞かせられない問題が発生していると俺は推測した。

　シートから腰を上げ、コルティナに寄っていって生徒たちから距離を取る。

　レティーナたちも、そんな俺の行動の意味に気付いたのか、後を追ってきたりしない。以心伝心、この辺はパーティ戦闘を繰り返してきた成果だ。

　周囲に声が届かない距離までやってきたところで、コルティナは話を始めた。

「まあ、ニコルちゃんになら打ち明けてもいいかな？　予定ではそろそろ畑の管理人さんがやってくる頃なんだけどね。姿が見えないのよ」

「姿が？　それは大問題じゃない？」

　こちらに来るという予定の人間が姿を現さない。それは相手方が予定を忘れているか、都合が入ってこちらに来られないか、それとも来られない状況に追いやられているか、だ。

　忘れているだけなら、まだいい。

　都合が入っているのに連絡が来ないというのも問題だが、来られない状況に追いやられているというのが一番怖い。急病か、それとも別の用事か。とにかくその管理人の身が心配である。

「ちょっと、探しにいった方がいいかもしれないね」

「そうなんだけど、私は生徒の引率があるから離れられなくって」

「エリオットは？　彼も非常勤とはいえ教師でしょ？」

「彼を単独で動かすのは……それはそれで問題なのよね」

　ああ見えて奴は北部三か国連合王国の現国王。その命を狙う輩やからも、いまだ存在する。だからこそプリシラというエリートの護衛がついていた。

　この辺境の地で彼を単独で動かすのは、そういう輩にとって絶好の機会になる。

「面倒な教師」

「本当にね」

　俺の歯に衣着せぬ感想に、コルティナもクスリと笑みを浮かべた。

　とはいえ、この状況で待ち続けるのも、あまり得策とは思えない。

「じゃあ、わたしたちが探してきてあげる」

「いいの？　大丈夫かな」

「こう見えても結構冒険してきてるから、大丈夫」

　さすがにマチスは連れていけないが、ミシェルちゃんとレティーナならば、俺と一緒に森の中での立ち回りの経験をかなり積んでいる。

　ちょっとしたトラブル程度ならば、充分に対処できるはずだ。

「そうね。このまま待ち続けるのも心配だし、お願いしようかな？」

「まかせて」

「でも無む茶ちやしちゃだめよ？　ニコルちゃんはこういう時、絶対無茶するんだから」

「…………前向きに善処します」

　目の前にトラブルが飛び込んできたら、多少の無茶をすることもある。

　だから俺はしないとは断言せず、適当なことを言ってごまかすことにした。




　皆のもとに戻った俺は、そのまま事情を話し管理人の捜索に出ることにした。

　マチスには行きがかり上話してしまったが、彼女が口が堅い方であることは承知している。彼女なら、他の生徒に話を漏らしたりしないだろう。

「それで管理人さんってどんな方ですの？」

　レティーナの質問に、俺はコルティナから聞いた畑の管理人の特徴を伝えていく。

　小太りで筋肉質。ヒゲ面。歳としの頃は四十代で、背は高くない人間種族。

「で、この畑の向こうにある……あそこの小屋に住んでるんだって」

　休耕地の向こうにあるコスモス畑。そのさらに向こうに、小さく小屋のような建物が見えていた。コルティナ曰いわく、そこが彼の自宅らしい。

　この近辺は畑が多いため、一軒一軒の距離が遠い。見渡す限りでは、他に民家らしきものは見当たらなかった。

「まずはそこに探しにいこうと思う」

「もし怪け我がとか病気だったりしたらどうしよう？」

「その時はコルティナに知らせればいい。わたしが駆け戻るから、ミシェルちゃんは看病してて」

　この三人の中で一番足が速いのは、俺だ。というか、魔術学院と支援学園を見渡しても、俺より速い生徒は存在しない。

　持久力ではミシェルちゃんもかなりのモノを持っているが、瞬発力では俺に及ばなかった。

「とにかく、そういう事態も考えると、早く行った方がいい」

「そうですわね。でも一応装備は持っていきませんと」

　森の中を行くということで、レティーナは愛用の杖つえを持ってきていた。これは山歩きトレツキング用の杖の代用としてだったが、思わぬ出番が回ってきたようだ。

　ミシェルちゃんも、いつもの狩弓は持ってきていないが、常に白銀の大弓サードアイを持ち歩いているので、これを使用することにする。

　この弓は破戒神にもらったバングルの筋力強化を使用すれば全力で引けるが、この三年の成長と修行の成果で、俺の支援魔法でもなんとか半分程度は引けるようになっている。

　彼女単独ではまだ使用できないが、一緒に行動するなら問題ない威力は出せるだろう。

　俺もまた、刃が振動するナイフとカタナを持ち歩いていた。

　さすがにレイド愛用の手甲ガントレツトは持ってきていないが、ピアノ線なら五束、懐に入れている。これだけあれば、大抵の問題には対処できるはず。

　こういう非常時に役に立つのだから、まさに備えあれば、というやつである。




　俺たちは準備を整え終えてから、小屋へと向かうことになった。

　畑二つだけとはいえ、その畑が俺たち子供にとっては結構広い。

　それが二つ、小屋との間に挟まっているので、直線距離でおよそ二百メートル先。コスモス畑は迂う回かいしないといけないから、三百メートルは歩かねばならない。

　できるだけ急ぐという前提ならば、一刻も早く出発したいところだった。だが逸はやる俺たちをコルティナが呼び止める。

「待って、ニコルちゃん。念のため、これも持っていって」

　そう言って俺に差し出したのは、人の頭ほどもあるフサフサモコモコの存在。カーバンクルのカッちゃんだった。

「ど、どうしてここに……」

　二日前の荷物チェックで、俺のリュックから抜き出しておいたはずなのに。

　どことなくドヤ顔しているような猫くらいの小動物──カーバンクルを俺はおとなしく受け取った。

「いつの間にか、私のリュックに潜り込んでいたのよね」

「きゅっ！」

　してやったりという表情のカッちゃん。コルティナも重さで気付けよ。地味にドジっ子だな、お前。

「ま、まあ、入っちゃったものは仕方ない」

「そうなのよね。出発したあとで妙に重くて、疲れが溜たまってるのかなぁって思ったら、中にいたんだもの。驚いちゃった」

「そういう問題だろーか？」

「なんにせよ、今回に関しては悪い事態じゃないわ。カッちゃんは基礎的な魔法なら扱えるし、連れていけば戦力になるんじゃない？」

　そういえば、マイキーが洞窟で遭難した時も、カッちゃんが浄化ピユーリフアイの魔法を一晩中かけていたのだったか。

　こう見えても竜族のカーバンクルは、使える魔法自体のレベルは低いが、魔力操作に関して非常に卓越している。

　俺たち三人の中で、実戦的な魔法を使いこなせるのはレティーナだけと言ってもいいので、能力的な底上げとしては実に期待できる。

「もう、仕方ないな。ちゃんと言うこと聞くんだよ？」

「きゅきゅ！」

　俺がカッちゃんを抱え上げて、そう注意すると、愛想よく返事をしてきた。なぜかそれを見て、レティーナが鼻頭を押さえていた。花粉症か？

「ニコルちゃん、その格好はちょっとアザとい」
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「えっ、なんで？」

　ミシェルちゃんの言葉に、俺は自分の格好をしげしげと見下ろす。

　何かの役に立つかもしれないとリュックを背負い、学校指定の体操服。ここまでは実に普通だ。腰にナイフを常備し、背中にカタナを背負っているところ以外は、おかしいところはどこにもない。

「その格好でモコモコのカッちゃんを両手で抱えてるとか、わたしだってお持ち帰りしたいし」

「そこ!?　帰っちゃダメだからね、今はまだお仕事があるから」

「うん！」

　返事はいいけど、最近煩悩が増えてきたな、ミシェルちゃん。

　とにかく今は畑の管理人を探すのが先決だ。改めてカッちゃんを頭に載せ、小屋に向かって走り始めたのだった。




　小屋のそばまで辿たどり着き、俺はすぐさま中を覗のぞくべく先行する。

　中に人の気配は存在しないが、俺やあの人ひと攫さらいの暗殺者みたいな、隠おん密みつのギフト持ちがいた場合、俺の感知力では気付くことはできない。

　そこで落とし窓を少しだけ持ち上げ、中の様子を探ってみた。

　小屋の中は真っ暗で、やはり人の気配は存在しない。

　俺たちが小屋に近付いてきたのは、あくまで突発的な出来事なので、何者かが中で気配を消し待ち伏せるという可能性は少ないだろう。

「中に人の気配がない。入ってみるけど、二人は入り口付近で警戒して」

「りょーかい」

「わかった！」

　中に入れば、閉所での戦闘になりうる。人の気配は存在しないが、万が一には備えておくべきだ。扉を開け、足音を忍ばせながら室内に踏み込む。

　室内は結構荒れてはいるが、荒らされたというほどではない。平均的男所帯の荒れ様とも言える。

　心配された病気で倒れているなどの事態ではなかったようで、ここは一安心だ。

「だれもいないよ」

　俺は玄関付近で警戒していた二人に声をかけ、室内を調べ始めた。

　窓を下ろしているため室内は暗い。窓にガラスを設置するような贅ぜい沢たくはしていないようだ。

「カッちゃん、お願い」

「きゅ！」

　俺の要請に従い、カーバンクルが光明ライトの魔法で室内を照らす。

　この魔法は明かりを生み出す魔法なので、干渉系じゃない。なので俺には使えない。

　最小限の寝具に食器、薪まきにカマド。小屋の裏には物置小屋と井戸と馬小屋。

　室内には文字の気配がほとんどなく、ひょっとするとこの小屋の持ち主は字が読めないのかもしれない。

「うーん……」

「もし文字が読めないのだとしたら、今日わたしたちが来るって気付いてない可能性もあるかしら？」

「それはない」

　レティーナが室内の様子から俺と同じ結論に至り、そう推測する。だが俺はその可能性を否定した。

　室内には粗悪な粘土板が一つ置いてあり、それにはいくつかの×印が刻まれていた。おそらくはこれで、日数を確認していたのだろう。

「これで暦を管理していたんだとしたら、わたしたちが来る日も確認できる。むしろ毎日目にしている分、わたしたちより確実かもしれない」

「あ、そっかぁ」

　レティーナはおとなしく俺の意見に賛同し、再び室内を探し始める。

　その時俺は、小屋に近付く気配に気が付いた。

　まるで慌てているかのような息使い、もつれるような足音。ただごととは思えない気配。

「誰か来た。足音が荒い」

　俺の声に奥に移動し、警戒態勢を取るミシェルちゃん。俺も短剣を抜いて警戒する。

　彼女たちが奥に移動したのは、俺が足音が荒いと警告したからだ。そして小屋の奥には窓がある。いざという時はそこから外に逃げることができる。

　今は前衛をこなせるのが俺しかいないので、こういうフォーメーションを組んでいる。俺も、室内ではカタナを振り回すのには狭いので、短剣を選択していた。

　そこへ息せき切って男が一人飛び込んできた。

　小太りで健康そうな中年。コルティナから聞いていた通りの外見。おそらく彼が、この小屋の主人なのだろう。

「うわっ！　だ、誰だ!?」

「あなたがこの小屋の主人ですか？」

　武装した俺たちの姿を確認し、狼ろう狽ばいした声を上げた男だったが、その姿が子供とあって、次第に落ち着きを取り戻していった。

　そもそも服装からして学院指定の体操服なので、落ち着けば強盗じゃないことくらいは一目でわかる。

「その服装、魔術学院の生徒さんかい？」

「はい。案内の人が来ないので、わたしたちが捜しにきました」

「そいつは申し訳ない。だが今はそれどころじゃないんだ。早く避難しないと！」

「避難？」

　男の口から不穏な単語が飛び出してきた。これは俺も想定していない。

「ああ、さっき隣のフィリップから知らせがあったのだが、山蛇がこちらに向かってきているらしいんだ！」

「山蛇!?」

　男の報告に、俺たちは驚きよう愕がくの声を上げた。

　彼が口にした山蛇とは、その名の通り、山のように巨大な蛇だ。まあ、実際は山ほどの大きさはない。デカいだけならどうとでも対処できるように思えるかもしれないが、その大きさが半端ない。

　太さにして軽く五メートル以上。長さも余裕で百メートルを超える。

　蛇の体質からして、自分よりも太いモノも吞み込める。つまりこの蛇の場合、ちょっとした巨大生物なら問題なく一ひと吞のみしてしまえるのだ。しかも百メートルを超える体長で障害物を薙なぎ倒し、敵を締め上げるため、下手をすれば下位のドラゴン種ですら獲物にされてしまう。砦とりでの壁が尻尾の一振りで叩たたき潰つぶされたという逸話すら残されていた。

　そこらを這はい回るだけで、木々を薙ぎ倒し、建物を破砕し、騎馬ですらオヤツ感覚で丸吞みしてしまう。そのあまりの被害の大きさから、災害級魔獣──すなわち災獣とまで呼ばれている大物。

「ちょっと、いくらなんでもそんな……確かですの!?」

　レティーナは悲鳴のような声を上げて、確認を取る。それに小屋の男は慌てたように返す。

「ああ、こんな大おお事ごと、未確認で広められねぇよ。フィリップがその姿を確認したってさ」

「そのフィリップさん、よくそこまで近付けましたねぇ」

「相手が相手だ、図ずう体たいがデカいから遠くからでもよく見えたってよ。俺も急いで領主様に報告しようと思って戻ってきたところなんだ」

　確かに山蛇ならば、ちょっと鎌首をもたげるだけでも遠くから見える。そんな存在が人里に近付いたのなら、領主にも報告せねばならないのも納得がいく。

「そうだ、コルティナ様！　生徒の引率でコルティナ様が来ているんだろう？　彼女ならなんとか──」

「コルティナは戦力的にはちょっと腕利きの冒険者程度に過ぎない。いくらなんでも山蛇相手に一人でなんて無理」

「そ、そんな……」

　コルティナの存在に光明を見み出いだした男が、見る見る萎しおれていく。

　だが俺としてもコルティナを危険な目に遭わせるわけにはいかない。いくらなんでも山蛇討伐は、俺たちが全員揃そろっていないと対処不可能な相手だ。

「でも、マクスウェルならなんとかできるかも？」

「だったら──」

「でも今は首都にいるから、一回戻らないと」

「それじゃ間に合わん。もうすぐそこまで来ているんだ！」

「どうしてそばに来るまで気付かなかったの？」

「この辺りは開拓した反面、森の部分が深いんだ。木々は他より高く成長していて視界を遮る。しかも近くには切り立った渓谷があるから姿を隠す場所には不自由しない。おそらくそこを通って近付いてきたんだろう」

　泣き声混じりで説明してくれる男だが、気持ちはわかってもどうすることもできない。

　今の俺が本気を出したとしても、どうしようもない相手だ。蛇というのは俺にとって相性が悪い。糸で締めるにしても巨体過ぎるし、関節に絡めて動きを封じようにも、手足がない。

　マクスウェルほどの火力があれば、どうにかなるかもしれないが、その本人は首都で留守番をしている。

「とにかく今は、早く戻って生徒たちを避難させないと……」

「そ、そうだ。俺はそれも知らせるために──」

「それはわたしたちがやっておく。あなたは領主様に報告して、避難誘導する部隊を出させて」

「あ、ああ、わかった！」

　男は返事をすると小屋を飛び出し、馬小屋から農耕馬を一頭引っ張り出していた。これで領主の館まで走るつもりなのだろう。

　俺たちも男の小屋から飛び出し、生徒たちのもとへ駆け戻っていた。

　相手は体長百メートルを超える大蛇。軍隊を出したとしても対処できるかわかったモノではない。山蛇の皮は柔軟で強きよう靭じん。持ち運びできる小さな弓や弩程度では傷一つつかない。

　槍やりや剣をもって接近戦を挑めば、パクリと一口で平らげられる。そもそも騎馬隊を編成しても、尻尾の一振りで薙ぎ払われてしまう。

「あの、本当にコルティナ様でも無理なのですか？」

「倒せるとしたら、マクスウェルまではいかないけど、広範囲の魔法が必要になる。ライエルやガドルスでも、足止めにもならない」

　駆け戻りながら、レティーナが俺に質問を飛ばす。

　六英雄をそれこそ神とでも思っている彼女にとって、コルティナにも手に負えない相手がいるということが信じられなかったのだ。

　俺はその幻想を否定する。勝てないものは勝てない。

　コルティナならば有利な状況に持ち込むことは可能かもしれないが、それでもトドメを刺すには圧倒的に攻撃力が足りない。それほどの驚異的な生命力を、山蛇は持っている。

「あの……ひょっとしたら、わたし倒せるかも？」

「はあぁぁぁ!?」

　唐突に割り込んできた、ミシェルちゃんの一言に、俺は奇声を上げてすっ転びかけた。

　コルティナでも無理なことを、彼女ができるはずがないと思ったからだ。

　だが、それも彼女が差し出した武器を見て、考えを変える。

「この弓……白銀の大弓サードアイなら、山蛇を仕留められるかもしれない」

「それは……」

　彼女の主張に、俺は即座に計算を巡らせる。

　確かにこの弓ならば、当たりどころがよければ一撃で仕留めることが可能だろう。

　図書館で調べたところ、破戒神はかつて、弓の一撃で上位種のドラゴンを倒したという逸話を持っていた。その時に使ったのがこの弓ならば、山蛇程度なら楽勝のはず。

　白銀の大弓サードアイの攻撃力が桁外れなのは、俺も身をもって知っている。矢に当たらなくても、その衝撃波だけで周辺を吹き飛ばすほどなのだ。

　しかも今は俺の支援魔法で、半分程度ならミシェルちゃんも引くことが可能。バングルを使えば全力射撃もできる。

「だけど、山蛇は意外と素早いよ。頭を狙って当たるかどうかわからないし、できるなら目に当てて、脳まで破壊しないと死なないかもしれない」

「うん、でも……」

　言い淀よどむミシェルちゃんの視線は、周囲の花畑に向けられていた。

　彼女の思いはわかる。この故郷に似た光景が、山蛇に蹂じゆう躙りんされるのは、俺も遠慮願いたい。

　それにこの近辺に住む人々も、壊滅的なダメージを受けるだろう。まさに命があるだけ儲もうけモノ的なレベルで破壊が撒まき散らされるはずだ。

「……わかった。コルティナに相談してみる。ダメって言われたら、避難しよ？」

「うん！」

　ミシェルちゃんは元気に返事をしてくれた。放置すると、彼女一人で討伐に向かいかねないとも思ったからだ。




　その後、俺たちはコルティナのもとまで駆け戻り、急いで避難するように警告を発した。

　そしてミシェルちゃんがこの地を守りたいと思っており、それが可能かもしれないという旨も伝えてみる。だがコルティナの反応は簡潔だった。

「ダメ」

「どうしてですか！」

　一言のもとに切って捨て、俺たちにも他の生徒と同じように避難するように命じてくる。

「たとえできるとしても、ダメ。早く他の生徒と一緒に避難しなさい」

「でも──」

「いい？　あなたは確かに普通じゃないくらい優秀な生徒。だけどあくまでも『生徒』なのよ。私たち教員にはあなたたちの安全を守る義務があるの」

　今回の遠足には、冒険者支援学園からも、引率の教員はついてきている。しかし、普通の冒険者上がりの教員とコルティナでは格が違いすぎる。

　こういった異常事態に際し、指揮権は問答無用でコルティナに預けられている。その彼女が生徒の安全を第一に考え、こう指示してくることは俺も予想できた。

「ここを守るために……わたしならその力があるのに、ダメなんですか？」

「ダメなものはダメよ。たとえできたとしても、それを許したとあっては私の職務に反する。生徒の安全を守ることが今の私の職務なの。ここは堪こらえて」

「そんな！」

　コルティナの言い分はわかる。むしろ無む茶ちやを言っているのはミシェルちゃんの方だ。

　ここで生徒を危険な討伐に向けるようなら、教員なんて名乗れない。たとえ討伐の手段を持っていたとしても、教員ならばここは最優先で生徒の安全を確保せねばならない場面だ。

「ミシェルちゃん……」

「ニコルちゃんからも何か言ってよ！」

「ここはコルティナの方が正しいよ」

「でも──!?」

　故郷を想起させるこの場所を守りたいという、彼女の意思はわかる。それでもコルティナには、立場上認めることはできない。いや、未成年の俺たちを戦場に立たせるようでは、教育者として失格だ。

　だから俺は彼女を少し強引に引き離し、コルティナから距離を取った。

　彼女は彼女で、他の生徒も避難させねばならない立場にある。いつまでも俺たちだけに、手を焼いているわけにはいかない。

「どうしよう、このままじゃ……」

「うん、多分荒らされる」

「それがわかってて、どうして──」

「コルティナも立場はあるよ。わたしたちをひいきできないし、特別扱いもできない」

「危険なのは覚悟しているのに」

「それでも、だよ」

　だからといっておとなしく引くミシェルちゃんでないのは、俺も知っている。

　このままだと、彼女はコルティナにも内緒で山蛇を討伐しに向かうだろう。そんな事態になったら、確実に彼女は死ぬ。

　確かに彼女は山蛇を打倒しうる火力を持っているし、命中させる腕もある……しかしそれだけだ。

　彼女だけではおそらく、山蛇の急所を見抜くことすらできず接近され、その巨体に押し潰されるか、丸吞みにされる未来しか見えない。

　だから、どうしても協力者がいる。そして、それを活用する策も。

　ここで俺がすべきは、コルティナの面目を保ち、その上でミシェルちゃんの希望に沿うことだ。

　それは一見矛盾する行為だが……さて、どうするか？

　生徒を転移所に向かわせながら、コルティナとエリオット、それに他の教員たちが相談していた。

　俺は隠おん密みつのギフトを活用して、気付かれないようにその背後に忍び寄る。そこでは案の定、山蛇への対応が話し合われていた。

「まずは生徒を転移所まで退避させないと」

「いっそ首都まで退避させるのは？」

「それだと軍隊を送る魔力が足りなくなります。転移には大きな魔力を消費しますから」

「ですがコルティナ先生、それでは生徒の安全を確保できない！」

「たとえ首都に戻れたとしても、山蛇を放置したままでは安全とは言えませんよ。そのまま首都まで攻めあがってくるかもしれません」

　教員が話題に上げているのは、やはり俺たち生徒の安全だった。

　生徒を首都まで退避させた方が安全なのか、それともこの地で安全になるまで待機するのか。

　俺たちが退避してしまうと、首都の対応部隊がこちらに転移する魔力が枯渇してしまう。そうなると山蛇の被害がどこまで広がるか、わかったモノではない。

　ケビン領で山蛇に対応できるだけの戦力を期待できない以上、討伐に首都の戦力が必要になる。

「あちらを立てればこちらが立たず、悩ましいですな」

「よりによって今日……という感じですね。私たちがいなければ首都の戦力を運ぶ余力があったというのに」

「コルティナ先生なら、どうします？」

　教員の一人がコルティナに判断を仰ぐ。この場で一番発言力が強いのは彼女だ。

　おそらくは拠より所どころとして意見を仰いだ程度なのだろう。災獣の脅威はそれほどに高い。

「そうですね……」

　コルティナはそこで一旦言葉を切り、ちらりと避難する生徒の隊列に目をやる。そして顎に手を当て、周囲に視線を飛ばした。

　俺は彼女に見つからないよう、教員の後ろに移動して視線から逃れる。

　いくら隠密のギフトを使用していても、直視されてしまえば隠れていることがバレる。

「確かこの領地の西側には大きな渓谷がありましたね？　そこに誘い込めば少なくとも動きを制限することはできるはず」

「なるほど。あそこは深い谷にもなってますから、いくら山蛇といえど入り込んでしまえば身動きできなくなりますな」

「といっても、山蛇の巨体ならば登れない高さじゃないですけどね。左右の動きを規制する程度のことはできます」

「登れるんじゃ、封じ込めるとまではいきませんねぇ」

　尋ねた教員としては、生徒の扱いを聞きたかったのかもしれない。だがコルティナは、討伐に関する戦略を答えていた。

「山蛇ならば餌で誘導する手もありますし、移動方法が地を這はうしかできないわけですから、熟練の魔術師がいれば土壁アースウオールなどの壁系魔法で進路を塞ぎ、渓谷へ誘導してもいいでしょう。半端な強度じゃ破壊されてしまうでしょうが、わざわざ目前の壁を破壊してまでその先へ行くほど、明確な目的を持っているわけでもないでしょうし、打つ手はあります。ただ今の私たちでは戦力が足りませんが」

「結局のところ、逃げるしかできませんか？」

「まあ、私たちはあくまで教員ですから。討伐は職務じゃないですよ」

　そう言って他の教員をなだめていたが、俺にしてみれば先ほどの戦略は俺に向けて話していたように感じられた。

　ひょっとすると彼女は、俺がここで立ち聞きしていたことに気付いていたのかもしれない。




　俺は生徒の列に戻り、ミシェルちゃんとレティーナに合流した。

　二人は俺がどんな情報を持って帰るか、待ちかねたように身を乗り出してきた。

「先生方、どんな話をしてましたの？」

「コルティナ先生、やっぱりダメだって？」

　二人の勢いに俺は思わずのけぞった。勢いに引きながらも、先ほど聞いた内容を知らせる。

「たぶんコルティナ──先生はわたしが聞いていたのに、気付いてたんじゃないかな？」

「気付いて……黙っていたんですの？」

「そりゃ、山蛇を止めてほしいからじゃない？　先生からすれば『よし、倒しにいけ』なんて言えないわけだし」

「だからこっそり、こちらに策を授けたと？」

「その可能性は微妙なレベルだけど存在する」

　俺の私見だが、それを聞いて二人は真剣な表情で考え込んだ。

　山蛇の位置は俺が管理人から聞き出している。討伐しようと思えばいつでも行ける。あとはこの二人の意思次第というところだ。

「あの、ニコルさん」

「ん？」

「ここから抜け出して黙って倒しにいく、とか言ったら、ダメだよね？」

　案の定、レティーナとミシェルちゃんは、恐る恐るという風情で俺にそう言いだしてきた。無論、俺の答えは決まっている。

「もちろん、ダメ。でも、できないことはない」

「じゃあ……𠮟られてもいいから、とか言ったら……」

　少し泣きそうな表情で、だが決然とレティーナは申し出る。俺はそれに答えて、抜け出す策を提案した。

「この先の森は見通しが悪い。そこなら列を外れても、目立たないはず」

「じゃあ、そこで！」

「うん。ミシェルちゃん、専用の鉄矢は何本持ってきている？」

「重いから、三本だけ。でも中あててみせるよ」

　そう主張する彼女にいつもの勢いはない。しかし、いつもよりも強い意思を感じ取れた。

「……矢の長さはそれほどじゃないし、山蛇の皮も肉も堅くぶ厚い。普通にあてただけじゃ、肉を貫けない。一撃で倒すとなると、目を狙うくらいしかないよ？」

「うん、射抜いてみせる」

「わかった。じゃあ、わたしは山蛇を渓谷に誘導する役をやる」

「それ、一番危険なんだけど……」

　レティーナは呆あきれたように俺を見るが、この中で最も機敏なのは間違いなく俺だ。

　二番手のミシェルちゃんは、前もって目を射抜くポジションについておかねばならないので、誘導役はできない。

　レティーナも、彼女にしかできない仕事がある。

「大丈夫。わたしは小さいから、食べられても丸まる吞のみされるだけ。その時はこの短剣でお腹なかを裂いて出てきてやる」

「見かけによらず、グロいこと考えますわね」

　そもそも飲み込まれた場合、その圧倒的な肉の質量にすり潰されてしまう可能性が高いため、おそらく腹に到達するまでに死んでしまうだろう。

　なのでこれは、あくまでミシェルちゃんたちの緊張を解ほぐすための冗談だ。




　俺は二人とは別れ、森の中を進んでいた。それは山蛇が迫ってきているコースでもある。

　木々の隙間から地鳴りのような音が次第に響きだしていた。おそらく近い位置に山蛇が来ているのだろう。

　土地勘がないので、前もって用意していた地図だけで作戦を立てている。

　正直言って実際の地形がどうなっているのかわからないため、不安の方が大きい。

　それでも俺はなんとかなるという確信を持って動いている。ミシェルちゃんの意気込みが、それだけ大きかったのだ。

「そろそろのはずなんだ──うぃっ!?」

　俺が変な声を漏らしたのも無理はない。

　木々の向こうから唐突に、本当にいきなり山蛇が頭をもたげ、姿を現したのだ。

　蛇というのは俺と同じく、隠密能力に優れた動物だ。その能力を発揮したせいで、俺も気付かなかったのだろう。

　距離はまだ百メートル以上はあるだろう。それでも距離感が狂いそうなほど巨大な姿からは、息が詰まるような圧迫感を感じる。

　思わず足を止めた俺を無視し、山蛇は悠々とした仕草で周囲を見渡す。

　シューシューと、ヤカンが湯気を吹くような音が周囲に響いている。言うまでもなく、山蛇から聞こえてくる音だ。

　これは威嚇音なのだが、これを放っているということは、周囲に餌の存在を感知しているということでもある。

　この場に存在する餌は俺だけ。つまり、俺の位置を完全に捕捉されているということになる。

　俺はその状況を悟り、じりじりと距離を取る。この距離はさすがに近すぎる。誘導するにしても、もう少し距離が欲しい。

　その動きを察したのか、山蛇は俺の方に向かって猛然と襲い掛かってきた。

　蛇は声を出さない。聴覚もない。その代わり温度を感知する感覚は備わっているので、隠れても見抜かれる。俺のギフトの一つが完全に無効化される相手だ。

「ぬわあぁぁぁぁぁぁ!?」

　頭の位置は変えずに、身体を左右にくねらせてこちらに猛然と迫ってくる。

　その動きのたびに、森の木々がバキバキと薙なぎ払われていく。

　俺も足を糸で強化し、同時に手からも糸を飛ばし、身体ごと引っ張るようにして加速した。

　その速度と、山蛇の進行速度がほぼ一致している。

　これは誘導する側としては、引き離し過ぎずに済むので、それに気を遣わなくて楽とも言えた。一瞬でも気を抜くと追いつかれるのが難点だが。




　木々の間を駆け抜け、斜面を駆け下り、やがて大きめの川に辿たどり着く。

　この川は、今は森の中を流れる川に過ぎないが、やがて谷間に流れ込み渓谷に合流する流れだ。

　俺は木の枝に糸を飛ばし、振り子のような動きで川沿いを下っていった。

　意図的に宙を振り回されることで加速し、人間ではありえないほどの速度で川沿いを下り、渓谷の中に突入していく。

　だがその速度ですら、山蛇を振り切るまでには至らない。下り坂の斜面は、奴にとっても加速の要因だったからだ。

　渓谷に入ってしばらく進んだところで、レティーナが崖の上に姿を現した。

　彼女もこちらを確認し、一つ頷うなずく。ここまでは計算通り。想定外だったのは、山蛇の移動速度が想像以上に速かったため、奴との距離を開ききれていなかったことだ。

　それでもレティーナは、決然と詠唱を開始し、魔法を発動させた。このままでは、いずれ俺が追い付かれ、吞み込まれると判断したからだろうか。

　使用しているのは、彼女の使える魔法で最も効果の高い火球フアイアボールの魔法。

　それが対岸の崖に突き刺さり、爆発を起こす。

　長年の風雨に晒さらされ、風化した崖はその一撃で脆もろくも崩れ始める。そして崩れた岩塊は、俺と俺に迫っていた山蛇に向けて、雪崩を打って降り注いだのだった。

　その岩を、俺は紙一重で躱かわしきる。

　糸を使った身体強化と、強化付与エンチヤントの魔法をフル活用し、生前の体捌さばきも最大限に利用する。

　その結果、雨のように降り注ぐ岩塊を縫うように擦り抜け、神技と呼ばれてもおかしくない回避をもって危険地帯を離脱した。

　だが俺の背後に迫っていた山蛇に、そのような真ま似ねはできない。技術的なものはもちろん、回避するスペースがこの渓谷にはないのだから。

　深い谷にその巨体を捻ねじ込んだからこそ、左右への動きが制限される。

　そして、岩塊に押し潰されたことで、上下の動きも制限された。

　無論、岩の崩落に巻き込まれたくらいでは、山蛇は大したダメージを受けない。それだけの生命力と皮膚の厚さを持っている。

　この程度の岩の量では動きを封じられるのもそう長くはない。狙撃するならこのチャンスを活いかすしかない。

　だが、巻き起こった土煙が山蛇の頭部を覆い、目標である眼めを隠す。

　そこでレティーナが……いや、彼女のそばにいた存在が、次の一手を放つ。

「カッちゃん！」

「きゅっ！」

　レティーナの声に、勇ましい気合の篭こもった──多分だが──鳴き声が返ってくる。

　続いて巻き起こった暴風。

　それは山蛇の頭部を覆っていた土煙を一気に吹き飛ばした。ついでに周辺の水も掬すくい上げ、宙へと巻き上げる。無論、土煙の中にいた俺も一緒に。

「にゃわあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　いささか情けない悲鳴を上げながら、俺は宙に舞い上げられた。しかしこれも必要事項でもある。

　直後起こったのは、閃せん光こう。




　脆そうな崖を見繕い、レティーナが魔法で崩して山蛇を下敷きにする。

　カッちゃんの魔法で土煙を払い、ついでに俺も空中へと退避させる。

　そして、動きを止めた山蛇を狙える位置に陣取ったミシェルちゃんの、白銀の大弓サードアイによる一いつ閃せん。




　ありえないほど強きよう靭じんな反発力を持つ大弓を、これまた信じられないほど高度な強化魔法によって引き絞り、放たれた鋼鉄の矢。

　ご丁寧に鏃やじりの先端には螺ら旋せんを描くように溝が掘られ、回転しながら飛ひ翔しようするように工夫された、専用の鋼の牙。

　それがまさに空気を裂いて──音の壁すら突き破って山蛇の頭部を射抜いた。

　その一撃は過あやまたず、山蛇の左目に突き刺さる。

　そして、一瞬あとには頭部の反対側を突き破ってしばらく飛翔し、水面に突き刺さった。

　着水点で盛大に水柱を巻き上げ、地形が変わるほどの破壊の嵐を巻き起こす。

　一拍遅れて衝撃波が追い付き、川の水を巻き上げ、崖を削り、山蛇の頭部を血煙になるまで粉砕した。

　高々と舞い上がった高空から、頭部が霧散した山蛇を確認し、俺はレティーナとミシェルちゃんに向けて親指を立てサムズアツプしてみせる。

　向こうも山蛇の死亡を確認し、空高く舞い上がった俺に向けて、同じ合図を返してきた。

　そこにはまるで、やり遂げた男（？）の顔をしたミシェルちゃんの笑顔があった。

　おそらく彼女はこの後、魔道具を使用した反動による筋肉痛にのたうち回ることになるだろう。

　それでも守るべき風景を守りきれたことで、充分な達成感を得ているに違いない。

　俺もそんな彼女の役に立てて、非常に満足である。

　そのために蛇に吞のまれかけ、猫のような悲鳴を上げて森の中を駆けずり回り、土煙にまみれて空に吹き飛ばされた価値は充分にある。

　やがて俺の身体は上昇の頂点を通り過ぎ、緩やかに下降へと転じていった。

　ここまでは完璧に作戦通り。想定のままに事態は推移し、山蛇を討伐することに成功した。

　だが、俺はここから先を全く考えていなかった。

「……………………どうやって下りればいいんだ？」

　舞い上がった上空。俺の左側には切り立った崖。右側には崩落した崖。

　ようやく事態に気付いたのか、レティーナがわたわたと左右に動き出した。しかし悲しいかな、彼女に打つ手はなかった。

　ミシェルちゃんはいまだ気付いていないのか、やりきった笑顔のままである。

　俺はとっさに崖に糸を飛ばし身体を支えにかかる。

　しかし、それは悪手だった。しかも致命的な。

　落ち着いて考えればわかることだったが、落下中に側面に支点を作れば、俺の身体は振り子のように動くのは自明の理。

　つまり、俺の身体は落下の勢いのまま、崖壁に叩たたき付けられることになる。

「うっそおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!?」

　絶叫しつつ、空中で受け身の体勢を整える俺。必死で足を崖に向け、壁面に着地する姿勢を取った。

　もちろん、非力な俺の身体でそんな衝撃を支えることはできず、したたかに壁に叩き付けられることになる。

　衝撃で糸も外れ、俺はそのまま川へと転落していったのだった。




「死ぬかと思ったぁ!?」

　ガバリと身を起こしつつ、俺はそう絶叫した。

　俺が覚えているのは川に転落し、山蛇の血で濁る冷たい水の中に沈むところまで。壁面に激突した衝撃と、水面に衝突したショックで、俺の意識はあっさりと闇に落ちた。

　意識を取り戻して第一声が先ほどのものである。

「あ、よかった！　ニコルさん、目を覚ましましたのね！」

　俺に抱き着いてくるレティーナ。水に濡ぬれた身体がぴっちょりと張り付いて、何とも言えず気持ち悪い。

　レティーナは、やや赤みがかった感じに濡れているので、彼女が俺を救い出してくれたのだろう。川の水は山蛇の血で赤く染まっている。

「大丈夫？　身体痛いところない？」

「うん、大丈夫」

　手足を動かして感触を確かめたところ、各部の関節に軋きしむような痛みは残っているが、腱けんや骨を痛めた感覚ではない。

　逃げ続けるために無理をした反動が出ているだけだろう。

「そういえば、ミシェルちゃんは？」

　ふと俺は、こういう状況なら真っ先に飛びついてくるであろう、子犬系幼おさな馴な染じみが無反応なことに気が付いた。

　レティーナは俺の問いに、冷や汗を流しながら後ろを指さした。

　そこには水揚げされたばかりの魚のようにビチビチとのたうち回るミシェルちゃんの姿が存在した。

「あううううぅぅぅぅぅぅ！」

　すらりと伸びた手足に、膨らみ始めとはいえ確かな存在感を示す胸部。

　そんな健康的な彼女が痙けい攣れんする姿は、一種の艶なまめかしさすら漂わせる。苦痛に歪ゆがむ表情が、その雰囲気をさらに増加させていた。
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　しかし俺は知っている。あれは地獄の筋肉痛なのだと。

「だ、大丈夫なの？」

「本人曰いわく、筋肉痛とのことでしたので。命に別条がないとも言ってましたから、心配はしてませんわ」

「なんで知ってる……さてはこっそり実験したな？」

「そのようですわね」

　まったく。まあ、実戦でいきなり使うのは心配だから、前もって試しておくという気持ちもわからないでもないが、その時は万が一に備えて、俺やコルティナをそばに置いてやって欲しいものだ。

「よっと、いたたた……ミシェルちゃん、大丈夫？」

「あうぅぅ……ニコ、ルちゃん……気付いた？」

「お互いボロボロだね」

「うん……いだだだだ……」

　どうやら彼女の筋肉痛は、俺の時よりは軽症のようだ。これは彼女の身体が、俺より大人に近いというのもあるのだろう。

　それでもキツイことには違いない。互いに苦痛にあえぐ俺たちに、カーバンクルのカッちゃんが回復ヒールを施してくれる。

　これは筋肉痛にはあまり効き目がないので、気休めにしかならないけど。

　いや、俺の場合は結構効果があった。壁面に叩きつけられたり、森の中を駆け回ったりで、身体中細かな傷だらけだったからだ。

　こんな姿をコルティナに見られたら、なんて言われるかわかったモノじゃない。ここは素直にカッちゃんに感謝しておく。

「ありがと、カッちゃん。感謝」

「きゅ～」

　どういたしましてと言わんばかりの態度で、ふんぞり返るカッちゃん。

　その姿はあまりにもあざとすぎるでしょう？　なので俺は容赦なく小動物を抱きしめておく。いや、カーバンクルなんだけど。

「あーもう、あざといなぁ！」

　前世では如い何かにモフモフが好きでも、周囲からのストイックなイメージを維持するために、俺は触れることを躊躇ためらっていた。

　だが今の姿ならば万事オッケー。思う存分抱きしめ、頰ほお擦ずりしても構わない。

「うぇへへへ」

「そのだらしない表情を、学院の男子が見たら、百年の夢も醒さめますわね」

「むしろ、蕩とろけた表情で人気急上昇かもぉ」

「地面でのたうち回っている人は口を挟まないでください」

　地面に転がりながらも、ミシェルちゃんはボケる余裕があるようだった。

　俺はカッちゃんを抱きしめながら立ち上がる。早く戻らないと抜け出したことがバレてしまう。というか、もうバレているだろう。

　俺はレティーナと二人でミシェルちゃんを肩に担いで、元来た道を戻り始めた。

　カッちゃんも気を利かせて、いつものように頭に乗るような真似はしないでくれている。あれは地味に重いので、結構助かる。

「早く帰らないと、コルティナに怒られる」

「早く帰っても、容赦なく怒られると思いますわ……」

「むぅ、いいことしたはずなのに、理不尽な」

「言いつけに背いたんだから、それくらいは覚悟しないとね」

　多少誘導されたような気がしないでもないが、それも覚悟の上である。

　足を引きずりながらしばらく進む。生徒たちの避難は列になって行われているので、あまり速くはない。今からでも追いつくことは可能なはず。そう思っていると、前方より人影が近付いてきた。

　ヒョコヒョコと揺れる猫耳と尻尾。コルティナだ。

「あ、コルティナ！」

「ニコルちゃん!?　どうしてここに──」

「え？」

　ちょっと待て、なぜ驚いている？　あの策は俺に聞かせるために話していたんじゃないのか？

「えっと……コルティナ、渓谷に誘い込めって、言ってたから？」

「あれ、聞いちゃったの!?　なんでそっちが行くかなぁ」

「なんか、違った？」

　俺が策の解釈を間違ったのかと心配になり、事の次第を彼女に尋ねる。

「うーん、あれって実はレイドに向けて聞かせようとしたのよね。ほら、アイツ、前に私のそばで見てるって言ってたし、ひょっとしたら聞いてるかも、とか？」

「あ、それで」

　つまりあれは、俺がカッコつけて『いつも君を見ているよ（キラン）』とか言ったのをコルティナが真に受けて、俺が退治しにいってくれると期待しての発言だったらしい。

　いや、そういう意味では実に的を射た発言ではあったのだが……現に俺が退治に向かったのだから。

「レイド一人じゃ苦戦するだろうと思って、助太刀に来たんだけど。まさかニコルちゃんが話を聞いてて、こっちに来てるなんて、想定外だわ」

「あー、うん。その──」

「なんか酷ひどいありさまだけど、平気？　怪け我がしてない？」

「カッちゃんに治してもらったから、大丈夫」

「そう、じゃあ……お説教かな？」

「ひぇ!?」

「理不尽に思うかもしれないけど、あなたはレイドじゃないの！　無む茶ちやしたら死んじゃうのよ？」

　いや待て。俺がレイドだし、俺だって無茶したら死ぬぞ？　というか死んだぞ、一回。

　三人の中で誰よりも理不尽な思いを抱きながら、俺たちはガミガミと𠮟るコルティナに付き添われ、生徒たちのもとへ戻ったのだった。

　無論、コルティナも、𠮟ってはいたがきっちり俺たちの体調を気遣い、最後には『よく頑張ったわね』と頭を撫なでてくれたので、悪い気はしなかった。




　コルティナに説教されながら生徒のところに戻った俺たちは、予想外なことにあまりお咎とがめなしで整列することになった。

　どうやらコルティナは、自分が説教する場面を意図的に見せることで、他の教師の口出しを避けたようだ。

　六英雄のコルティナが𠮟って解放した相手を、さらに説教するほど肝の据わった教師はいない。

　生徒たちは転移所の近くの広場に集められていて、そこには一般人も混じっていた。

　山蛇の脅威となると、完全に安全な場所というのは数が少ない。そこで真っ先にラウムの騎士団が駆けつけるであろう、この場所を目指して避難してきた者たちだ。

　近隣の村人数十人と魔術学院と支援学園の生徒たち、およそ三百人。結構な広さのある広場だが、これだけの人数が一堂に会すと、狭苦しさを感じるほど圧迫感がある。

　そうして俺たちが三人並んで待機していると、プリシラが俺のそばまでやってきた。どうやらコルティナに頼まれて、俺たち問題児の様子を見にきたらしい。

「で、どうなりました？」

「どうとは？」

「山蛇ですよ！　コルティナ先生の作戦に便乗して、討伐に向かったんでしょう？　いくらニコル様でもさすがに難しい相手のはず」

「あぁ……」

　確かに俺単独では難しい相手だっただろう。だが、今回に限っては、ミシェルちゃんという超火力が存在している。

　しかもレティーナにカッちゃんというサポート要員まで確保済みだ。ここにコルティナの策が入って失敗するわけがない。

「倒したよ？」

「ですよねー。いくらニコル様でも今回ばかりは……ってえぇぇぇ!?」

「倒した」

　どうも聞き逃したようなので、もう一度宣告してやる。のけぞって驚きよう愕がくを示すプリシラは、信じられないものを見る目をしていた。

「あの、冗談ですよね？　十歳児が三人だけで山蛇討伐なんて……」

「三人じゃない、カッちゃんもいた」

「いや、カーバンクルを戦力に数えられましても？」

　俺は採った戦術をプリシラに説明していく。ついでにその戦果も報告しておいた。彼女は俺たちの作戦を聞き、顔を青ざめさせていく。

「まず山蛇から逃げ切ることがありえませんって。無茶は控えてくださいよ。ニコル様に何かあったら私が陛下に𠮟られるんですから」

「わたしは小回りが利くからね。森の中なら負けないし」

　実際、糸を飛ばす先の多い森の中は、あの首都の貯木場と環境が似ている。ここで高速機動するのは、俺にとって手慣れたモノだ。

　渓谷に入れば、即封じ込め作戦が発動する。逃げ切れる勝算は充分にあった。

「それに崖を崩すほどの火球フアイアボールを十歳児が──」

「レティーナは侯爵令嬢で、英才教育を受けている。それに崖も風化してて、崩れやすくなってた。あれは、過去に結構な衝撃を受けたことがあるんじゃないかな？」

「何百年か前にジャイアントゾンビが出たという与よ太た話は聞いたことがありますけど、その程度ですよ？」

「それ、本当だったのかもね」

　如何にレティーナといえど、崖を一撃で崩せるほどの魔法は放てないはず。

　あれは風化以前に衝撃を受けていた可能性がある。おそらくこの領を拓ひらいた英雄の話は実話だったのだろう。そういう面では、今回は幸運も味方していた。

「それにたとえ押さえ込めたとしても、山蛇にトドメを刺せるだなんて……」

「ミシェルちゃんは神器級の大弓を持っているし、それを使いこなせる技量がある。聞いたことあるでしょ？」

「それは、まあ……英雄の村に優秀な猟師が誕生したという話程度でしたが」

「それが彼女。実力のほどは……まあ、死骸を確認してくればいいんじゃないかな？」

　あの崖下には頭部を粉砕された山蛇の死骸がまだ残っているはずだ。山蛇の死骸は大量の食肉に加工できるため、しばらく食事には困らないだろう。

　しかも強きよう靭じんな皮と、頑丈な骨も残されているので、これらを処分すれば結構な額になるはず。ケビン領にとっては美味おいしい臨時収入になるはずだ。何せ今回は、大した被害が出ていないのだから。

「崖下ですね。コルティナ様に許可をもらったら、すぐ確認しに行ってきます」

　コルティナも、彼女の行動に関しては意外とフリーにさせているところがある。それだけラグラン家の意向が強いという証あかしだ。

　それに彼女ならば、俺に匹敵するほどの身体能力を持っている。

　プリシラはすぐさまコルティナとエリオットに話を通し、避難先から離れていった。

　予定では、派遣される軍隊の邪魔にならないよう、さらに村から離れた場所に移動するはずだったが、プリシラからもたらされた情報を聞き、一時待機となったようだ。

　プリシラと入れ違うように、コルティナとエリオットがやってくる。

「ニコルさん、話を聞いたけど、山蛇を退治したって本当ですか？」

「うん、ミシェルちゃんが」

　切羽詰まったような表情のエリオットに、俺はなんの気負いもなく答えた。それを聞いてエリオットが頭を抱える。

「本当に……なんていう子供たちだ」

「どうしたの？」

「ああ、麗しの姫君、あなたには宮廷の醜さには触れないでいてもらいたいのだが……」

　そう言ってエリオットが話してくれたことは、俺にとってもいい話ではなかった。

　ミシェルちゃんの噂うわさは三か国連合の宮廷にまで届いていた。無論、彼女を軍に迎え入れようという動きはあったし、エリオットの身を護まもる親衛隊にという声もあった。

　それらを一切合切封殺したのが、ライエルの権威である。

　俺と仲が良いため、俺の護衛も兼ねているという風に宮廷に申し出て、ミシェルちゃんの自由を勝ち取っていたのだ。

　これはつまり、ミシェルちゃんは俺のものであり、それに横から手を出すと、ライエルの意向にすら背くことになる。そんな危険を冒すわけにはいかないため、今まで彼女の自由は確保されていたらしい。

　だがここで、山蛇を仕留めるほどの功績を上げてしまった。わずか十歳児が、だ。

　無論様々な要因や有利な点、コルティナの策なども嵌はまった上での勝利だが、これは看過できない戦果でもある。

　今後、ミシェルちゃんの獲得に動く貴族は増えるかもしれない。そうエリオットは説明してくれた。

「それは、気分良くないね」

「私も貴女あなたの親友を引き離すつもりはないのですが、これほどの功績は……」

「そうね。確かにこの功績は大きすぎる。ニコルちゃん、悪いけど今回の功は譲ってもらえないかしら？」

　コルティナは少し考えたあと、そう切り出してきた。その顔には珍しく、真剣な表情が浮かんでいる。

「譲る？」

「ええ、このままだとミシェルちゃんは権力争いに巻き込まれてしまう可能性がある。そこで、今回は私の策をプリシラが実行したことにして、彼女の功績にしておくの」

「ふむ……？」

　そうすれば、ミシェルちゃんの功績は人に知られることがなくなり、今まで通りに過ごせる。

　逆にコルティナとプリシラは災獣討伐の功績で注目されるだろうが、そこは元英雄と現隠おん密みつ。言い訳はどうとでもなる。

　俺としてもあまり派手なことにはしたくなかったので、これには同意しておくことにした。

　あとでミシェルちゃんとレティーナにも、口をつぐんでもらうよう言っておかねばならないだろう。
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　結局その日は花畑の見学だの、植物に関する説明会だのを聞く余裕はなく、その足で首都に戻ることになった。

　一応、中断扱いなので、もう一度遠足に出ることはあるだろうが、その日程は未定である。




　コルティナの自宅に戻ると、フィニアが風呂を沸かして待っていてくれて、食事の準備も整えてくれていた。

　すぐに汗を流し、食事できるのはありがたい。彼女の気配りに感謝の言葉もなかった。

　埃ほこりと草の汁と血の滲にじんだ水にまみれた身体を、温かいお湯で洗い流し、朦もう朧ろうとした頭のまま食事を済ます。

　コクコクと舟を漕こぎかけながら食事して、着替えたあとは一目散にベッドに倒れ込む。

　遠足で結構な距離を歩いた疲労と、山蛇討伐。さらに崖にぶつかったり、川に落ちて気絶したりと、正直ハードな一日だった。

　体力も限界に近く、頭の中に霧がかかったように思考がはっきりとしない。そんな中で思い出すのは、やはり昼間見た花畑の見事さである。

　素晴らしい光景だった。これはもう一度見にいかねばなるまい。そして全身でその中に倒れ込み──

「って、違うだろおぉぉぉぉぉぉ!?」

　不意に正気を取り戻し、俺はガバッと跳ね起きた。

　そうだ、俺は何を考えていた？　花畑でキャッキャうふふ？　冗談じゃない！

　俺が目指すは、あくまで英雄の姿。そこに花畑だのモフモフだのは存在しない。

　だというのに、最近はなんだ？　カッちゃんを頭に載せてその感触を楽しみ、ハイキング気取りでミシェルちゃんたちと狩りにいき、花畑で少女のようにはしゃいで回る。それは明らかに、俺が目指している姿とは方向性が違う。

「鉄と血に塗まみれたハードでストイックな世界はどこに行った？」

　そうだ、俺は遠足に出る前、自身の腕が鈍なまっている感覚を受けていた。トレーニングが足りないわけじゃない。この環境が鋭敏な感覚を鈍らせているのだ。

　コルティナに守られ、フィニアに世話を焼かれ、愛らしい友人たちと共に過ごす。それは決して悪いことではない。

「だからといって、彼女たちを放置して武者修行に出るとかあり得ないし」

　ミシェルちゃんもレティーナも、クラウドもコルティナも、フィニアも……おまけでマクスウェルも。

　俺にとっては大事な人たちであることに変わりはない。これを放り出すことなど、できようはずもない。だがこのままでは、俺の緊張の糸は緩みに緩み切ってしまう。

　狩りを繰り返し、実戦を積むことで緊張感を維持しようとしていたが、最近はその実戦が温ぬるく感じている。

「もう少しきわどい戦いが必要なのか？　いや、俺って結構きわどい戦いを繰り返してきてるよな？」

　今日の山蛇との戦いももちろんだが、前世に比べて体格的に虚弱になったため、人ひと攫さらいや暗殺者などを相手にしても苦戦している。

　この街に来て三年、少なくとも三度は危機に陥っていた。それなのに、俺の緊張の糸はどんどん緩んでいる。これはいったい、どういうことか……？

「修羅場の質で言うなら、前世のライエルたちと組む前くらいのものはあるよな。それなのに腕が鈍っている？」

　ベッドの上で座り込んで、腕を組んで首を傾かしげる。生まれ変わる前、ライエルたちと組む前ならば、それくらいの戦いはしょっちゅうあった。

　それを鼻歌交じりに切り抜けてきたからこそ、俺の名は暗殺者でありながら世界に轟とどろいていたのだ。

　そして現在、戦いの難易度でいうなら大して変わらない修羅場を、潜くぐり抜けてきている。それなのに俺の緊張感は緩みつつある。

「……………………わからん」

　実戦の質の問題でないとすれば、やはり俺の内面の問題だろうか？　少なくとも、花畑で歓声を上げるようなありさまでは、目指す姿には到達できない。

「うーん、どうしたものか？」

　原因がわからない以上、対策の立てようがない。むしろ、俺一人の手に負えない状況なのかもしれない。考えてみれば俺は性転換しており、そんな経験を持つ存在なんて、世界で他にいるかどうかもわからない。

　そこで精神的な変化をどうこう言う相談を受けてくれる存在なんて──

「マクスウェルしかいないじゃないか」

　あらゆる魔法を使いこなす英知と、エルフの寿命ですら尽きかねないほどの豊富な経験。その経験から来る知識と知恵に期待するしか、俺に手段はない。

　あの爺じいさんは今の俺をからかって遊んでいる風ではあるが、一応真面目に相談に乗ってくれる……こともある。多分。

　そうと決まれば、明日にでも相談にいくべきだ。

　幸い、今日は遠足だったので明日は代休となっている。朝一で押しかけて、じっくり話を聞くとしよう。




　翌日、俺は朝食を終えるとコルティナの家を飛び出し、マクスウェルの屋敷へと駆け込んだ。

「たすけて、マーくん！」

「誰がマーくんじゃ。少し落ち着けぃ」

　慌てふためく俺に、茶を淹いれながら応えるマクスウェル。なんだかここに来るたびにお茶を飲んでいる気がしないでもない。

　だが今は、それが問題ではない。俺は最近の懸念をマクスウェルに告げた。

　俺の正体を知る唯一の存在でもある。今、相談できるのはこいつしかいない。

「ふむ……環境からの影響が大きいようじゃの」

「環境？」

「お主を取り巻く環境じゃ。コルティナやフィニア嬢がお主を着飾らせ、レティーナ嬢やミシェル嬢と共に幼女としての生活を送っておるから、その影響が精神に馴な染じみつつあるということかの？」

「そんな、バカな」

　今の生活が俺の精神を侵食しているのだとしたら、生活を変えるしかない。それはコルティナやフィニア、ミシェルちゃんやレティーナとも別れないといけないという事実に繫つながる。

　いくら俺の理想とはいえ、それらを捨ててまで目指す価値は……正直言うとないと思う。理想のために友を捨てる。それができない点が俺の甘いところだという自覚はあるのだが、こればかりは性分だ。

「じゃ、じゃあ、逆に言えば力をつけてから、彼女たちと距離を取れば元に戻れるということか」

「レイド、お主は『幼子の習いは棺かん桶おけまで忘れず』という格言を知っておるかの？」

「は？」

「幼少時の生活や教育は、自我に対して大きな影響力を持つという意味の言葉じゃな」

　それはつまり、今の影響は今の俺が死ぬまで続くと？

「だが、俺の中身は二十代だぞ？　転生前を加算すると三十は超えている。今さら精神の影響とか言われても……」

「じゃが今は子供じゃろう。今のお主は、子供という器に前世のお主を無む理り矢や理り詰め込んだ状態に近い。器の形が変われば、否いや応おうなくその形に変化させられてしまう状態にある」

「それって地味に深刻な事態じゃないか？」

「そういう問題も多々あるからこそ、転リーインカー生ネーシヨンの魔法は秘術とされておるのじゃ。じゃが悪いことだけではないぞ？」

　真剣な表情で説明していたマクスウェルは、そこでニヤリと口角を捻ねじ曲げ、悪どい笑みを浮かべた。

　これは前世でも見たことがある表情だ。俺とライエルに女湯を覗のぞけと唆そそのかし、その後の大惨事を引き起こした時と同じ表情。

「今のお主はエリオットを誑たらし込まねばならん。ならば精神の女性化はむしろ好都合と言えるのではないだろうか？」

「言えねぇよ！」

「なに、幼少時の精神的影響は激しく大きいが、矯正できないわけではないぞ」

「そ、そうなのか？」

「悪人とて、罪を償い矯正して世に戻る場合も多いじゃろ？」

「そういえば、そういうパターンも……いや、しかし──」

「ワシもコルティナが悲しむのは本意ではないぞ。男に戻ったお主が、オネエ言葉になっていたら悲しむじゃろ？　じゃからこれは一時的な処置に過ぎん」

　真剣な表情で俺を諭すマクスウェル。その表情は一転して、実に真摯なものだった。

　この顔ならば噓うそをついているとは思えない。まあ、前世でもこの顔に散々騙だまされた気もしないでもないが。

「ひとまずはその状況を利用するため、保留ということにしておかんか？」

「爺さんがそう言うなら。だが本当に困ったら、マジで相談に乗ってくれよ？」

「任せておけぃ」

　ドンと胸を叩たたいて請け合ってみせる。本当にこれでよかったのだろうか？




　とにかく、ひとまずは様子見ということで話はついた。そうと決まれば、現状でできる範囲で自身を鍛えるしかない。

　クラウドとの夜間訓練は、パーティを組むようになってからあまりやっていない。学院生活にクラブ活動、放課後の狩り、そのうえ夜間訓練ともなれば、俺の負担がやはり大き過ぎるからだ。

「今日は俺の都合で狩りは中止にしちゃったし……生活の掛かっているクラウドには悪いことしたかな？」

　彼は狩りによる収入で独り立ちに備えている。

　その他の食肉に使えそうなものは、土産として持ち帰っては孤児院の仲間に振る舞っている。それが彼の生活を支えていると言っても過言ではない。

　遠足の中止に続いて、今回の俺の個人的事情による中止。大物をその前に倒していたとはいえ、大人数で生活している彼はその貯蓄もそろそろ枯渇する頃だろう。

「今度は、きちんと儲もうけのいい冒険に連れていってあげないと。ん？」

　そこで俺は思わぬ人物を目にした。それは街中を一人で散策するエリオットの姿だ。

　もちろん彼が単独で街に出るはずがない。いつ狙われてもおかしくない身の上だ。今もどこかでプリシラが見張っているのだろう。

　しかし他に知人もいないこの状況、実はチャンスではなかろうか？

「……誑し込むなら、今のうち？」

　周囲におそらくプリシラ以外の知人はいない。それはマクスウェルもいないということだが、はたして俺の判断で接触していいものかどうか。

　だが考えている間にも、誰かと合流してしまう可能性もある。ここは即断即決が要求される場面だ。

「ええい、どうせやるなら早い方がいい！」

　俺は小さくそう呟つぶやくと、姿を隠してから指輪の力を使用して、こっそりと姿を変えたのだった。




　ラウムは森王国と呼ばれるだけあって、多彩な植物に囲まれている。それは、豊富な果実が流通していることにも繫がる。

　北部三か国連合の王宮に篭こもりっきりのエリオットにとって、珍しい物も多い。

　ただの街の果物屋に、王宮ですら食べられないような珍妙な果実が並ぶ。その光景に彼が足を止めてしまうのも、無理もないことだろう。

　俺は大人の姿になって、意図的に彼のそばに近寄り、星形の果実を一ひと篭かご購入した。

　本来なら剝むき出しの肩を接触させたりしてアピールするところだが──生前はそういう行為にときめいたりしたものだが──今の俺の身体は幻覚である。

　不用意な接触から、幻術で姿を変えていることを悟られるのもよくないので、近付くだけに留とどめておく。

「おじさん。これ、一盛りください」

「はいよ。お、別べつ嬪ぴんのお嬢さん、ここらじゃ見ない顔だね？　似たような子はいるけど」

「最近街に来たばかりなんですよ」

　こらオッサン、お前が引っかかってどうする。仕方ないので俺はできるだけ何気ない仕草で、隣に立つエリオットに視線をやり、持てる限りの笑顔を送ってやった。

　自分でも鳥肌が立ちそうなほどの満面の笑み。むろん幻覚なのだが、この幻覚の表情は俺の表情と連動している。つまり、これは俺の未来の表情でもある。

「すみません、割り込んでしまいましたか？」

「あ、ああ。いえ、お気になさらず。品を見ていただけですので」

　顔を赤らめて、エリオットはつっかえながら返事をする。これはなかなかいい反応かな？

　事実エリオットは、俺の顔をマジマジと眺め、見入っていた。少しばかり不ぶ躾しつけなほどだ。

「あの、なにか？」

「あ、いえ！　その、知人によく似ていらしたので」

「そうなんですか？　よくある顔だと思いますけど」

「そのようなことは！　むしろあなたのような方がよくいらっしゃると、男としては目のやり場に困ってしまいますよ」

「それは、いい意味で？」

「もちろん」

　少し気取ったような言葉遣い。言葉に棘とげがないところを見ると、摑つかみは上々というところだろうか。とりあえずは最初の一手だ。まずは世間話くらいはできる程度には、仲を進展させねばなるまい。

「珍しい果物が多いですからね。私もつい買ってしまいました」

「そうですね、この星型の果実は実に珍しい。私の故郷では見かけない品です」

「あら、こちらにお住みではないのですか？」

「ええ、北部の田舎出身ですよ。不調法があればお目め溢こぼしを」

「私も田舎出身だから気にしなくていいですよ」

「ほう、以前はどちらにお住まいで？」

　この質問に、俺はどう答えるか、一瞬逡しゆん巡じゆんする。

　生前の俺は大陸南東部のアレクマール剣王国出身だ。だが今は北部三か国連合王国出身。ここで会話を繫つなぐためには、北部と答えた方が印象がいいか。

　俺がそう考えたところで、その間をエリオットが勘違いした。彼は俺が警戒していると思ったのか、慌てたように手を振ってみせる。

「あ、いえ、別にあなたの故郷を探ろうとか、そういう意図があった質問では──」

「いえ、そうでは……その私も旧トライアッドの出身です」

「おお、同郷の方でしたか」

「ええ、サイオン連峰の麓の寒村出身です」

　サイオン連峰は北部三か国連合の北の果て。邪竜によって真っ先に滅ぼされた地域だ。

　ここ出身と聞かされて深く追及してくる者は、あまりいない。

「サイオンの？　では邪竜の被害に？」

「ええ、村はすでに」

「それは、申し訳ないことをお聞きしました」

「いえ」

「はいよ、星リンゴ一篭、お待ち」

　そこで店の主人が星形の果実を袋に詰めて戻ってきた。

　俺はそれを受け取り、代金を渡す。身体と幻術に差が存在するので、微妙なタイミングのずれが発生し、主人が少し妙な顔をするが、俺は笑顔を向けてごまかすことにした。

　そしてここで、あえて素っ気ない態度を取って、すたすたとその場を立ち去ろうとする。

　今日が初対面という設定なのだから、あまり深入りするのも不自然。今日のところは顔を繫ぎ、次に会った時に挨拶を交わす程度の仲を持てればいい。そう考えたからである。

　だがエリオットは慌てた様子で、俺の後を追いかけてくる。

「待ってください！　先ほどの失礼のお詫わびをさせてください」

「お詫び……ですか？」

　思わず振り返りそう問い返してしまった。エリオットの顔はいつも以上に強こわ張ばっている。

「ええ、そこのカフェでお茶でもどうでしょう？　無論お代は私が」

「え、初対面の方に、申し訳ありませんわ」

　ここでマクスウェル直伝の淑女レデイの仕草。少し身をよじらせ、驚いたように口元に手をやる。

　反対側の手は身を護まもるかのように、胸元へ……やりたかったが、こっちは果物を抱えていたので断念。

　そんな俺の態度を見て、エリオットは下心を疑われたかと勘違いしたのか、慌てて言葉を繫ぐ。

「ああ、その！　もちろん、お嫌なら無理にとは申しません。あくまでお詫びですので」

　エリオットの顔は、俺が今まで見たことないくらい紅潮していた。いくらなんでもこれは……体調が悪いんじゃないか？

「あの、お顔が赤いようですけど、体調がすぐれなかったりしませんか？」

「いえ、これはあなたを前にして緊張しているだけですよ。私は至って元気です。体調の方は万事順調です」

「ならいいのですが──」

　そこで少し考える。ここで俺は、挨拶を交わす程度の仲になれれば、それでいいと考えていた。それ以上は、マクスウェルの判断を仰ぐ必要性もあるかもしれないからだ。

　しかしエリオットの反応は、俺の想像以上に好感触だ。この機会を逃すのはもったいないかもしれない。

　生前の俺は、こういう機会をことごとく見逃してきた……らしいのだから。

「そう、ですね……あの……」

「なんでしょう？」

「私、結構大食いですよ？」

　少し胸を張るような体勢で、そう宣言してみせた。ついでにドヤ顔のおまけ付きである。

　これは無論、噓だ。俺の食欲なんて平均的な児童の半分もない。エリオットをリラックスさせるための、ちょっとした冗談に過ぎない。

　しかし、そんな仕草の効果もあったのだろう。エリオットはそんな俺を見て、小さく噴き出したあと、貴族式の礼を返してきた。

「問題ありません。あなたの笑顔のためならば私財すら投げ打ってみせましょうとも」

「いくらなんでも、そこまで食べたりなんてしません！」

　いくら冗談でも、エリオットの身しん代だいを潰すほどとなると、明らかに自分の体重よりも食わねばならない。

　彼の冗談返しに、俺は憤慨した顔をしてみせたのだった。




　何の因果か、エリオットとお茶する羽目になった。それもこれも、今後コイツに色目を使われなくするためだ。

　そのために、色目を使われる役を演じるというのは、どうにも本末転倒のような気がしないでもない。どうしてこうなったのか……いや、明らかにマクスウェルのせいなのだが。

　エリオットの最近のおすすめというカフェに入って、エスコートされるままに席に着く。その店は落ち着いた雰囲気の、いかにも『隠れた名店』という感じの店だった。

　艶のあるクルミ材の内装が、通りに面しているにしては、なかなかに渋い。店内を漂う香ばしい焙ばい煎せんした豆の香りも、実にいい。

　対面に座るエリオットはやや不本意そうな俺とは対照的に、満面の笑みを浮かべている。

　俺は、そんな彼を無視してテーブルに置いてあったメニューから早速注文を飛ばした。

「あ、スロトベリーパフェ、ください。あとキャラメルマキアート」

　この店内に漂う香りからして、豆茶が売りの店なのはわかっているが、せっかく甘い物を堪能できる好機なのだから、逃すのは惜しい。

　この身体ならば、問題なく注文できるのは、転生してからの数少ない長所だ。いや、今は大人の姿にはなっているけど。

　もしこれがレイドの姿だったら、どんな噂うわさが流れるかわかったモノじゃない。少なくともその噂の内容は、俺の目指すストイックな戦士からは、遠ざかるはず。

「私は豆茶を、ストレートで」

　ミルクや砂糖を入れることで味を調整する豆茶だが、良い豆を使っている場合そのまま飲む方が美味うまい……らしい。

　この店はそのまま飲めるだけの品質を誇っているという証拠なのだろう。それに、地味に味にうるさいエリオットが注文するのだから、折り紙付きと予想できる。

「苦いのに」

「ここの豆茶は風味がいいので、そのままでもイケますよ。今度ぜひお試しください」

「そのうちにね」

　奴のおすすめとはいえ、甘党の俺がそれを頼む可能性は、皆無に等しい。一人で来るならまず甘かん味みを注文する。

　それはそれとして、せっかく二人きりなのだから、会話を弾ませねばなるまい。

「北部の出身とおっしゃってましたけど……あ、その、そういえば今さらですが、お名前は？」

「ぷっ──あはははは！　本当に今さらですね！　いや失礼。私はエリオットと申します」

「私は……えっと……」

　そういえば偽名とか考えてねぇや。そうだな、温泉街に行った時に護衛してもらった、エルフのお姉さんの名前を借りるか。

「警戒していらっしゃる？」

「あ、いえ。私はハウメアと申します」

　俺が口篭もったことを、警戒していると勘違いするエリオット。まあ、この状況で警戒しない女はいないんじゃなかろうか？

　ともかく、こうして互いに名乗り合う程度の状況は作ることができた。

　あとはエリオットをこの姿の俺に惚ほれさせれば、元の俺ニコルに対する興味は相対的に薄れるはず。

「私は出身地を明かしたのに、エリオットさんは教えてくれないんですか？」

「おっと、これは失礼を。私はトライアッドの首都出身ですよ」

「トライアッド……あの邪竜に襲われた!?　あ、これは申し訳ないことを」

「いえ、お気になさらず。過ぎたことですので」

　白々しくも驚きよう愕がくの表情を浮かべる俺。もちろん、エリオットがどこで生まれ、育ってきたかは嫌というほど熟知している。

　それに崩壊した故郷を思い出させることは、彼にとっても気持ちのいいものではないのも知っている。

　しかしここは、あえてそう尋ねることで会話を俺の謝罪へと誘導し、彼に主導権を持たせた。この会話術は、マクスウェルからの受け売りだったりする。

「本当に申し訳ありませんでした。不快な思いをなさったら、謝ります」

「いえ、本当にもう大丈夫です。幼い時はさすがにきつかったですが、今はもう……それに二十年は経たってますから」

「もうそんなになるんですね。ずっとトライアッドでお暮らしに？」

「いえ、一時的に首都から離れていましてね。おかげで災厄からは逃れることができましたよ」

「それは不幸中の幸いでしたね」

「ええ、おかげで有名人とも面識を得ることもできましたし」

「有名人？」

　尋ねてみたが、誰のことかは想像ができている。もちろん、俺たちのことだ。ここはスルーしてもいいのだが、エリオットから見た俺たちの話も聞いてみたい。

「ええ、なんと六英雄ですよ。あの災禍のおかげで、ずいぶん助けていただきました」

「まあ！」

　驚いた振りをしつつ、口元に手をやって演技してみせる。この仕草もマクスウェルの監修済みだ。

　そこでカフェのマスターが注文の品をテーブルに運んできた。俺は遠慮なく、そのパフェにスプーンを突き刺す。

　大きめの器にこれでもかと盛られたクリームを掬すくい取り、口元に運ぶ。

　ふんわりとミルククリームの甘味が口いっぱいに広がり、続いてかけてあるストロベリーソースの酸味が甘味を覆い隠していく。実に美味だった。

「あ、おいし──」

「お気に召していただけたようで、何より」

　匙さじを咥くわえたまま、予想外の美味さに思わず言葉が漏れた。

　だが、なんとなくエリオットの手の平の上で玩もてあそばれている気がしたので、少し表情を険しくするが、それも一瞬。

　出来のいい甘味の味に、自然と表情が蕩とろけてしまう。新鮮な苺いちごの酸味と甘いミルククリームに、思わず我を忘れて陶然とする。

「ハッ!?　そ、そうです、六英雄のお話を……」

「フフ、食べ終わってからでもいいんですよ？」

「いえ、聞ける機会にぜひお願いします」

「では……」

　甘味に意識を持っていかれた俺が可お笑かしかったのか、笑いを堪こらえながらエリオットは話を続けた。

　ライエルやガドルス、そして俺の功績や、表では語られない失敗談を面白おかしく紹介していく。

　一見すると、仲睦むつまじい男女。そんな時間を意図的に演出していく。その時、俺は鋭い視線を感じ取った。

　針のような鋭い視線。どこから発せられているのかはわからないが、明らかに見られているとわかる。そしてそこには、微量の殺意も混じっていることも。

「ん？」

　視線の殺意に、思わず口に出してしまった俺を、エリオットは不審そうに見つめた。

　この視線はおそらく、彼を狙った刺客のものではなく、あの隠おん密みつ──プリシラのものに間違いない。

　ここで割り込まれて、せっかくの計画に水を差されるのも困る。俺はそう思案し、会話からエリオットの行動を誘導する。

「あの、その……誰かに見られている気がしたもので」

「え？　ああ、それは、その……少し失礼します」

　多少口くち篭ごもったあと、引きつった笑みを浮かべてエリオットが席を立った。

　そして店の隅に設置されたトイレへと向かっていく。同時に俺に向けられた視線の気配も消えた。

　おそらくはそこでプリシラに指示を出すつもりなのだ。彼女には実に悪いと思うが、また襲い掛かられてはたまらない。

　ここはエリオット本人の口から、動きを制限してもらおう。

　しばらくしてエリオットはトイレから出てくる。同時に、再び俺への視線を感じ始めるが、そこに潜んでいた殺意は消えていた。

「お待たせしました。いや、最近少し冷えますね」

「初夏ですけど？」

「あ、いや。昨夜寝冷えしてしまいましてね」

「まるで子供みたいですね」

「まったく面目ない」

　乾いた笑顔を浮かべてごまかすが、俺にはお見通しである。

「そうそう、覚えている範囲ではライエル様は、それほどお酒には強くなくてね。本人はそこそこのつもりでおられたようだが」

「そうなんですか」

「逆にマクスウェル様とガドルス様は底なしで──」

　エリオットの話は六英雄のすべてに及んでいたが、中でも俺の話は圧倒的に少なかった。考えてみれば、俺が死んだ時、エリオットはまだ五歳そこそこ。覚えている方が不思議だ。

　逆に言えば、エリオットは俺の弱みを知らず、ライエルたちの弱みを知っている可能性もある。これを利用しない手はあるまい。

　それにしてもライエルが酒に弱い？　俺よりは強かった記憶があるのだが……実はこのお坊ちゃん、結構な酒豪だったりするのかもしれないな。

　しかし、ライエルの弱みはマリアから聞いていたが、ガドルスのとなると、俺もあまり聞いたことがない。

　そうやって聞き手に回ると同時に、俺の食べる手も次第に鈍ってくる。幻覚で大人に見せかけているとはいえ、実際の俺の身体は少女のまま。

　しかも成長不良で胃袋は小さいままだ。パフェ一つすら、結構なボリュームに感じられてきた。

「むぅ、実に効率的な胃袋が恨めしい」

「おや、もう満足なさいましたか？」

「自分では結構大食漢だと思っていたのですが、そうでもなかったみたいですね」

　ここに誘われる時に口にした言葉を利用して、口元に手を当てアザとさを演出してみる。

　俺的にはミシェルちゃんみたいな元気な食べっぷりをする女の子が好きなのだが……そういえばコルティナも結構な大喰ぐらいだったよな。俺がフラれた時も、やけ食いしてたらしいし。

「これは大食漢どころではないくらいの少食だと思いますが」

「残念、エリオットさんのお財布にダメージを与えられませんでしたね」

「アハハ、それは幸運だ。ではまたの機会に再挑戦なさいますか？」

「ええ、ぜひ。むしろこちらからお願いしたいくらいですよ」

　そうは言いつつ、俺は自分の住所を教えなかった。

　もちろん、俺の住所とはコルティナの住所でもある。教えるわけにはいかないからだ。

　逆にエリオットは現在の住所を俺に教えてくれた。そして俺の連絡先を無理に聞き出そうともしなかった。この辺りは、彼も紳士である。

「では、近いうちにお会いできることを祈ってます」

「そうですね、エリオットさんがよろしければ、またご連絡させていただきますわ」

「その時は喜んで」

　本来なら握手の一つでもして別れたいところだったが、俺の手の大きさは、幻覚と現実の差が大きい。

　今の俺の身長は百三十センチ程度。幻覚で見せているのは百五十センチを超える程度の身体だ。

　その差二十センチというと、手の大きさにも結構な違いが表れてくる。

　しかも子供の手と、大人の女性のしなやかな手では形にも違いが出る。触れられると気付かれる危険があった。

　二人並んで店を出て、軽く一礼してから別れる。くるりと、意図して軽めの足取りを装い、好感触をエリオットに植え付ける。それと同時に俺は気配を探っていく。

「案の定……つけてきてるな」

　後方から視線が一つ。おそらくはプリシラだ。

　俺に関してエリオットから警告が出ているにもかかわらず、後をつけて正体を見極めようというのだろう。

　仕事熱心と言えなくもないが、今回に関しては面倒だし、どんな暴走をしでかすかわからない。

　時刻は夕刻。人通りも多くなってくる時間帯。

　俺はあえて人ごみを縫うように歩き、店に出入りして尾行を撒まきにかかる。

　プリシラも見失ってはなるものかと必死で食らいついてきたようだが、いかんせん一人では限界があった。

　やがてその視線は俺の背後から消え去り、追跡者の気配は消えていた。

　念には念を入れ、さらに何度か店を出入りして追跡の有無を確認し、完全に見失ったと確信してから、人ひと気けのない路地へと移動した。

　その後、周囲に誰もいないのを確認してから、俺は幻覚を解き、元の姿に戻る。

　周辺から驚愕の気配も伝わってこなかったので、問題なく尾行を撒いたようだった。

「やれやれ。とりあえずこれで、第一弾は成功かな？」

　エリオットから好感触を持たれ、再会を約束させた。

　惚れるほどではないだろうが、好意を持たれた自信はある。

　この次はどうするべきか、またあとでマクスウェルに相談しにいかねばならないだろう。




　コルティナの家に戻った俺は、即座に迎えに出たフィニアに荷物を預け、そのまま足早に奥のトイレに駆け込んだ。

　我慢はもはや限界に近い。扉を叩たたきつけるように閉めたあと、便器の上に覆いかぶさるように俯うつむき、盛大に……嘔おう吐とした。

「うええぇぇぇぇ」

　いくら今後のためとはいえ、これはキツイ。

　男に、それも顔見知りの青年に媚こびを売り、上目遣いや猫ねこ撫なで声ごえをフル活用して好意をねだる。そんな行為に、俺の精神はこれ以上ないくらい、ダメージを受けていた。

「うう、なんというか……こんな芝居をまだ続けないといけないと思うと、気分が悪い」

　水を流して汚物を処理し、便座に座り込んでぐったりとうなだれる。

　エリオットと別れるまでは必死だったので、まだ平気だった。

　撒いたあとも、しばらくは今後の展望を推測することに必死で、平気だった。

　しかし時間をおくにつれ、己の媚びた態度が思い出され、精神が削れていく。

「……にげたい」

　俺は今、心の底からそう思っている。

　しかしそれは、仲間であり両親でもあるライエルたちを悲しませることに繫つながるので、今はできない。

　どうにも陰鬱な気分でうなだれていると、扉が激しく叩かれた。

「ニコル様、どうかなさったのですか!?　具合でも悪いのですか？」

　どうやら、荷物を押し付けられたまま玄関に放置されていたフィニアが、俺の異常を察して駆けつけたみたいだった。

　あまり心配をかけるわけにもいかないので、俺は口元を拭ってから、扉を開ける。できるだけ、何気ない素振りで。

「大丈夫、なんでもないよ？」

「でも先ほど、その……」

「あ、うん。ちょっと吐いちゃっただけ。昔からそういうの多かったでしょ？」

　身体が弱いというのは、こういう時の言い訳に便利だ。

　魔力畜過症はすでに完治しつつあるが、それでも俺の身体がか弱いことには変わりない。

　それでも糸による身体強化や、瞬間的な機動力を活いかして、大の大人に匹敵するほどの戦闘力を持つまでに至っているが、あくまで短時間でのことだ。

　体にかかる負担が増えた分、耐久力や持久力的には、むしろ平均を下回っている。

「それは、そうですが……ハッ!?」

　心配そうに俺を見ていたフィニアが、唐突に何かを思いついたような仕草をした。

　そして俺の後ろに回り込み、腰の辺りをしげしげと眺める。

「え、なに？」

「いえ。ニコル様も、そろそろそういうお年頃かと思いまして」

「そういう？」

「ほら、生理とか？」

「ないから！　断じてないから！」

　確かに俺ももう十歳。早い子なら来ないこともない年齢である。

　いや、それが俺に、なんて考えると、また気分が悪くなってきた。

「なんか、もう……寝る」

「え？　ああ、お疲れなんですね。ベッドメイクならすでに済ませてますので、夕食までお休みください」

「うん、ありがと」

　それにしても、あと数年もすれば俺にも……ああ、ホントにもう──

「冗談じゃない」

　口の中でそう吐き捨て、俺は部屋へと引き上げていったのだった。




　翌日。いつもならば校庭の隅の芝生で、ミシェルちゃんとレティーナ、マチスちゃんと一緒に昼食を取るのだが、その日は別行動を取っていた。

　具体的には、魔術学院の理事長室に押しかけたのである。

　ミシェルちゃんたちは一緒に来ていないが、カッちゃんはいつものポジション……即すなわち俺の頭の上に載っかっている。

　すれ違う生徒がギョッとしたような様子を見せるが、それが俺だとわかると納得した顔で妙にふやけた顔をして見送っていく。

　男子は頰ほおを紅潮させたような、女子はまるでお菓子を食べている時のような蕩とろけた表情。カッちゃんを頭に載せた俺は、そんなに珍妙か？

　理事長室の重厚な扉を強くノックして、返事を待たずに中に入る。

「よう、邪魔するぜ」

「返事くらい待たんか、このバカ者め」

　立場上は学院の理事長と一生徒。その格差は比較するまでもない。

　だが俺も周囲に視線がないのは確認済み、今さらかしこまる間柄でもない。

　つかつかと壁際の書棚に歩み寄り、そこに隠してあったクッキー缶を探り当てる。少々高い位置にあったので、爪先立ちになって引っ張り出したところが、格好がつかない。

「あ、こら！　それはワシの秘蔵の……」

「いいだろ。可愛かわいい娘に奢おごるくらいの甲か斐い性しようは見せろよ」

「自分で可愛いと言うか。お主も馴な染じんできたの」

「ヤメロ、それで少しばかりナーバスになっているんだから」

「ほう、何があったのじゃ？」

　半ば自爆気味に自白した俺は、正直に昨日の出来事をマクスウェルに報告した。

　街中で散策するエリオットに大人の姿で接触し、好感触を得たこと。そしてその自分の姿に激しい嫌悪感を抱いたこと。

　会話を誘導され、フィニアに生理を疑われたことまで自白する羽目になってしまった。

「くっくっく、それにしてもフィニア嬢は……なんという勘違いを、いや、確かにあと数年でそういう事態もあるじゃろうが……グッジョブ！」

「グッジョブじゃねぇ!?　とにかく、少々先走り気味だったが、そんな感じでファーストコンタクトは成功したから」

「ふむ。で、次はいつ会うんじゃ？」

　そこまで言われ、俺はエリオットの住所は教えてもらったが、俺への連絡法を一切伝えていないことに気付いた。

　これではエリオットが会いたいと思っても、俺に伝わらない。

「これじゃ、俺から会いにいくしかないじゃないか」

「お主、妙なところで抜けておるのぅ……」

　マクスウェルは溜ため息いきを吐ついて、肩を落とした。少なくとも、エリオットは俺への連絡手段を持たない。それは押しかけられる心配がないことに繫がる。

　つまり、俺の変装であるとバレる心配がない。

「そう考えれば、悪いことじゃないよな？」

「結果的にじゃがな。まあ、出会いの主導権を握っておると思えば、悪くはない」

　マクスウェルは大きな事務机の上に置いてあったティーカップから、一口茶をすする。

　カップから漂ってくる香りは、実に香り高く、美味うまそうだった。

「俺にも茶くれよ」

「なんだか、今日はやけに荒すさんでおるのぅ？」

「ちょっと思うところがあったんだよ」

　妙になよなよした最近を思い出し、決意を新たにしたのが昨日。

　その決意も一日と持たず、男を誑たらし込むという羽目に陥った。いや、自分で判断してやったことではあるのだが。

　そういった行為を洗い流すかのように、今日の俺は自身の仕草に、いつもよりも男を意識していた。

「正直、初心を忘れかけていたので、しばらくは男らしく生活したいんだけど」

「じゃが初手は好感触だったのだろう？　ならば畳みかける攻勢こそ好手」

「それはわかってはいるんだが……気が重いなぁ」

　マクスウェルはそうアドバイスしながらも、水差しから耐熱ポットへと水を注ぎ、魔法を使って湯を沸かす。

　そのまま引き出しから茶葉を取り出し、ポットへと注ぎ、俺に茶を振る舞ってくれた。というか、蒸らせよ。大おお雑ざつ把ぱな爺じいさんだな。

　茶葉をあとから入れたのは魔術で湯を沸かす時に茶葉が焦げてしまうからだな？

　その間に俺も、茶菓子用の小皿を見つけ出し、そこに奴秘蔵のクッキーを盛り付ける。どうやら生地に紅茶の葉を練り込んだ珍しいモノらしい。

「まあいい。なら早くことを済ますとするか」

「いや待て。ここは少しじらすのも悪くないかもしれん」

「どっちだよ!?」

「駆け引きというやつじゃよ。思いを募らせる時間も必要じゃろう？」

「そういうモノか？」

「コルティナがそうじゃろ。二十年越しのお主にメロメロじゃ」

「だといいんだが……いや、いいのか？」

　確かに転生してから、コルティナの仕草には生前にはなかったモノがある。むしろあそこまで一いち途ずだったのかと、驚きよう愕がくすらしていた。

　それが時間を置くという行為の成果ならば、確かに効果的かもしれない。

「でもそれほど長く間を置く気はないぞ？　俺はほら、育ち盛りだし？」

「あまり育っては……いや失礼。それは無論じゃな。何年も放置してお主の姿が変身後の姿に追いついても困るからな」

　今の俺は十歳。変身後の姿は十代半ばから後半。育ち盛りだからこそ出せる外見差だ。

　逆に言えば、あと五年もすれば、俺はあの姿に追いついてしまう。そうなれば、今回の企たくらみは水泡と帰す。

「年単位の時間は必要あるまい。感触が良かったのならせいぜい数日。いや、来週までは引っ張るか」

「ふむ？」

　一週間後の再会ならば、空白期間として適当かもしれない。

　むしろ翌日に会いにいったら、がっついた印象を与えてしまう可能性もある。

「なるほどな。なら来週に奴の家に会いにいくか」

「ならメッセンジャーを務めてやろうか？　街で待ち合わせなども悪くない手じゃぞ」

「その辺の調整は任せるわ」

　次から次へと手を考えるマクスウェルに、呆あきれた息を吐きつつ、茶をすすりクッキーを口に運ぶ。

　淹いれてくれたのはなかなか良い茶葉のようで、鼻に抜ける香気が疲れを癒いやしてくれる。

　茶葉を練り込んだクッキーも香ばしさを増し、食欲を増進させた。

「……おいし」

　口が小さいので一口で食えない。ポリポリとクッキーを齧かじる俺を見て、マクスウェルは机に突っ伏して笑いを堪こらえていた。

「なんだよ？」

「その仕草で『男らしさ』を語られてものぅ……どこの小動物かと思ったわぃ」

「うるせぇよ」

　俺は茶でクッキーを流し込み、ついでに頭上のカッちゃんにもクッキーを差し入れる。すべて食べ終えたあとは、用は済んだとばかりに理事長室から飛び出していった。

　あれ以上一緒にいると、何を言われるか、わかったモノじゃない。




　　　　◇◆◇◆◇




　飛び出していったレイドの姿を見て、マクスウェルは大きく溜息を吐いた。

　どうやら彼の真意は悟られていないらしい。

「気付かれていないのは重畳じゃが……あの朴念仁、いい加減学ばんものかのぅ」

　今回の策、レイドに男を誑し込むという行為をさせることで、女としての視点に気付かせる意味もあった。

　つまり、何気ない仕草から相手の好意に気付くように、特訓をさせていたのである。

　かつてのレイドの死も、元を糺ただせば彼の朴念仁振りがきっかけになっている。

　女心を解さぬ彼の行為で互いにフラれたと勘違いし、ガドルスの余計なおせっかいを呼び込んだ。

　そしてそのおせっかいの結果、魔神の召喚に立ち会ってしまい、命を落としたのだ。




　もしガドルスが、おせっかいを焼かなかったら？

　もしコルティナが、レイドの無作法に寛大だったら？

　もしレイドが、コルティナに気を遣い、理想的なプロポーズを行っていたら？




　前世での惨劇は起きなかっただろう。だが前世からレイドという男は、いてほしい時にその場にいるという、不思議な巡り合わせを持っていた。

　ひょっとすると別の運命に導かれてあの村にいたのかもしれない。

　それでも、マクスウェルにとって、見ず知らずの村人より仲間の方が重要である。結果として村が一つ滅んだとしても。

　すべては済んだことではあるが、また同じことが起きないとも限らない。転生してもレイドの巡り合わせの良さ、いや悪さというべきか、その特性は十全に発揮されている。

　また妙なトラブルを呼び込む前に、コルティナとよりを戻してほしい。

　それに彼としても、ケンカ仲間であるコルティナには幸せを摑つかんでもらいたいと思っている。だからこそ、レイドの朴念仁矯正を目指し、今回の策を考えたのだった。

「エリオットの半分でも女心がわかるようになれば……と思っておったが、エリオットの奴も結構『アレ』じゃなぁ」

　彼も彼で、もう少し積極的に迫るかと思えば、意外と奥手な一面を見せている。

　どうやら幼少時から王宮で過保護に育てられた影響で、女性が苦手になっているようだ。

　大仰な仕草で気取ってはいるが、それは女性の扱いのわからぬ素人振りをごまかす演技のように思われる。

　それに──

「プリシラ嬢ちゃんにあそこまで慕われておるのに、気付かんとはな……まるでレイドではないか」

　個人の時間を削ってまで護衛に奔走し、近付く女性には変質的なまでに敵意を抱く。

　そこには仕事以上の感情があると、マクスウェルは見抜いていた。

「朴念仁を使って、朴念仁を教育する、か。それもまた、面白いかもしれんな。本当にあやつらといると退屈せんわい」

　レイドの復活から、急に活気を取り戻した仲間たち。

　無論、ニコルがレイドであることは気付かれていないが、それでも十年間の停滞した関係よりも遥はるかに良好になっている。

　そんな仲間たちを微笑ほほえましい気持ちで眺めている、そしてその立ち位置を非常に気に入っているマクスウェルだった。
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　夜になって夕食の時間になった。

　精神的に疲れていた俺は、フィニアの作った料理に舌鼓を打ち、コルティナたちと他た愛あいもない会話を楽しむ。

　ストイック路線への回帰を目指してはいたが、これくらいの楽しみは許されるだろう。

「それでニコルちゃんってば、私の話を盗み聞きして、そのまま山蛇を倒しに行っちゃったんだよ」

「まあ！　相変わらずニコル様は油断も隙もありませんね」

「いや、提案したのはミシェルちゃんだし。わたしは主導してないし」

「そうやって人のせいにしちゃって。しかも本当に倒してきちゃうから困るんだよなぁ」

「それもまたニコル様らしいですね。無む茶ちやを無む理り矢や理り押し通しちゃうんですから」

　フィニアまで呆れたように口にするのは、さすがに参った。

　俺は呻うめくようにテーブルに突っ伏し、睡眠前に入れてくれた蜂蜜入りのミルクをすする。

「フィニアまで怒らなくてもいいじゃない。もうたっぷりコルティナに𠮟られたし」

「ニコル様、そういう問題じゃありませんよ？　これがライエル様の耳に入ったりしたら──」

　フィニアが言葉を濁したところで、玄関の扉を叩く音が聞こえてきた。続いて悲痛ともいえる叫び声も。

「ニコルゥぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ!?」

　その声には無論聞き覚えがある。前世では散々聞いた声だし、今世でもそれなりに聞いている。言わずと知れた、ライエルの絶叫だ。

「フィニア、『噂うわさをすれば影がさす』っていう格言を知ってる？」

「でもライエル様は三日に一度はいらっしゃいますし……そろそろ来られてもおかしくない頃合いですよ？」

　ライエルたちが以前この家を訪れたのは、遠足の前夜。ちょうど三日前に当たる。

　フィニアの言う通り、そろそろ押しかけてきてもおかしくないのだが、このタイミングの悪さはどうだろう？

　マリアの負担もあるので、転移魔法による来訪は以前より回数が減っている。それでも二、三日に一度。週に三回は顔を出すようにしている辺り、ライエルもマリアも、実にまめである。

　それだけ愛されているとわかる証拠ではある。しかし、子供なら単純に嬉うれしいのだろうが、中身が俺だから微妙な気分だ。

　転移先として指定されているのがマクスウェルの屋敷というのも、回数を減らした遠因だろう。

　転移魔法はあまり大っぴらに使っていいものではないので、転移先をマクスウェルの屋敷に設定している。

　つまり、この二人が飛んでくるたびにマクスウェルが叩たたき起こされるのだ。

　玄関を合鍵で開け、ずかずかと乗り込んでくる二人。その顔は心配と怒りで真っ赤に染まっていた。

「いらっしゃい。パパ、ママ」

「いらっしゃいませ、ライエル様、マリア様」

「ちょっと、せめて家主に断りを入れてから入ってきなさいよ」

　三者三様の言葉で二人を歓迎する。いや、コルティナのはちょっと違うか。

　とにかく、二人が怒っているのは──特にマリアが怒っているのは理解できた。おそらくは山蛇退治の顚てん末まつを耳にしたと推測される。

　俺としてはその矛先を、どう逸そらすかが至上命題になってくる。

「ニコル、正座」

「は？　え？」

「正座」

「……はい」

　矛先逸らしは、最初の一歩すら踏み出すことができずに失敗した。

　俺はマリアの剣けん幕まくに、反論の機会すらなく従う。こうなるとマリアは怖い。それはもう、ライエルよりも遥かに怖い。口答えしようものなら、汚物を見るような目で見つめられてしまうのだ。いや、これは前世のことだが。

「山蛇を倒したんですって？」

「うん」

「子供たちだけで？」

「カッちゃんもいたよ？」

「アレは除外なさい」

　マリアにまでアレ扱いか。カッちゃんも哀れな。

「危ないことしちゃダメでしょ！　心配したじゃない」

「でも勝算は充分にあったし。コルティナの策だから、万が一はあり得ないし……」

「ちょっとニコルちゃん、私を巻き込まないで!?」

　ニヤニヤ様子を傍観していたコルティナは、突然自分の名前が飛び出したことを受けて、大いに慌てた。

　彼女もマリアの怖さを知る一人。ここで余計なとばっちりを受けたくないと思っているだろう。だが死なば諸もろ共ともだ、コルティナよ。策を漏らしたお前が悪いのだ。

「コルティナにはあとで物理的にオシオキしておくからいいの」

「物理的!?」

「精神的にもね」

「ダブルで!!」

　絶望の悲鳴を上げるコルティナ。だがそれを無視してマリアの説教は続く。むしろ、哀切に満ちた声に変わりつつある。これはキツイ。

「ねえ、ニコル。私たちはあなたにすごく悪いことをしたと思ってるの。あなたの身体が弱いのは、幼い頃私のお乳で育てられなかったから」

「それはわたしが飲まなかっただけで……」

　そうだ、あの頃の俺はマリアの胸に吸い付くという行為に遠慮して、半ばハンガーストライキのような状態にあった。

　それが幼少時の成育に影響を及ぼし、俺の虚弱体質の土台を作り上げてしまった。だがそれは、俺が望んでやったことであって、マリアにはなんの責任もない。

「たとえ嫌がってでも、無理矢理飲ませればよかったと何度思ったか。でもあなた可愛かわいさに私にはそれができなかった。結果的に今のあなたは、とても身体が弱くなってしまった」

「だからそれは違うと──」

「幸いあなたは成長すると共に、身体も丈夫になってはきてる。でもそれはあなた自身の修練の成果であって、私たちの力じゃない」

「いやでも──」

「いい、ニコル。一度失敗した私だから、言わせてもらうの。あなたの身体は、言わばボロボロの馬車に近いわ。それに最高の軍馬を繫いで牽ひかせているようなものなの」

　マリアは俺の身体を馬車に例えて解説し始めた。

　ボロボロの馬車は俺の身体。最高の軍馬はライエルとの訓練の成果。そうやって過剰な出力で振り回された結果、やがて俺の身体は崩壊する。

　確かに子供にあるまじき戦闘力を誇る俺は、その無理から身体を壊してしまう可能性を、常に抱えている。

「だからせめて、もう少し成長するまではおとなしくしていてほしいの。お願い」

「う、うん……」

　目尻に涙まで溜ためて、マリアにそう言われては俺としてもこう返事をするしかない。

　俺は忘れがちではあるが、この身体は俺のものであると同時に、マリアの娘としてのものなのだ。ある意味、一人の身体ではない。

　前世のような無理が、彼女に心労を与えることを、俺は心の底から思い知らされた。

　マリアの説教には一理も二理もある。だが、それを無視してでも修行し力を手に入れるのが、今の俺の今世での目標である。

　しかし彼女の言い分も理解はできる。これから先は、マリアに心配をかけないラインで自らを追い込む必要がある。

「それにしても、子供たちだけで山蛇を退治しちまうとはなあ！　さすが俺の娘だ」

「あなた？」

「い、いや、心配をかけるのはいけないな。うん」

　誇らしげに胸を張ったが、マリアの一声で瞬く間に萎しおれるライエル。お前も英雄なんだから、もっと強く出ろよ？

　だが反面、その気持ちもわからないでもない。本当にマリアは怒らせると怖い。具体的に言うと、治癒魔法をわざと痛く使ってくるとか。

　治癒魔法の中には自然治癒力を促進させる魔法もあるので、その過程における痛覚ももちろん存在する。本来なら魔法の効果で軽減されるのだが、それを強引にカットすることだって可能だ。これを利用した拷問術なども、世界には存在するらしい。

「それはいいから。パパ助けて」

「ダメなんだ、ニコル……パパじゃ、あの魔王には敵わない」

「誰が魔王ですか！」

「でもママ。わたし、足が痺しびれてきた」

「がまんしなさい」

「でもぉ」

　ここで俺は最終兵器、涙目上目遣いでマリアを見つめた。この視線に耐えられる親などいない！

「うっ、し、仕方ないわね……今後は本当に無茶しちゃダメよ？」

「がってんしょーち」

　とりあえずマリアの怒りを解き、家族揃そろってお茶の時間となった。

　その後、コルティナがマリアに連行されたのは余談である。俺だけ𠮟られるのは不公平なので、マリアの怒りを存分に堪能するがよい。

　そして俺は、ライエルにどうやって山蛇を倒したのか、その詳細を説明させられる羽目になったのだった。正確には、倒したのは俺じゃないけどな。
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　それから一週間の時が過ぎた。

　ちょうど休日の日を選び、俺はマクスウェルに伝言を頼んで、エリオットと待ち合わせすることになった。

　ここで上手うまく奴の心を摑つかめば、俺への執着は薄れるはず。今回はサポートとして、マクスウェル本人も追従していた。無論姿は隠してもらっているが。

　すでに奴は俺の大人の姿にメロメロなので、これは容易たやすいミッションになるだろう。

「──と、思っていた時期がありました」

　ポツリと呟つぶやき、俺は溜ため息いきを吐ついた。俺の周囲には、エリオットではなく見知らぬ冒険者風の男が三人。

「なぁなぁ、待ち合わせの男なんて放っておいてさぁ。俺たちとお話しようぜ？」

「そうそう。こう見えても俺たちって第三階位の冒険者なんだぜ。将来有望よ？」

「だよな！　俺たちにかかればモンスターだろうが野盗だろうが追い払ってやれるし！」

　口々に自分の実力と将来性を語る冒険者たち。だがよく考えてほしい。俺の将来性に敵う男など、この世界には存在しない。

　何せ両親は六英雄。中身も六英雄。しかも神様の血脈付き。誰が将来性で俺を上回れるというのか。そもそも外見的にも無理があるだろう？

　今の俺は、見た目も大人になった、キラキラした美少女。埃ほこりっぽい冒険者とは、到底釣り合わない。

　それほどまでに、今の俺は目立っていた。街中でエルフの民族衣装に近い服装を纏まとう、小柄で、銀髪の美少女。可か憐れんで儚はかなげな姿は、我ながら見み惚ほれるほどに美しい。

　そりゃ、声をかけたくなる気持ちもわからないでもないが、正直面倒臭くなってきた。

　人と待ち合わせしている以上、暴れているところを見られると困るので自重していたが……ここまで馴なれ馴れしいと、実力行使で排除したくなる。

　そもそも三階位の冒険者なんて、そこら辺にいる。冒険者の階位は全部で七段階。昔は色で段階を示していたらしいのだが、それではわかりづらいということになり、今は数字で示されている。

　数字が大きいほど実力者であり、一階位は素人同然。二階位でようやく駆け出し。三階位が一般的な冒険者の力量だ。

　つまり彼らの主張は、自慢にもなりはしない。

「あの、本当に困るので──」

「いいじゃん、いいじゃん」

　馴れ馴れしく俺の肩に手を置こうとする冒険者。

　さすがにそこまでされて黙っていられる俺じゃない。手首を取って取り押さえ──ようとしたところで、冒険者の姿が搔かき消えた。いや、吹き飛んだという方が正しいか？

　男の足元で唐突に火柱が吹き上がり、建物の屋根より高く打ち上げたのだ。

　続けて二回、同じような火柱が上がる。

「ああ、マクスウェルの仕業か」

　俺についてきているということは、このお邪魔虫どももマクスウェルに見られているということになる。作戦遂行の邪魔者を、あの爺じいさんが放置するわけがない。

「まったく、美しすぎるのも罪じゃのぅ」

「ひぅ!?」

　突然耳元で響いた低い声に、俺は危うく悲鳴を上げそうになった。周囲を見回しても、マクスウェルの姿はない。しかし、間違いなく先ほどの声はマクスウェルのものだった。

「姿隠しコンシールの魔法じゃよ。あまり派手に動くことはできんけどな」

「そばに誰もいなかったはずなんだがな」

　飄ひよう々ひようとネタばらしをする爺さんに、俺は小さな声で反論を返す。

　待ち合わせの場所から俺は一歩も動いていない。そしてその周辺には誰もいなかったはずだ。たとえ姿を隠していても、俺ならそれくらいは感知できる。

「火柱に紛れて近付いたのじゃよ。それにお主の周囲には『お主の敵』で溢あふれておったからの。気付きにくかろう？」

　あの冒険者と火柱を盾に、こっそり俺に近付いたということか。

「それにしても、待ち人は遅いの」

「まだ時間になってないだろ」

「普通は三十分は前にやってくるモノじゃ。エリオットもまだまだわかっておらん」

　ぶつくさと文句を言うマクスウェルだが、一人で手持ち無沙汰に突っ立っているよりは、よほど気が紛れる。俺も適当に相あい槌づちを返しながら、しばらく時間を潰していた。

　しかし──

「待ち人なら来ませんよ？」

　唐突に、そこに甲高い少女の声がかけられた。俺たちに声をかけてきたのは、毎度おなじみの白い姿。

　今となっては俺と同じ歳としくらいに見える、童女と見み紛まがわんばかりの、それでいて妖艶さを漂わせる少女。俺のご先祖様。破戒神ユーリ、その人（？）である。

　こちらに気配を悟らせることなく、不意に現れた神に、マクスウェルは警戒の姿勢を取った……と思う。

　姿が見えないのでわからないが、緊張する気配が伝わってきたのだ。あと、身じろぎするような衣きぬ擦ずれの音も。俺は爺さんが先走らないように、軽く手を広げて動きを制する。

「待て、マクス──爺さん。彼女は敵じゃない」

　俺がマクスウェルの名前を口にしなかったのは、ここが人通りの多い街中だからだ。本人の姿が見えなくても、元王族で、現英雄のマクスウェルの威名は注目を集めるに値する。

　彼女が人前に現れた以上、注目を集めるのはよろしくない。邪神というわけではないが、世間的にはあまり良い印象を持たれている神ではないからだ。

「ずいぶんと久しぶりだな。三年振りかな？」

「そーですねぇ。カーバンクルの一件以来です」

「ニコル、知り合いか？」

　緊張したままのマクスウェルの声が、俺の耳に届く。

　爺さんも、この神様と直接会うのは初めてだ。今まで、ミシェルちゃんの弓の件などで話したことはあるが、俺たち以外で彼女の姿を見るのは、マクスウェルが初めてだろう。いや、コルティナも会ってはいるが、あの時は挨拶程度しか交わしていない。

「ああ、ミシェルちゃんの弓の主だ」

「弓の主……まさか!?」

　あえてぼかした俺の紹介に、その正体を悟る。俺の後ろに控えるマクスウェルの緊張が、別の緊張へと変化した。

「それで、さっきの待ち人が来ないってのは、どういうことだ？」

　先ほど、彼女は『エリオットは来ない』と明言した。言っちゃなんだが、俺に惚ほれ込んでいると思われるエリオットが約束をすっぽかすとは、到底思えない。ならば何らかの理由が存在するはず。

「ああ、まずは後ろの方を押さえてくれて感謝です。街中で下手な大立ち回りはしたくなかったので」

　ニコリと微笑ほほえみ、俺に一礼する神。しかしその仕草は妙にもどかしさを残している。まるで、無駄に時間を稼ごうとしているかのように。

「あー、その……本当は人の世に頻繁に干渉するのは、ルール違反というか……いや、明確に制限されているわけじゃないんですけど……」

　もじもじと指をこねくり回して言い淀よどむ姿は、正直言って可愛かわいらしい。

　これが告白の現場だったりしたら、相手はイチコロで陥落するだろう。

　しかし今はそんな時じゃない。エリオットは重要人物で、しかも周辺が不穏な存在でもある。

　そんな人物が、言こと伝づてもなく待ち合わせをすっぽかすなんて、普通では考えられない。

「エリオットに何かあったのか？」

「それはー、直接口にするのは協定違反というか、なんというか……とにかくそこの路地に行ってみればわかるんじゃないですかね？」

　白い神が指さしたのは、少し離れた場所にある細い小道。俺が聞いたエリオットの下宿先に繫つながる、近道にも当たる路地だ。

　俺がそこに視線を向け、再び神に目を戻した時には、彼女はすでに姿を消していた。

「また、消えた」

「一瞬で……無詠唱で魔法を唱えおったわ」

「無詠唱？　マリアと同じ能力か？」

「おそらくは、それよりも上じゃろうな。魔法を使うという気配をまったく見せずに、魔法を使いおった。まさしく『息をするように』というやつじゃ」

「マリアより上とか、信じらんねぇ」

　マリアを始め、俺たちの仲間は人という領域すら超えかねない、超絶の達人揃ぞろいだ。

　ぶっちゃけて言うと、コルティナと俺が六人の中でも一段以上能力が劣る。なかでもマクスウェルとマリアの魔法は、まさに人外。そのマリアを超える達人とは……

「神の名は伊達だてじゃないってことか」

「とにかく、指示された場所に行ってみるぞ。エリオットの身が心配じゃ」

「あ、そうだった！」

　マクスウェルが珍しく、慌てたような声で急せかす。それもそのはずで、エリオットの身は今や三か国連合王国の要だ。万が一があったら王国が元の三国に分裂し、内戦を巻き起こすかもしれない。

　しかし慌てながらも姿隠しコンシールの魔法を解除しないマクスウェルもさすがだ。この魔法、冷静に制御しないとすぐ解除してしまう難点がある。

　それ故にこの魔法を維持したままでは戦闘行動は取れず、行った場合は即座に術式が解除されてしまう。そうなると先ほどの火柱は？

「とにかく、行ってみるぞ」

「うむ、そうじゃの」

　マクスウェルに一声かけて、俺たちは路地へと急ぐ。その途中で先ほどの疑問をぶつけてみた。

「マクスウェル、さっきの火柱、どうやって起こしたんだ？　姿隠しコンシールを起動したままじゃ、魔法は使えないだろう？」

「ん、それはほれ。そっちの陰から魔法をかけておいたのじゃよ」

　マクスウェルの指さした先は店の間にある路地裏。そこからこちらを覗のぞいていたらしい。だがそれはそれで、矛盾が出る。

「あそこから魔法を使って姿隠しコンシールで俺のそば──は不可能だろう？　距離があり過ぎる」

「魔法はすぐに発動するものではないからの。遅延発動デイレイスペルを併用したのじゃよ」

　遅延発動デイレイスペルの魔法は干渉系の魔法の中でも中位に位置する魔法だ。

　この魔法単体では効果はないが、これを使ったまま別の魔法を使うと、設定した時間を経過してから魔法が発動する。いわば魔法への補助魔法である。

　情勢を見極めた上で使わないと、使いこなすのが難しい魔法ではあるが、マクスウェルならば有用に活用できるというわけか。

　俺も干渉魔法を極めていけば、いずれは使えるようになるのだろうが、彼ほど使いこなせるとは思えない。

「なるほどな……っと」

　路地に飛び込んでしばらくしたところで、俺の目に赤い光景が飛び込んできた。その中にまるで糸の切れた人形のように倒れ伏す人影も。

「プリシラ!?」

　そこに倒れていたのは、エリオットの護衛、プリシラの姿だった。




　まさに血の海ともいえる惨状の中、微動だにせず倒れ伏すプリシラ。

　俺は即座に彼女を仰あお向むけに寝かせ、息を確かめた。その処置の最中、呻うめくような声を漏らす彼女に、俺は大きく声をかける。

「プリシラ、よかった生きていたか……待ってろ、今、治癒魔法をかけてもらうからな！」

　幸い、ここにはすべての魔法を網羅したマクスウェルというバケモノがいる。

　マリアほどではないが、マクスウェルも最高位の治癒魔法が使える。マリアほど迅速に発動はできないし、効果も低いが、それでも一般的な治癒術師よりよっぽど効果はある。

「ニ──ハウメア、無理はさせるな」

　人目を気にして、俺をエリオットに名乗った偽名で呼ぶマクスウェル。だがその手は迅速に魔法陣を描き、魔法を発動させていた。

「マクス……ウェル、様……エリ、オット様が……」

「襲撃を受けたのじゃな？」

「はい。抵抗、しました、が……力、及ばず……」

　途切れ途切れにだが、はっきりとそう告げてくる。

　エリオットの身を狙う者がいるとすれば、こんな裏道は確かに絶好の襲撃場所になる。この道を自分で選んだのだとすれば、これはエリオットの失態という他はない。

「くそ！　だけどいったい誰が？」

「あの坊主にも敵は多い。この街にも結構な数が潜り込んでおるじゃろうな」

「爺さん、特定はできないのか？」

「多すぎて、無理じゃ」

　エリオットの敵。本来ならば、招かれざる客と認定して入国を拒否したいところではあるが、ここは北部三か国連合とは違う。派遣されてくる貴族を、怪しいからという曖昧な理由で入国拒否することはできない。それが政治の世界というモノだ。

　だがそこに、プリシラの声が割り込んできた。

「奴ら、逃亡に……馬車を……」

「馬車？　なら轍わだちが──くそ、石畳か」

「その、馬車に、糸……私の服の袖……繫いで……」

　他にも破れている個所は多いので気付かなかったが、言われて見てみれば、プリシラの服の左袖が破られていた。

　馬車に服の袖を繫いだ？　何のために？

　そんなもの決まっている。この惨状を巻き起こすほどの出血。その時着ていた服ならば、たっぷりと血を含んでいることだろう。そして、それを引き摺ずって逃げたのなら、痕跡が残っているはず。

「でかした、プリシラ。お主はさすが、ラグラン家の隠おん密みつじゃよ」

「あとは任せて。絶対連れ戻してみせる」

　プリシラは俺の言葉を聞くと、再び意識を失った。最後の力を振り絞って、俺たちに情報を残してくれたのだ。力が及ばないことは確かにある。だがその中で、彼女はできる限りの手を打った。

　ならば──それに応えてこそ、英雄というモノだろう。

「行くのか、レイド？」

「ああ。彼女のことは、よろしく頼む」

「エリオットは後継問題で多少揉もめておってな。ひょっとすると、その絡みかもしれん。戦力を集めておるかもしれんから、気を付けるんじゃぞ」

　そういうマクスウェルはプリシラの治療に手一杯だ。マリアならば、見る間に傷を癒せてしまうのだが、ここは熟練度の違いというところか。

「任せろ。俺を誰だと思ってるよ？」

「幼女じゃな」

「ぐっ!?」

「急げ、あまり時間はないかもしれんぞ。それとこいつを連れていけ」

　マクスウェルは懐から小さな鳩はとを取り出した。

　無論、ただの鳩のはずがない。こいつはマクスウェルの使い魔だ。

「そいつを連れていけば、ワシは視覚と聴覚を共有できる。すぐに助すけっ人とに向かうこともできようて」

「そりゃ心強い」

　爺じいさんほどの達人になると、使い魔の質もコルティナとは桁が違う。この鳩は自意識を持って行動でき、術者と五感を共有し、言葉を発し、そして戦える。

　その戦闘力は駆け出しの冒険者よりも多少強い程度だが、充分に戦力になる。

　ただし、その意識はマクスウェルに主導権があるため、常時戦力として考えるのはやはり危険だ。それでも背後を見張ってもらう程度の期待はできる。

　単独行動をする時、背後を警戒してもらえるのは、何よりもありがたい。

「それじゃ行ってくる！」

　今はとにかく、時間が惜しい。マクスウェルが手を離せないのならば、俺がことに当たるしかない。

　幸い、今回はマクスウェルが最初から味方に付いてくれている。あとはエリオットの安全さえ確保してしまえば、爺さんが後始末をつけてくれるだろう。




　狭い路地に馬車は入れない。表通りは人が多い。ならば路地の反対側に馬車を停とめていた可能性が高い。そう思ってそちらに行ってみたら、想像通り曲がり角に血の跡が残っていた。

　まるで刷は毛けで掃いたような掠かすれた赤。間違いなく、プリシラが仕掛けた血濡ぬれの布切れの成果だ。

「こっちか」

　ラウムは石畳で舗装されている場所が多いため、馬車の轍は追えない。

　しかしその石畳にところどころ掠れた赤い血が点々と続いていた。これを追えば、迷うことなくエリオットのもとへ辿たどり着けるはず。

　そうやっていくつもの路地を駆け抜け、角を曲がっていく。

「殺す気はない……はずがないか」

　一国の元首を拉ら致ちして、ただで済むはずがない。

　ならば目撃者は確実に始末するはず。ということは放置すれば確実にエリオットは死ぬ。

　そうすると、一刻も早く要件を済ませ、始末しないと自らの危険に繫つながるはず。

「これは、エリオットの護衛の少なさを把握されていたのか？」

　そして追撃者を追い払える確信がある、と見るべきだろう。

　そこまで推測したところで、俺は一軒の屋敷に辿り着いた。貴族たちが多く住まう、高級住宅街。その中でも国外から来る貴族が多く所有する一角だ。

「ここは確か……タルカシール伯爵邸だな」

　タルカシール伯爵は、北部三か国連合王国に組み込まれた、グリトニル王家の遠縁にあたる貴族だ。

　その領地は連合王国の中でも南部に位置し、ラウム森王国のストラ領に隣接する位置にある。

　だからこそ、邪竜の災害を免れていた。そしてエリオットが主権を握ってからは、ラウム森王国へ外交官として出向いている。

「なるほど。仮にも旧王家の遠縁なら、エリオットの後釜に座れると思い上がったか？」

　俺はそう呟つぶやき、タルカシール邸の周囲を調べ、潜入の算段を立て始めた。




　まずは変装を解かずに屋敷の周囲を見て回ることにした。変装を解こうとしたら、マクスウェルが反対したからである。

「レイド、これはいい機会かもしれぬぞ」

「いい機会ってなんだよ？　エリオットが攫さらわれて絶賛ピンチ中じゃないか」

「それを利用するのじゃよ。今、エリオットは敵中に一人。そこへ颯さつ爽そうとお主が現れ、救いの手を差し伸べたら、相手はどう思う？」

「男を薙なぎ払う女ってドン引きされるんじゃねぇ？」

　だがマクスウェルの言いたいことはわかる。つまりこれは、姫君と白馬の王子様が主役の救出劇なのだ。ただし男女が逆転している。

「レイド、お主の言うことも一理ある。しかしよく考えてみぃ。エリオットは幼い頃からワシらによって助けられてきておる。つまり、頼れる存在に懐く傾向があるのじゃ」

「ヤな傾向だな、おい」

「ここはそれを有効に活用すべきじゃろう。今のお主が救出することで、間違いなくエリオットはお主を頼るようになる。それは最初は頼たより甲が斐いの影響かもしれんが、それがやがて恋心に変わる可能性も低くはないはずじゃ！」

「変な力説はやめてくれ。元々乗り気じゃないのに、さらに気分が萎えてくる」

　とはいえ、この一件を効果的に利用しようという発想は理解できた。

　アクシデントとエリオットの性格を把握した上で、自分の手の平で転がそうという考えは、さすが海千山千の貴族を相手取ってきただけのことはある。




　マクスウェルと相談しながら屋敷の周りを探索して回る。

　無論目立つ風貌なので、捜索中は指輪の力を利用して顔を隠すフードを追加しておいた。

　見た感じ、門のところに門番が一人。腰には剣を差し、武装している。

　他に人影は見当たらないので、屋敷の中に控えているのだろう。

　正面の前庭には馬車が一台放置されていて、車輪に襤ボ褸ロ切れが纏わりついていた。

　赤黒く染まったその布切れは、間違いなくプリシラが仕掛けたモノだろう。

「どうやらここが目的地で、間違いないらしいな」

　続いて侵入の算段も考えた。

　屋敷の周りを囲む塀は煉れん瓦が造りで高さが一メートルほど。それだけなら飛び越えることも容易なのだが、その上にはさらに高さ二メートルほどの鉄柵が据え付けられている。

　つまり合計三メートルの柵だ。これを乗り越えるのは少し難しい。

　糸を使って飛び越えることも考えたが、鉄柵の上部には侵入防止用の返しまで付いていた。無理に飛び越えようとすれば、足を引っかけて大おお怪け我がをする可能性もある。

「他に手がないのなら跳び越えもするが……面倒だな」

「まさか我が主を待たずに乗り込むつもりか？」

「うおっ!?」

　聞きなれない太い声に、俺は思わず悲鳴を上げた。

　しかしすぐにその声の主が誰かわかった。マクスウェルから預かった使い魔だ。自意識を持つこの使い魔は、発声も可能。つまり自分の意思で会話することができる。

　つまり今、俺はこの使い魔とマクスウェルの二人同時に見張られていることになる。

「そういや喋しやべれたんだったな、お前」

「偉大なるマクスウェル様の使い魔だ。他の有う象ぞう無む象ぞうと一緒にされては困る」

「鳩って、もっと可愛かわいげのある話し方をするかと思ってたよ」

　妙に威厳を感じさせる声と見た目のギャップに、なんだか眩暈めまいがしてきた。こうなると、目の上にある羽毛の模様もいかつい形の眉毛に見えてくるから不思議だ。

「とにかくマクスウェルも言っていたが、ことは一刻を争うかもしれない。念入りに痕跡を消そうとしていたので、即座に始末されるとは思えないが、プリシラを放置していたことから見て、今日明日にはこの屋敷を引き払う可能性もある」

　鳩を相手に会話しながら、俺は考えを纏めていく。

　エリオットの護衛が放置されていれば、それは間違いなくマクスウェルの耳に入る事件になる。そうなれば、マクスウェル直々に捜査の陣頭指揮を執ることになり、その犯人もこの首都にいる以上あっさりと突き止められるだろう。

　それでもプリシラを放置していたというのは、この首都に長居する気がないからだ。

　だとすればエリオットは確実に……近日中に始末される。マクスウェルに情報が行き、この屋敷に辿り着く前に。

　マクスウェルは探査サーチの魔法が使える。これは術者周辺の生命体や魔力など、指定した対象を探知する魔法だ。

　もちろん、対抗してごまかす手段は存在するが、それでもマクスウェルのような凄すご腕うで相手に長く隠れていることは不可能に近い。

「主の探査サーチを警戒していないとな？　なんと不敵な」

「来る前に最低限の目的を果たし、逃げ出す気だったんだろうよ。攫ったところから見ると、それはエリオットが生きていることが必要な何か、か？」

「例えば？」

　そこまで言われ、俺はエリオットが必要な理由を推測する。

　彼は言うまでもなく、北部三か国連合の最重要人物。旧トライアッド王家の血を引いており、独身。王としての職務を考えると……

「そうだな、子供を作れなくする、とか？」

「子供？」

「ああ。王様ってのは血筋を何より重要視する。ここでエリオットを殺せば、内乱に発展する可能性がある」

「だから生かしていると？」

「そうだ。だがそのまま放置したんじゃ、エリオットを退位させることはできない。そこでもう一つの重要点、『後継者を作れない王』という状況に追い込めば？」

　仮にもエリオットが生存している以上、他国も、そして国内の貴族たちも表立って大きな動きはできない。

　しかしそのエリオットが、後継者を作れない身体にされたら？

　手早く彼を退位させ、別の誰かに王位を継がせる可能性が高まる。後継者問題とは、それほど重要な問題なのだ。

「男が子供を作れなくする方法なんて簡単だ。ちょっと踏み潰してやればいい」

「……ワシ、少しばかり縮み上がったぞぃ」

　今度は使い魔からマクスウェルの声が聞こえてきた。どうやら俺の推測を聞いていたらしい。

「まあ、レイドのことだから、また間違った予想を立てておるのじゃろうが──」

「ひでぇな、おい!?」

「潰すだけなら襲撃現場でもできるからな。それに治癒魔法をかければ、どうにでもなる。じゃが、正解に近いことは間違いはあるまいよ。大陸最大の面積を持つ三か国連合王国の元首。それがエリオットの最大の価値じゃからな」

　マクスウェルの発言はともかく、予断を許さない状況であることは間違いない。

　ここはあまりこそこそせずに一直線に、まっすぐエリオットのもとへ向かうとしよう。

　まずは派手に動き、敵の注目をこちらに引き付ける。こちらに目が向けば、エリオットの安全が高まるはず。

　そう判断した俺は屋敷の正面に向かい、門番へと近付いた。こういう押し込み紛まがいの手段は、俺よりも正面からの戦闘が得意なライエルやガドルスの方が向いているんだが。

　門番は、不意に近付いてきた美少女──不本意ながら、俺のことだが──まあ、俺の姿を不審に思いながらも、剣を向けてはこなかった。

　今の俺は幻影の姿で、武装を隠している。そもそも本来の目的がデートだったので、ピアノ線と短剣一本くらいしか持ってきていない。

　門番は悠然と前を通り過ぎる俺を見て、そのまま顔色を変えた。

　完全に油断していた門番の隙を突き、俺はピアノ線を首に巻き付け、絞め上げたからだ。

　声すら上げることができず、自身の首に手をやってもがく門番。

　子供の力では絞め殺すことは難しいが、絞められているという恐怖が門番の判断を狂わせ混乱させる。

　暴れる門番を、俺はそのまま地面に引きずり倒した。

　実際は俺の低い身長から引き寄せられる糸に門番が体勢を崩し、前傾姿勢になったところを、足を払って地面に転がした。

　そしてその背に馬乗りになり、短剣を引き抜いて倒れた門番の延髄に突き立てた。

　ビクリと、水揚げされたばかりの魚のように跳ねて、カクカクと手足を痙けい攣れんさせる。やがてその動きは止まり、完全に死亡したことが、短剣越しに俺にも伝わってきた。

「なってねぇな。警戒の声くらい上げろよ」

　俺が近付いた段階で、門番は警戒すべきだった。それ以降も、首に糸を巻き付けられる前に、内部の人間に知らせる手段はあったはずだ。剣で武装していたのだから、鉄柵を強く叩たたくだけでも、中の人間は警戒しただろう。

「雇いの人間らしいが、質は高くないか？　いや──」

　敵の戦力を彼一人で見切るのは早い。少なくとも相手は、プリシラを倒すことができる程度には、腕が立つはず。

　だとしても、現状では退ひくことはできない。俺はそのまま正面扉へ向かおうとした──ところで、マクスウェルに呼び止められた。

「待て、レイド。いくらなんでもその武装では心細すぎるじゃろう？」

「でもよ、いつものカタナは家に置いてきたし、ミスリルの手甲ガントレツトもお前の屋敷だぞ」

「呼び寄せるから、ちょっと待てと言っておるのじゃ」

　そう言うとマクスウェルは小さく魔法を唱えた。そして俺の手元へと愛用の手甲が転送される。

「おお、どうやったんだ？」

「物品転送アポートの魔法じゃよ。そう高位の魔法でもない。中位の少し上というところじゃな。お主も学院を卒業する頃には、使えるようになっておるじゃろうて」

「干渉系魔法なのか？」

「物の位置情報に干渉するんじゃよ。転移テレポートよりは難易度は低いぞ」

　容易たやすく言ってのけるが、それ、とんでもない難易度だったりするからな？

　これだから才能のある奴は……と、ぶつくさ言いながらも、俺は即座に手甲を装着する。

　ミスリル製の、懐かしい冷たさに腕を覆われると、昔に戻った気分になる。

　手首に設置された糸の射出口から一本引き出し、具合を確認して、調子を整えた。

「しばらく整備してなかったんだな」

「一応外装だけならば、ワシでも整備できたがな。中まではとても無理じゃ」

「それは俺だって無理だよ。腕利き鍛冶師の一品モノだぜ？」

　百メートル以上のミスリル糸を十本も仕込んだこの手甲は、その構造の無理が祟たたってかなり精密な造りになっている。

　愛用している俺ですら手を出しかねるほどに細かな造りは、整備性を犠牲にしていた。

「そのうち整備してもらいにいかないとダメだな──」

「前世で、ワシらにも正体を明かさなかった鍛冶師か？」

「ああ。俺の素性がこうだから、表立って口にできなかったんだよ」

　前世の俺は自分の正義感に従い、権力者相手でも平気で暗殺業を営んできた。それだけに俺にはやっかいな敵が多く、協力者の名前すら大っぴらにできなかったのだ。

　それは邪竜を倒したあとでも同じで、仲間にすらその名を漏らしていない。

　そもそも鍛冶師であり、暗殺術の師匠でもあったその男とは、『面倒に巻き込むな』という契約で、名前すら教え合っていない。互いに師匠、弟子と呼び合うだけの仲だった。

　ともかく今はエリオットが優先。俺は門番の死体をそのままに、屋敷の中へ踏み込んだ。

　死体を放置しておいたのは、その方が騒ぎになるからである。俺は幻影で本来の姿を隠しているので、第三者に見つかっても問題はない。

　あの神様も、実に便利なアイテムを寄こしてくれたものである。

　ガシンと、拳と拳を叩き合わせ、俺は正面扉に近付いていく。

　そしてノック代わりと言わんばかりの勢いで、力ずくで蹴り開けた。

　ミスリルの糸を巻き付け強化した足が扉を蹴り抜き、その衝撃に耐えきれなかった鍵と蝶ちよう番つがい部分が弾はじけ飛ぶ。そして内側に倒れ込んだ扉は、盛大な騒音をまき散らした。

　その奥は予想以上に広い吹き抜けのホールになっていて、通路が三方向。緩やかにスロープを描く階段は二階へと続き、その奥にも通路があるようだ。

　騒音が収まるまで俺は耳を澄まし、できるだけ敵の数を確認しようとする。

　肩に載っていた使い魔がシャンデリア付近まで飛び上がり、二階の警戒に当たってくれていた。実に気が利く。

　扉を破ったことで中から慌てたような声が響いてくる。

　聞き取った音は三か所。正面の通路の奥。二階の西側。そして……

「地下？」

　ガチャガチャと、金属の鳴る音。

　装備を整えているのか、それ以外の何かなのかはわからないが、確実にその音は地下から響いてきていた。

　となると、一番怪しいのは地下室ってことになるが……俺には入り口がわからない。

「まあ、その辺の連中に聞けばいいか」

　鋭く鳴く鳩はとの警告。そして正面通路からも、敵がやってきた。二階から階段を下りてくるのが三人。それに一階の奥の通路からも二人。

　合計五人がこの吹き抜けの玄関ホールへと集まってきていた。

　それぞれ冒険者風の装いをしているが、冒険者ならばその身元や階位を記載したカードを首元に掛けるのが通例だ。

　彼らは全員、そういった品は身に着けていなかった。やはり表立って歩けない連中なのだろう。先ほど聞き耳を立ててみた結果、地下が怪しいと思うので、ここは問答無用で押し通らせてもらおう。

「貴様、何者──」

　玄関扉を蹴り開け、仁王立ちする俺に誰何すいかの声を飛ばす、一見冒険者風の男。

　しかしその言葉を待たずして、俺は袈け裟さ斬りに糸を飛ばし、薙なぎ倒した。

　俺が愛用の手甲から放ったミスリル糸の一いつ閃せんによるものだ。

「クックック、やはり俺の相棒はよく斬れる」

　冒険者は硬く鞣なめした革製の鎧よろいを着込んでいたにもかかわらず、まさに一撃のもとに打ち倒してみせるこの威力。

　今まで使っていたピアノ線とは段違いの殺傷力である。

　細くしなやかでいて、強きよう靭じん。前世で使い慣れているというのを差し引いても、圧巻の切れ味に俺は惚ほれ惚ぼれとする。

「な、なにが……」

「うろたえるな！　この女がやったに決まっているだろう!?」

「くそ、取り押さえろ──」

　突如斬り倒された仲間に狼ろう狽ばいした声を上げるが、俺はそんな連中に熱の篭こもった視線を送る。今からこいつらをまとめて試し斬りできるのだ。心が躍らないと言えば噓うそになる。

　だがその前に、一つ聞いておかねばならないことがある。

「その前に一つお尋ねしたいのですが──」

「なにぃ!?」

「あなたたちが拉致したエリオット陛下。返していただけません？　もし今素直に返していただけるなら、殺さず済ませて差し上げます」

「このアマ、舐なめた口を──！」

　案の定、答えは返ってこなかった。しかし、表にプリシラが印をつけた馬車があった以上、こいつらが犯人なことは間違いない。

　念のため確認で尋ねてみても、『攫さらっていない』とも『なんのことだ？』とも答えなかった。

　つまりこいつらは、エリオットが攫われたことを知っていて、それを疑問に思っていない連中──つまり犯人であることを自白したも同然。そう判断して問題はない。

「遠慮はいらない──か」

「殺せ……いや、取り押さえろ。その後は好きなように遊んでいいぞ！」

　主導者的立場にいるであろう男が、そう命令を放つ。そういえば今の俺は、十代半ばから後半に見えるようになっていたんだったな。

　実際の姿はまだ幼女と言っていい年齢なので、今までそういう視線に晒さらされたことはなかった。しかし男から性的な目で見られるというのは、なかなかに気持ち悪い。

　おかげで、俺の中の殺意が一段上がった気がする。

　獣欲を剝むき出しにして襲い掛かってくる男たち。だがその出足を払うように、ミスリル糸を横薙ぎに振るう。

　威力を重視した攻撃ではないので、深手を負わせることはできなかったが、向むこう脛ずねの辺りを痛烈に斬り裂かれ、数人の男がもんどり打って床に転がった。

「チ、二人だけか」

　床に転がったのは四人のうち二人。残る二人は、糸の攻撃をジャンプして躱かわし、こちらに向かってきている。

　俺の糸を使った戦闘術は、狭い場所の方が有利と思われがちだが、実際は広い場所の方が扱いやすい。

　糸の攻撃に充分な威力を持たせるには、大きく振り、鞭むちのように撓しならせて扱わねばならないため、縦横に大きなスペースが必要になる。

　凹凸の多い洞窟内や森の中、障害物の多い屋敷内では罠わなを仕掛けるのには向いていても、戦闘にはあまり向いていない。こういう吹き抜けの大きなホールは、正面からの戦闘をやりやすい場所でもあった。

　逆に言えば、間合いを詰められると実に扱いづらい。

　俺は接近してくる敵に備え、右手の糸を一本引き出し、両手に持って構える。そこへ大上段から剣を振り下ろしてくる男。

　俺は両手に持った糸を張って、その攻撃を受け止める。

　激しく糸がたわみ、剣撃の威力を吸収する。しかし吸収の起点になるのは、あくまで俺の身体だ。

　まだ未熟な俺の身体では、大人の剣撃を受け止めるには無理がある。そこで左手を意図的に下げて放し、糸に沿わせて剣を滑らせ、攻撃を受け流した。

「ぬおっ!?」

　突如、攻撃の矛先を逸そらされ、前のめりに体勢を崩す男。

　その隙に俺は、伸身の宙返りを決め男の背後へと跳び越えていく。そして跳び越えざまに、首に糸を巻き付けておくのも忘れない。

　着地時に身体を反転させることで、男の首はさらに絞め上げられることになった。

　しかも宙返りの勢いをまともに首の一点で受け止めるのだ。細い糸の切れ味も相まって、皮膚が盛大に裂け、血ち飛沫しぶきが周囲に飛び散る。重要な血管まで損傷したのか、男はそのまま、脱力したように崩れ落ちた。

　これで最初の不意打ちを含めて二人を無力化したことになる。

　しかし、無事だった一人と残る二人が足の傷を押さえながらも立ち上がり、こちらへと襲い掛かってきた。

　俺を正面と左右に挟んでからの、三人同時攻撃。なかなかに連携がいい。確かにこの連携を仕掛けられたら、プリシラでは荷が重かったかもしれない。

　しかし俺は意図的に正面の男へと踏み込んでいくことで、そのタイミングをずらす。

　肩からの体当たり。体重の軽い俺では、これで相手を突き飛ばすことなどできない。

　当たった肩を軸にくるりと身体を回転させ、相手の背後に回り込む。

　同時に左手に持っていた糸を放し、腰の短剣を引き抜き、そして相手が反転するよりも早く、左脇腹──腎臓の位置を貫いた。

「っげぅ!!」

　腎臓は治療がしにくい場所で、治癒魔法をかけられない限りはほぼ確実に死亡する。たとえ致命傷を避けられたとしても、この臓器を傷付けられれば悶もん死しするほどの苦痛を与えることができる。

　案の定、カエルのような悲鳴を上げて、男が膝を落とし、倒れ込もうとする。

　タイミングをずらされたもう一人の男には、腎臓を刺した男を盾にして、脇から短剣を突き出し腹を抉えぐる。

　仲間を盾にされ、攻撃の糸口をなくした男は棒立ちになり、隙を突かれて死角からの攻撃をまともに食らって、腎臓を刺された男と共に前のめりに崩れ落ちる。これで残るは一人だけ。

　俺は糸を巻き戻し、最適な長さに調整して再度迎撃しようとしたところで──カチン、と不穏な振動が手甲から響いてきた。同時に糸の巻き取りが停止する。

「へぅ？」

　この場面での不具合に、思わず奇声を上げる俺。

　そういえば長らくメンテナンスをしていないから、複雑な機構を持つこの手甲なら機能不全を起こしてもおかしくない頃合いだ。

　内部で他の糸にでも絡まっているのか、五本の糸すべてが引き出せなくなっていた。しかし、よりによってなぜこの場面で──

「貰もらったぁ！」

　動きを止めた俺に、置き去りにされた男が斬りかかってくる。

　その太刀筋はどう考えても『あとで楽しもう』という前提を忘れていた。瞬く間に仲間を倒され、そんな余裕がなくなったというところか。

　とっさに左の手甲でその攻撃を受け止めるが、体重差からか、一息に跳ね飛ばされてしまった。

　ゴロゴロと床を転がってから、膝立ちになることで、かろうじて転倒は免れる。

「お？」

　そこで俺は全身に違和感を覚えた。

　いや、手足というべきだろうか？　糸を巻き付けてその筋力を強化していたのだが、その動きが思うようにいかなくなっていた。

「おいおい、まさか……左まで？」

　俺の疑念を証明するかのように、手足の力が抜けていく。いや違う。糸から伝わる力が抜けているのだ。

　こうなってくると、俺の糸は手足を縛る枷かせにしかならない。まともに動かせる糸は右手から出している一本だけ。しかも長さは一メートルあるかどうかだ。

　こちらの不調に気付いたのか、男は間髪入れずこちらを攻撃してきた。ただし剣ではなく、体当たりで突き倒すように。これはこちらの糸を警戒しての行動だろう。

　俺の糸は首や顔、各関節部を斬り付けることが主な攻撃方法になる。

　身体を丸めて、ダメージを受けることを覚悟した上での突進には大して効果を発揮しない。

　足元を引っ掛けるような罠を仕掛けている場合ならともかく、この攻撃を受け止めることは不可能だ。

　そして手足の動かない俺に、これを避けられる道理はない。まともに喰くらって床に転がり、そこへ男が馬乗りになって首を絞め上げようとしてきた。

　剣も糸も使用できない間合いでの格闘戦。

　幻覚で少女に見せかけているとはいえ、子供の体格の俺では不利は否めない。

　だが男は忘れている。俺は今……一人じゃないということを。

「クルルゥ！」

「ぐわああぁぁぁぁぁ!?」

　甲高い鳴き声を残し、白い閃せん光こうが男の顔面へと突き刺さった。

　いや、閃光ではない──鳩だ。

　シャンデリアの付近に飛び上がり、周囲を警戒していたマクスウェルの使い魔が、男の顔面に向かって急降下攻撃を仕掛けたのだ。

　深々と左目の付近を爪で抉られ、悲鳴を上げて体を起こす男。それは俺の首から手を放すことになる。

　絞め上げられ、閉塞していた気道に空気が一気に流れ込んでくる。

　咳せき込んでその空気を貪りたいところだが、この千載一遇のチャンスを見逃すわけにはいかない。

　糸は使えなくなったが、左手に持った短剣は残っている。これを俺は男の右脇腹に渾こん身しんの力で突き立てた。

　致命傷からは遠い傷だが、正面は皮鎧で防がれていたため、仕方ない。

「破戒神を讃たたえよ」

　そして振動を起こす。急激に震え出す短剣の刃は、柄を持つ俺の手よりも先に、男の内臓にダメージを与えていた。

　微細な振動が体内から波のように全身に広がり、鍛えようのない内臓を打ち据えていく。

「うぐっ、ぐむ──ぐばっ!?」

　まるで何かを堪こらえるようなくぐもった声を上げたあと、男は盛大に血ち反へ吐どをまき散らした。

　そのままびくびくと手足を痙けい攣れんさせ、倒れ伏す──つまり俺の上に。

　やがて痙攣は収まり、男はピクリとも動かなくなった。生死のほどは……確認するまでもないだろう。

「……悪いが未み来らい永えい劫ごう、男に乗られる趣味はないんだ」

　俺は事切れた男の死体を押しのけ、立ち上がった。




　ぴしゃり、と湿った足音がホールに響く。

　それなりに凝った装飾の玄関ホールが今や血の海と化していた。

　周囲にいる五人はすでに息絶え、言葉を発する者はいない。

「ちょっとやり過ぎたか？　一人くらい残しておいてもよかったんだが」

　地下室への入り口は、俺にはわからない。

　それを聞き出すために一人残しておいた方がよかったのだが、俺もあの獣欲に塗まみれた視線を受けて、どうやら頭に血が昇っていたらしい。

　まあ、そういう視線に慣れてなかったということで、ここは大目に見てもらおう。

　周囲は戦場と見み紛まがうばかりの血の海なのに、俺の身体には返り血は一滴も付いていない。

　それもそのはずで、実際の俺は結構血塗れなのだが、幻術で作った姿には、返り血は反映されていないからだ。実際は吐血を上半身に受けた俺は、見るも無残な血塗れ状態である。

　見る者が見れば違和感を覚えずにはいられない光景の中で、俺は大きく息を吸い込み、気分を落ち着けていく。生々しい血の臭いが肺を満たしていくが、その臭いはあえて意識の外に押し出した。

　まず戦闘中に故障した手甲の様子を調べる。

　糸は中で絡まっているのか、伸ばすことも巻き取ることもできない。それどころか、他の糸まで動きが止まってしまっていた。

　これでは使えるのは出していた一本だけ、しかも長さ一メートル程度が限界だ。

　左の手甲は剣撃を受け止めたことで大きくひしゃげ、身体に複雑に巻き付いた状態で絡まっており、武器として使用するのは不可能。ここはもったいないが、切り離して捨てていくしかない。

「……まあ、なんとかなるか」

　武装として糸が使えなくなったのは痛いが、短剣がまだあるので戦えないことはない。それに右手の一本も近接戦で使用することくらいはできるだろう。短剣は、いざという時は伸ばして槍やりとして使えばいい。

　とにかく俺は、エリオットの姿を求め、壊れた手甲の糸を両手に保持したまま通路を奥に進んだ。

　ピアノ線の方が使い勝手はいいのだが、このミスリル糸の頑丈さと切れ味はやはり魅力だ。

　それにこの先の通路や、地下室のような狭い場所で戦うならば、あまり長さは必要ない。こういう両手に保持した戦い方が主流になるので、問題はないはずだった。




　通路を歩いていると、俺は奇妙な『モノ』に気付いた。

　それは床から一メートル程度の高さに残された、掠かすれたような壁の血の跡。

「ふむ……エリオットが残したのかな？」

　拉ら致ちされた時に暴れて擦り傷でも作ったのか、どっちにしろ、この高さは自分の居場所を知らせるために、彼が行動を起こした結果に見える。

　俺はその血痕を辿たどり、通路の奥へと向かっていった。裏口に近い場所にある厨ちゆう房ぼうの脇。そのそばにある物置に、その血痕は続いていた。

　中に人の気配はないので、警戒しながらも扉を開ける。

　狭苦しい物置の中には、フライパンや予備の包丁、鍋に壷つぼなどが所狭しと置かれていた。そんな場所なのに、不自然に壁が露出している場所がある。

「いくらなんでも、あからさま過ぎんだろ……」

　俺が壁に近付き、周辺を調べると、案の定血痕が残されていた。

「どこかに仕掛けがあり、この壁が動くんだろうけど……」

　おそらくは壁のそば、調理道具でカモフラージュされた場所に仕掛けがある。かつては貴族の暗殺も行った経験があるため、こういう仕掛けには結構慣れている。

　しばらくして俺は、鍋の下に隠されていたスイッチを発見し、それを操作した。

　カコンと、小さな音を立てて、壁の一角が外れた。壁の反対側が蝶ちよう番つがいで繫つながっており、扉のように開くようになっている。回転扉のような大掛かりな仕掛けは、さすがにしていなかったか。

　扉の向こうは土が剝むき出しになった下り階段に繫がっており、壁面には光明ライトが込められた魔道具が仕込まれていた。

　この魔道具は一般にも普及しているもので、さほど高価な品ではない。

　しかし半年ほどで内蔵された魔力が切れてしまうため、数を揃そろえるのは手間がかかる。そんな魔道具が一定間隔に、視界が確保されるように配されていた。

「こんな隠し通路にまで魔道具を仕込むとは、贅ぜい沢たくな」

　それだけ経済力のある敵ということか。仮にも旧グリトニル王家に連なる伯爵家。その程度の出費は屁へでもないらしい。

　この先にエリオットが捕らえられている可能性が高い。

　場合によっては人質として利用される可能性もある。相手の戦力は上の騒ぎで引っ張り出せただろうが、ここからは臨機応変に行動せねばならない。

　エリオットが捕らえられているため、敵戦力を急いで削らねばならなかったので正面突破したが、こういう戦い方は元々俺には向いていないのだ。できるならこっそりと、安全に倒して回りたいものである。

　そう思いながらも俺は隠おん密みつギフトを使用し、気配を絶った。同時に声も足音も潜め、ゆっくりと階段を下っていく。

　壁には定期的に掠れた、真新しい血の跡が残されており、エリオットが間違いなくここを通過したことがわかる。

　階段は半円を描くように下へと続いていて、すぐに終点に辿たどり着いた。下った深さはせいぜい四メートルあるかないか。かなり浅い。

　天井の高さが二メートル程度なので、地面のすぐ下に地下室を作っていた。

「これじゃ、人目を避けるだけの部屋になるな」

　その浅さのおかげで、俺が地下室の存在に気付けたのだから、感謝するべきだろうか。

　下りた先は狭い通路が続いていて、その先には扉があった。隙間から光が漏れているところをみると、そこに部屋があるらしい。

　俺は気配を消したまま扉に近付き、今度はこっそりと聞き耳を立てる。すると中から、野太い男の声と、苦しげな聞き慣れた声が聞こえてきた。

　その声の一つは、間違いなくエリオットのものだった。
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　その日は、待ちに待ったハウメアとの待ち合わせの日だった。

　彼女はまるで、ニコルをそのまま大人に成長させたかのような外見で、そしてニコルとは全く違う女性らしさを持った、いわばエリオットにとって理想の姿をしていた。

　ややガサツな、少年のような仕草も残るニコルと違い、しっかりと淑しとやかさを感じさせる所作。それでいて、茶ちや目めっ気けある態度も併せ持つ。

　食事の時は子供っぽい一面も見せ、それでいて男性の友人のような気安さも見せる。

　大人のような、子供のような。少年のような、少女のような。まるで本質を摑つかませない、ミステリアスな女性。

　そんな彼女に、いつの間にか恋に落ちていた。

　その彼女からだという、待ち合わせの手紙がマクスウェルから届き、一も二もなく了承した。

　連絡を受けてからのエリオットは、自身でも驚くほど浮かれていた。下宿先に戻ると、唯一の同居人であるプリシラに彼女の話題を振りまくり、げんなりとした表情を向けられることもあったりしたくらいだ。

　エリオットの浮かれ振りは、それはもう傍はたから見れば鬱陶しいくらいで、その日が来た時は待ち合わせの数時間前から下宿先を飛び出そうとしたくらいである。

　さすがにプリシラに制止され、待ち合わせ一時間前にようやく出発ということとなった。

　そして、浮かれ切ったエリオットは、一刻も早く待ち合わせの場所に行くため、最短距離の裏道を選択する。

　無論、そのコースはプリシラによって危険視されていたが、彼はその時、危機感というモノを完全に放棄していた。

　そしてもう少しで表通りというところで、賊の襲撃を受けた。

　見かけは冒険者だが、身元を示すカードを首から下げていないので正規の冒険者ではないことがわかる。そんな人物が五人、不意に周囲を取り囲んだのだ。

　即座にエリオットを背後にかばい、プリシラが迎撃態勢を取った。互いに口上はなく、黙々と戦いの幕は切って落とされていた。




　プリシラは奮戦した。たった一人で五人を相手に丁ちよう々ちよう発はつ止しの大活躍だったと言える。

　しかしやはり背後にエリオットをかばいながら、五対一では勝ち目はない。やがて剣を弾はじき飛ばされ、袈け裟さ切りに斬り倒されて無力化されてしまった。

　捕らえにくる冒険者に、エリオットも必死に抵抗してみせたが、やはり多勢に無勢。

　顔面をしたたかに殴られ、あっさりと意識を手放し、目の前が暗くなっていく。

　真っ暗に染まっていく視界の端で、プリシラが表通りに向かってわずかに這はい進んでいるのが見えた。

　助けを呼ぶためか、それとも自身が生き延びるためか？　どちらにせよ、彼女の無事を願いながら、エリオットの意識は闇に落ちたのだった。




　次にエリオットが意識を取り戻したのは、馬車が停止した時だ。

　その揺れで彼は目を覚まし、ようやく自身の境遇を察することになる。

　男たちに肩に担がれ、見知らぬ屋敷の中に運び込まれる途中、彼は顔を壁に擦り付けて血痕を残していく。

　そうすることで、少しでも早く助けが来るように、と。

　肩に担がれていたせいで相対的に頭の位置が下がり、かなり低い場所に血の跡を残すことになったが、これは重畳といえる。おかげで見えにくい位置に目印を残せたからだ。




　そうして地下室に運び込まれ……今、目の前に男が座っている。

　周囲には冒険者の男が二人。それに豪ごう奢しやな衣装を纏まとった貴族風の男が一人の、計四人。この男は、仮面をかぶって正体を隠していた。

「お初にお目にかかる、エリオット陛下。私はメトス・スリア＝タルカシール。旧グリトニル王国スリア領を預かっている者です」

「……ああ、知っている」

　その名にエリオットは心当たりがあった。スリア領はラウムのストラ領に隣接する、中央から最も遠い領地。そこを治めるタルカシール伯爵は、旧グリトニル王家の遠縁に当たり、エリオットの即位には反対していた貴族の一人だ。

「私を殺して、自分が玉座につくつもりか？」

「まさか！　私は自分の求心力をよく知っておりますよ。私が内乱を起こしたところで、あなたには決して敵かないません」

「ならば早く解放したらどうだ？　今なら軽めの罪で済ませてやろう」

「いえいえ、残念ながらそうはいきません。それに、私は無理でも私の息子はなかなかに出来がいい。できるなら、次代の連合王国を息子に担になわせたいと思うほどに」

「それがこの暴挙とどう繫がる？」

　エリオットの詰問に、タルカシールは机の上に身を乗り出してくる。

　エリオットの両手は自由になっているが、足には足あし枷かせが嵌はめられていた。これでは逃げることは不可能だ。

　タルカシールを人質に取るにも、武器になりそうなものは、手の届く範囲には何もなかった。なにより、護衛が控えている。

「残念ながら、陛下にはお世継ぎがございません。それは次代の統治者がいまだ空席ということ。できればその席に我が息子を入れて頂きたく存じます」

「できるわけがなかろう」

　吐き捨てるように、エリオットは拒否の言葉を放つ。

　王宮にも王位継承権というモノが存在する。そしてそんなモノを吹き飛ばすほどの名声を持つ英雄たちの存在もある。

　エリオットが次の国王を勝手に指名することは、実はできない。

「ここに遺言書があります。正式な書類ですので、疑われることはございません」

「遺言だと？」

「いかな六英雄と言えど、故人の遺言を無む下げに扱えませんでしょう？」

　つまりタルカシールの息子を次の国王にすると遺言を遺のこさせ、そしてエリオットを殺す。

　遺言書は故人の最も強い願望なので、強い強制力を発揮する。

　ライエルたち六英雄も、これを無視することは難しい。

「学院には、我が友サルワ伯爵の息子も通っております。彼を経由して、あなたと知己を得たとしてもおかしくはないでしょう？　ここにサインしていただくだけで結構ですよ」

「すると思うか？」

「そうそう、あなたを守っていた護衛。今ならまだ助かるかもしれませんなぁ」

　唐突に話題を変えるタルカシール。護衛のプリシラを助けたかったらサインしろと、暗にそう言っているのだ。

　エリオットにとって、プリシラは妹のような存在でもある。幼い頃より陰日向ひなたに彼に寄り添い、その身を守ってきた幼おさな馴な染じみだ。そしてその事実は、連合王国でも有名な話だった。

　タルカシールの息子が玉座につくには、遺言書の存在と、エリオットの死が確認されることが必須事項になる。

　遺言書にサインしない限り、エリオットの命は安全とも言える。逆に言えば、それ以外は一切保障されていない。

　そしてサインすれば、エリオットは殺され、その死は公表される。

　時間を稼がないと自らの命はない。だがそれをすれば、プリシラは死ぬ。その逡しゆん巡じゆんが、エリオットの思考を蝕むしばむ。

　その時、まるで何かを蹴り破るような振動が、地下まで響いてきたのだった。




　　　　◇◆◇◆◇




　扉の向こうから静かな、しかし圧迫感のある声が聞こえてくる。その声に俺は聞き覚えがない。

「陛下、ここにサインするだけで、彼女は助かるのですよ？　残念ながら、陛下は無理でしょうが」

「そうだろうな。で、息子を玉座に据えて、自分は摂政として王国を弄ぶと？」

「そのようなことは……しかし息子はまだ十二になったばかりですので、私が代理で王政の指揮を執ることになる可能性は、否定できませんな」

「その遺言書は私のサインがなければ、効力を発揮しない。ならばたとえ……プリシラが命を落としたとしても、するわけにはいかない」

　どうやら中では、何者かがエリオットに遺言を書くことを強要しているらしい。そして状況から察するに、それはタルカシール伯爵で間違いないだろう。

　目的はやはり、エリオットの後釜に座ることか。

　だが毅き然ぜんとエリオットは拒否していた。プリシラの命を質に取られているらしいが、現在はマクスウェルが救命に当たっている。あの場に俺たちがいたこと自体、連中にとっては計算外の出来事だった。

　それにこいつらが彼女を助けるとはとても思えない。それはエリオットもわかっているので、この要求は断固として拒否していた。

「ようやく北部が落ち着いてきたのだ、そこに火種を放り込む真ま似ねはできない。たとえプリシラの命が失われたとしても、それはできん。そして同様に、私も死ぬわけにはいかん」

「その覚悟はまさに王者にふさわしいと思いますが、覚悟だけでは世界は変わりません」

「それでも、認めるわけにはいかない。それに先ほどの音、追い込まれているのは私だけではあるまい？」

「まさか。先ほど上に向かった連中は、冒険者の中でも四階位以上の腕利き。それが五人もいれば多少の連中は追い払えますよ」

「どうだろうな。ここはラウム。六英雄が二人も存在する街だぞ？」

　頑固に否定するエリオットだが……どうやら王の自覚は多少出てきたようだ。俺が死んだ時は、ピーピー泣いているだけの子供だったのだが。

　ともかく、事件の大元がここにいることは判明していた。ならばあとは、エリオットの身の安全を確保しつつ、中の連中を制圧すれば事件は解決だ。

　使えるミスリル糸は一本、長さ一メートル程度だけ。近接戦で使える武器は、あとは短剣しかない。しかし、この狭い地下空間ではどうせ長い糸は必要ない。

　俺は軽く息を整え、扉を蹴り開け、室内に乱入することにした。

　ガンと盛大な音を立てて、扉を蹴りつける。俺の蹴りを受けて、扉は──ビクともしなかった。

「い、いたい──」

　どうやら結構頑丈な扉だったらしい。

　しかし、幸運にも中の連中が先ほど俺を迎撃しに出たおかげで、鍵は掛かっていなかった。仕方ないのでノブを回して扉を開ける。締まらないこと、この上ない。

「な、何者だ!?」

　俺はゆっくりと室内に踏み込んでいく。その俺の姿を見て、エリオットは驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

「は、ハウメアさん？　あなたが、なぜここに!?」

「ハウメア？　聞いたことがありませんね……いえ、お嬢さん。どうやって上の連中の目をかい潜くぐったのか知りませんが──」

「上の連中？　彼らなら全員、世界樹のもとへ旅立ちましたよ」

　この世界では死を暗喩する俺の言葉に、話しかけてきた男は目を瞠みはる。

　室内には貴族風の男と仮面の男、冒険者風の男が二人。積極的に話しかけてきた方がタルカシール伯爵だろう。

　もう一人の仮面の男は突然現れた俺に狼ろう狽ばいし、壁際に張り付いていた。

　そして机の奥にはエリオットが座らされている。足には枷が嵌められていて、あれでは自力で逃げられない。

「バカな……旅立ち？」

「わかりませんか？　簡単に言うとブッ殺したという意味です。次はあなたの番ですね」

　俺の言葉を、タルカシールは一瞬把握できなかったのか、呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべた。同時にエリオットも。

　まさか俺がそこまでの戦闘力を持っているとは思わなかったらしい。いや、そもそもここに俺が現れるとは思っていなかっただろう。

「ハウメアさん、あなたはいったい？」

「助けにきたので、そこで大人しくしていてくださいね」

「え、あ……はい？」

　俺はミスリルの糸を両手に保持し、軽く腰を落とした戦闘姿勢を取る。そんな俺を見て、タルカシールも懐から短剣を引っ張り出した。

　どうやら護身用に持ち歩いているものらしいが、やたら派手な装飾が施された重そうな形状や、構え方を見る限り、奴が戦えるとはあまり思えない。

「小娘が！　このような場所で邪魔などさせぬ！」

「そんなへっぴり腰でですか？　サイオン生まれの生存能力サバイバリテイを舐なめないで下さいよ」

「サイオンだと……あの荒野のか!?」

　邪竜に襲われて以来、サイオンは再興されず荒野のまま放置されている。
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　しかし実際のところ、俺はサイオンに行ったことはあまりない。邪竜退治の際に立ち寄ったくらいなので、これはただのハッタリだ。

　ここは手っ取り早く敵を無力化するしかないのだが、殺さずに捕らえるのは少しばかり……慣れていない。

「どうせハッタリに決まっている、そこをどけ、小娘！」

　俺に向かって叫びながら短剣を突き出してくるタルカシール。だが俺は足を振り上げ、その腕を蹴り上げた。

　普通ならこういう迎撃は難しいのだが、こいつくらいの腕なら余裕である。

　手首を蹴られ、短剣が真上に跳ね上がって天井の土壁に刺さる。

　たたらを踏んで前のめりになったタルカシールの手首に糸を巻き付けて固め、関節技に移行する。巻き付けた糸を利用して背後に腕を回し、そのまま手羽のように締め上げた。

　同時に足を払って床に引き倒し、背中に膝を押しつけ動きを制する。

　そして残る三人を警戒するべく視線を飛ばすが……

「あれ、いない？」

　男たちの姿は忽こつ然ぜんと消えていた。代わりに大きく開かれた地下道の入り口。どうやら抜け道が作られていたようだ。

「は、ハウメアさん……無事ですか!?」

「お前が言う──あ、いえ。大丈夫ですよ。慣れてますので」

　うっかり本音を漏らしてしまったが、取り繕った笑顔でごまかしておく。

　エリオットは足枷が嵌められていて、自力で歩くことはできなそうだが、大きな怪け我がをした様子はない。俺は膝下でもがくタルカシールに手刀を叩たたき込んで気絶させ、立ち上がった。

　どうやらこれで一件落着、になるのかなぁ？




　俺がタルカシール伯爵を取り押さえた直後、周辺の警戒に出ていたマクスウェルの使い魔が戻ってきた。

　一応今回に限っては、不法侵入した上に傍若無人を働いたのはこちらなので、誤認逮捕を恐れて警戒をしてもらっていたのだ。いや、誤認というのは少し違うか。

「レ……ニコ、いやハウメア。どうやら周辺が騒々しくなってきたようじゃぞ？」

「表の死体が見つかった？」

　門番を刺殺して置いたままだ。見る人が見れば死体とわかるし、そうと知れれば騒ぎにもなる。

　だがこちらにはエリオットの救出という大義名分があるし、マクスウェルの後ろ盾も付いている。犯罪者にされることはないだろうが、今の俺は幻覚を纏まとったままだ。

　このまま事情聴取されると、その事実が露見する可能性が非常に高い。

「その鳩はと、言葉を？」

「ああ、この鳥はマクスウェル──様の使い魔ですから」

「なぜ、そこで一瞬の間ができた？」

　仮にもあの爺じいさんを様付けで呼ばねばならない俺の逡巡を見抜き、余計なツッコミを入れてくる。鳩に表情などあるはずもないが、その顔がイヤらしく歪ゆがんだ気がした。

「ん？　もっと尊敬と敬愛を込めて呼んでもいいんじゃぞ？　ほれほれ」

「クソジジィ……」

「えっ!?」

　ここぞとばかりにからかってくるマクスウェルに、俺の本音が少し漏れた。その迫力に一歩引くエリオット。

「いえ、なんでもありませんわ、オホホ。それよりエリオットさん、お怪我はないですか？」

　表面を取り繕い愛想笑いでごまかしておき、とりあえずエリオットの状態を調べておく。

　後継者を作れないようにするだけなら、それこそ一瞬で済む。そういう処置がされていないか、確認するためだ。

　もっとも『潰され』ていたら、こんなに平然としていられないだろうけど。

「はい。殴られて少し口を切ったくらいで、大した怪我は……そうだ、プリシラ！」

　立場上プリシラを切り捨てた振りはしていたが、やはり気になっていたのだろう。

　突如血相を変えて表に飛び出そうとするエリオット。しかし足あし枷かせが嵌はめられているため、机から離れられない。

「彼女なら大丈夫ですよ。今マクスウェル──様が治療に当たっておられます」

「マクスウェル様が？　なぜあの場所に？」

「どうやらエリオットさんの待ち合わせと聞いて、面白がってついてきたようです」

「私に、ですか？」

「いえ、私の方に。本当にイタズラ好きなお方で」

　大人げないマクスウェルの行動を、ここぞとばかりにあげつらっておく。そんな俺のそばに使い魔が着地する。本来ならば頭や肩に乗りたいところだろうが、幻覚を纏っている以上、その行動は少々危ない。

　膝下に取り押さえているタルカシール伯爵ならともかく、上方向への体格のずれは結構大きい。

「それよりも、人が集まってくればエリオットはともかく、ハウメアは少々問題があろう？」

「そうだ──そうですわね。ここは申し訳ありませんが、エリオット様にこの場をお任せしてもよろしいでしょうか？」

「私に、ですか？」

「多少の言い訳ならば、ワシが代わりに繕っておいてやるわい。ワシの使い魔と知ってなお抗弁してくる者はそうはおらん」

「それはありがたいのですが、だとすれば彼女も一緒にいていいのでは？」

「そうもいかん理由があるのじゃ。お主の素性と一緒でな」

　今、魔術学院でエリオットの素性を知っているのは、マクスウェルとコルティナ、そして俺とレティーナの四人だけだ。

　同僚の教師にすら、エリオットが王族であることは周知されていない。

「……そうですね。深入りしたことを申しました。謝罪します」

「いえ、お気になさらず」

　俺がエリオットの謝罪を受け入れている間、マクスウェルの使い魔が、くちばしを使って魔法陣を描く。

　そのまま詠唱に入り、開錠アンロツクの魔法を使用した。

「使い魔でも魔法使えんのかよ」

　そういえば、物品転送アポートの魔法も使っていた。その器用さに、思わず俺は素の言葉遣いに戻る。無論、エリオットに聞こえないように配慮して。

　そして、使い魔が魔法を使うという行動に、エリオットも驚愕していた。

「この魔法はかける対象が視界内であれば問題ない。もちろん距離による魔力の消費はかかってくるが、こういう使い道もあると覚えておくとよいぞ？」

「ご親切にどうも」

　だが実際のところ、この処置はありがたい。

　俺がエリオットの足枷を外すことは可能だが、奴の足元に蹲うずくまるという行為は、俺の身体に触れられる危険性も孕はらんでいる。

　特に上半身は体格のずれが大きいため、触られると幻覚がバレる危険があるので、どうしようか悩んでいたところだった。

　エリオットが鍵の外れた足枷を取り払うのを確認し、俺はその場を立ち去ることにした。

「それではエリオットさん。私はいろいろと隠し事が多いので、この場はこれで。タルカシール伯爵は縛ったまま置いておきますので、あとのことはよろしくお願いします」

「あ、はい」

「それと、今日の予定はこのままだと流れてしまいますけど、またご連絡差し上げてもよろしいでしょうか？」

　目の前であっさりとタルカシールを取り押さえた俺に、ドン引きしてないかと警戒しつつ、そんな確認を取ってみる。

　だが、エリオットは顔を紅潮させてブンブンと首を縦に振った。その子供のような態度に、少し笑いが漏れる。

「では、もう一人の男が逃げた先を調べてきます。おそらくは戻りませんけど」

「今日は私の不始末に巻き込んでしまって、申し訳ありませんでした」

「いえ。それよりも従者の方を労ねぎらってあげてください。とても頑張ってくれたいい子ですよ？」

「それはもちろん！」

　晴れ晴れとした笑顔を浮かべ、俺に答えるエリオット。その顔を見て俺は、隠し通路の先に足を踏み出していったのだった。
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　エリオットと別れ、隠し通路の先を調べにいった俺だったが、やはり大した収穫はなかった。

　主犯であるタルカシールは捕縛していたし、エリオットの身柄も確保したのだが、やはり不完全燃焼という感が拭えない。

　しかし俺の手は二つしかない。タルカシールを取り押さえたままでは、仮面の男を追うことはできない。どうせタルカシールが口を割るだろうから、無理をする必要もない。

　抜け道は屋敷の前庭に続いており、塀のそばに出口があった。そして塀の柵の一部が取り外せるようになっていて、そこから外に逃げ出せるように工夫されていた。

「金持ち連中はどうしてこう、抜け道が好きなんだろうな？」

　マクスウェルの使い魔でもいれば、俺の独り言に返事をしてくれただろうが、奴は今エリオットに付いている。

　このまま騒ぎを聞きつけて駆け込んでくるであろう衛兵に、事情を説明せねばならないので、残らざるを得なかったのだ。

　周囲を探ってみても、仮面の男と冒険者二人──おそらくは仮面の男の護衛だったのだろう──の姿は、あいにくとすでにない。

「逃げられたか。まあ、これは仕方ない」

　エリオットが捕らえられていなければ、隠れて一人ずつ殺し、取り逃がすこともなかっただろうが……いや、ここは贅ぜい沢たくは言うまい。

「とにかく、この姿だと注目を浴びてしかたない。どこかで元の姿に戻らないとな」

　おそらく考えうる限り美化して成長させた俺の姿は、非常に人目を集める。

　こんな姿でうろついていたら、また変なナンパに引っかかってしまう。

　集まり始めた人目を避けるようにして、元の姿に戻った。

　自分の手足がいつもの長さに戻り、膝上丈の靴下とミニスカートに包まれたぷにぷにの足が現れた……いつまで経たっても筋肉がついてくれない。

　できればスカートは遠慮したいのだが、フィニアとコルティナの連合軍は手て強ごわく、出かける際に身み嗜だしなみチェックが入ってしまうのだ。

　こっそり抜け出せばいいのではあるが、わざわざ昼間っから自室を抜け出すのも馬鹿らしい。

　それに幻覚を長時間纏い続ける予定だったので、どうでもいいと割り切っていた。

「予想外に時間が余っちゃったな、どこかでヒマでも潰すか……っと、その前に身体を洗わないといけないか」

　俺の上半身は現在血ち塗まみれ。こんな状態で街中をうろついていたら、事件現場にいなくても捕まってしまう。

　幸いと言っていいか、ラウムの首都は水源となる川が流れ込んでおり、市民はそこで洗濯などを行うこともできる。まあ俺の能力ならば、川に辿たどり着くまで隠れて行くくらいはできるだろう。

　そうして身体と服から返り血を洗い落とし、一旦自宅に戻って着替えてから俺は前回エリオットに案内されたカフェに寄ることにした。

　あそこの甘かん味みはなかなかの出来栄えだった。エリオット抜きでじっくり楽しんでも、罰は当たらないはずだ。




　翌日、エリオットは何事もなかったかのように、学院に出勤してきた。そのそばにはプリシラの姿も存在したので、俺は一安心する。

　彼女の怪け我がは俺が見ただけでも、肋ろつ骨こつの骨折に内臓の損傷、袈け裟さ懸けに斬り付けられた裂傷に、各所の打撲、骨折と目を覆わんばかりだった。

　それでも翌日には動けるように治してくる辺り、さすがマクスウェルである。マリアほどではないが、プリシラを癒いやし切るには十二分だったようだ。

　そして昼休みに入り、俺は久しぶりにミシェルちゃんたちと中庭で昼食を取ることになった。その途中、中庭から見える窓の向こうに、珍しい光景を発見した。

　大きな机に座るマクスウェルの後ろ姿と、それに詰め寄るエリオットの姿だ。

　エリオットは昔から俺たち六英雄に尊敬の念を持ってくれている。そんな彼が、血相を変えて爺じいさんに詰め寄るなんて珍しい。

「ゴメン、少し用事ができちゃった」

「え、またですの？」

　最近、彼女たちと昼食を取れていないので、レティーナは残念そうな声を上げる。

　同じくミシェルちゃんも悲しそうな表情をしていた。だがあの様子は尋常じゃない。明らかに逆上していた。すぐにでも状況を把握しないといけない。

「本当にごめんね。代わりに今度、美味おいしいお店紹介するから」

「むむ!?　まあ、それならしかたないですわね……」

「ほんと？　やったぁ！」

　レティーナは表面を取り繕っているが、ミシェルちゃん同様に期待感満載な表情が駄だ々だ漏れである。

　常々彼女は貴族らしくないと思っていたが、それはそれで素直な魅力になっている。できるならば、貴族社会に染まらず、このまま成長してほしい。

「それじゃ、またあとで！」

　だがそんなレティーナを愛めでる暇は、今の俺にはない。

　別れの挨拶もそこそこに、スカートの裾を蹴り立てながら校舎内に駆け込んでいった。

　頭の上の定位置に陣取っているカッちゃんが、不満げな鳴き声を上げていたが、あの様子は本当にただごとではなかった。

　まさか仲なか違たがいとは考えられない。彼は六英雄を、まるで親のように慕っていたのだから。

　それにマクスウェルは後衛とはいえ、経験豊富な実戦派だ。エリオット程度にどうにかできるとも思えない。

　だが不意を突かれれば万が一ということもあり得る。俺は最悪の事態を想定しながら理事長室へ辿たどり着いた。

　するとタイミングよく、エリオットが荒々しく扉を開けて飛び出してきた。

「もういいです、失礼します！」

「こりゃ、待たんか、エリオット！」

　中から返ってくるマクスウェルの声に、俺はとりあえず安あん堵どの息を漏らした。

　だがエリオットの顔を見て一瞬強こわ張ばる。彼のここまで険しい表情を見たことがなかった。

　エリオットの方も、俺が近くにいると気付いて、ギョッとした表情をする。

　だがすぐさま表面を取り繕い、いつもの柔和な表情に戻っていた。それでも要所が取り繕いきれていない辺り、彼の怒りの深さが見て取れる。

「これはニコルさん。申し訳ありません、驚かせてしまいましたか？」

「い、いえ……」

　俺の前に膝をつき、視線の高さを合わせて語りかけてくる辺り、実に紳士だ。それだけに、こめかみに浮かんだ血管がよく見えるわけだが。

「すみません、少し納得できないことがあってマクスウェル様と口論になってしまいまして。いや、喧けん嘩かしたわけじゃないのですが」

「それなら、いいけど？」

「ハハ、あなたに心配かけるなんて、私も修業不足ですね……これでは到底……」

「どうかしたの？」

「いえ、その、なんでもありませんよ」

　一瞬口くち篭ごもり、エリオットは立ち上がった。その態度には話はここまでという意図がありありと浮かんで見える。

「それでは失礼を。私はこれから行く場所がありますので」

「う、うん。さよなら」

　当惑を隠しきれない俺は、すたすたと立ち去るエリオットを見送るしかできなかった。

　だがそれは別にいい。話はマクスウェルに聞けばいいだけなのだから。




　廊下の角を曲がって姿を消したエリオットを見送り、俺は改めて理事長室のドアをノックした。

　中にマクスウェルがいることはわかっているし、いつもなら問答無用で乱入するのだが、あの爺さんも口論のあとで気が立っているだろう。そう判断してマナーを守ったに過ぎない。

　するとノックに反応して、中から疲れたような声が返ってきた。

「誰じゃ？」

「わたし。ニコル」

　廊下では誰が聞いているかわからないので、一応女言葉で返事をする。それを聞いて、マクスウェルは明らかに明るくなった返事を返してきた。

「ニコル？　ちょうどいいところに来たわぃ。ほれ、さっさと入れ」

「ちょうどいい？」

　俺は首を傾かしげて疑問符を浮かべる。その拍子にカッちゃんがずり落ちそうになったが、この際気にしない。とにかく中に入れと言ってくれているのだから、とっとと密談の場に篭もるとしよう。

　俺がドアを開けると、頭を抱えたマクスウェルが出迎えてくれた。机の上にはひっくり返ったカップが一つ。おそらくエリオットに振る舞ったものだろう。

「何があったんだ、爺さん。エリオットの奴、珍しく本気で怒ってたぞ？」

「お主の尻拭いじゃよ。あそこまで怒るとは思わなんだわ。薬が効き過ぎたようじゃな」

「俺の尻拭いって？」

　疑問を返しながら、俺は机の前にあった椅子に腰掛ける。おそらくは、エリオットが先ほどまで座っていた椅子だ。

　それに合わせてマクスウェルは、背後のカーテンを引いた。俺が来たことで、外から見えていると察したのだろう。

「そうじゃよ。お主が先日やったことを思い出してみぃ」

「誘拐犯をぶちのめした」

「実に端的じゃな。では法的な側面からはどうじゃ？」

　そこまで言われ、俺は顎に手を当てて考えてみる。

　あそこは外交官の屋敷で、変装した俺は正体不明の小娘。そこへ乗り込み、合計六名を惨殺し、外交官でもあるタルカシール伯爵の腕を縛り上げ、引きずり倒し、踏みつけた。

「うん、ひょっとして俺ヤバイ？」

「お主がやったことは間違いではない。ワシも後見についていたことだしな。じゃが法的には問題ありまくりじゃ」

　マクスウェルが直々に乗り込んだのならば、まだ問題は少なかっただろう。

　しかし乗り込んだのは正体不明の娘で、しかも姿を隠している。攫さらわれたエリオット本人の証言もあるから、犯罪者として追われることはないだろうが……確かに危ない。

「その辺が問題になっておってな。ワシとしても、それを利用させてもらったのじゃ」

「利用？」

「お主の処遇じゃよ。いつまでもあの姿でこの街にいるわけにはいくまい？」

「ああ、それか」

　あの姿でこの街に出没すれば、それはエリオットの思慕を引きずらせることになってしまう。適当なところで退場せねばならない存在なのは、間違いない。

「なのでハウメアはワシが雇った密偵の一人ということにして、今回の件の責任を負わせることにした」

「責任ってなんの？」

「不審人物の調査。それに伴う犯罪の抑止。それを防げなかった件で国外追放処分」

「はぁ!?」

　国外追放と言われ、俺は驚きよう愕がくしたが……よく考えてみれば、あの姿──ハウメアという女性は幻の存在だ。追放処分を食らっても、特に問題はない。

「それがエリオットには気に食わなかったようでな。珍しく食ってかかられたわ」

「そりゃそうだろうよ」

　エリオットから見れば、命の恩人で想おもい人の女性を国外に放り出された形になる。怒り狂って当然だ。だがマクスウェルから見れば、幻の当事者に責任を取らせたことで、なんのダメージも負わずに危険人物を処理できた。そしてハウメアという幻を、都合よく切り捨てることができたという話になる。

　これでしばらく、エリオットはハウメアという幻を追い、俺は晴れて自由の身。

「まあ、エリオットは可哀かわい想そうではあるが、万事めでたしってところじゃねぇの？」

「お主は気楽に言ってくれるが、エリオットの奴に怒りの矛先を向けられるのはワシじゃぞ……自業自得ではあるがの」

「自覚あるなら受け入れな」

「元はと言えば誰のせいじゃよ？」

　俺に矛先が向いたので、視線を逸そらしてごまかしておく。

　マクスウェルには悪いが、今回の一件でエリオットの恋心が他所よそに向いてくれたのは大きい。ひょっとしたらライエル辺りは同調してくれるかもしれない。

「これでハウメアが消えれば、エリオットはしばらく片思いのままになり、俺への興味は薄れる」

「そして初恋の傷が癒える頃には、お主はこの学院を去るというわけじゃな」

「ああ、完璧じゃねぇか」

「それまでにお主が変化ポリモルフを覚えれば、という前提が付くがの」

「ぐっ、それは神の祝福ギフトに期待ってところだ」

「ギフト持ちとて、精進せねば習得は捗はかどらんぞ？」

「……がんばるよ」

　藪やぶをつついて蛇を出した心境で、俺はマクスウェルの忠告に頷うなずいておいた。

　実際、この三年で俺の魔法の腕は格段に進歩している。まだ中級の下ではあるが、その熟練度は確実に子供の域を脱しつつあった。

　このままいけば初等部の残り三年、その上の高等部に進学して三年もすれば、きっと習得できるだろう。

　高等部になれば、学院の地下図書館も利用できるようになり、魔法の腕前は飛躍的に上昇するはずなのだから。




　理事長室から退出し、俺はそのまま食堂で食事を済ませた。

　ミシェルちゃんたちと合流してもよかったのだが、今の思考状態では何かミスを犯しそうで怖かったという理由もある。

　マクスウェルの手前、存分に男言葉を垂れ流し、椅子の上では少々はしたない感じに膝を組み、エリオットを罠わなに嵌はめた。さすがの俺も、少し後ろ暗い気分になっていたのだ。

　そうやって食事を済ませ、クラブ活動もぶっちぎって家に帰る。レティーナには体調不良と言い訳しておいた。

　珍しく早く帰ってきた俺に、フィニアは驚きの表情を見せた。

「ニコル様、もうお帰りになられたのですか？」

「うん。フィニアはいつもの訓練？」

　彼女は、この街に来る時に護衛してくれた冒険者と今も連絡を取っており、時折剣の修行を付けてもらっている。

　その甲か斐いあってか、今ではちょっとした冒険者より腕が立つほどになっていた。メイド服のまま剣帯を着け、結構大きめな剣を軽々と振り回す。

　それがこぢんまりとした民家の前の光景なのだから、実にシュールだ。

「はい。最近少し鈍なまった感がありますので」

「おお、フィニアも一いつ端ぱしの口を利くようになってる」

「ふふ、もうニコル様にも負けませんから！」

「それはないね」

　いくら俺でも、フィニアに後おくれを取るほど鈍ってはいない。それを聞いてフィニアは少しふくれっ面になった。

「あ、言いましたね！　なら少し手合わせしてみますか？」

「わたしがフィニアに剣を向けるわけないじゃない？　それに喉が渇いたから」

「はい。では、ホットミルクをお入れしますね！」

「この暑い時期にホットミルクとは……実は怒ってる？」

「まさか」

　ニコリと微笑ほほえむフィニアだが、こめかみに血管が少し浮いていた。

　初心者から脱したところへ、俺から冷や水を浴びせられ、少し不愉快に思ったことは確かなようだ。

　だがこの時期が一番危ない。下手に自信を持ち、無謀な行動に出やすくなる時期だ。

　ここは彼女のために、その鼻をへし折っておくのがいいのかもしれないが……フィニアに限って高慢になるなんてことはないか。

　フィニアもそれほど真剣に怒っていたわけではなさそうで、夕食時にはすでに機嫌を直していた。

　給仕のために俺の隣の席についているが、同時に彼女も食事を取っている。

　我が家のメイドを自称する彼女ではあるが、食事は全員で取るべしというコルティナの命には逆らえなかった。

　その席で、俺はエリオットのことについて話していた。

　もちろん、自分から話そうとしたわけではない。同僚であるコルティナがエリオットの異常を察して、話題を持ち出したからだ。

　俺はマクスウェルの内弟子でもあるので、事情を察しているとしてもおかしくはない。当たり障りのない部分だけを聞かせたわけだが、コルティナは興味深そうな顔をしていた。

「ふうん……エリオットがねぇ？」

　コルティナにしても、エリオットは幼い頃から見守ってきた相手なので、近所の子供のような感覚を持っている。

　その失恋話を耳にして、ふむふむと顎先に手をやって考え込んだ。食事中だというのに、やや行儀が悪い。

「銀髪で碧へき眼がんの美少女……年の頃は十代後半……マクスウェルの後ろ盾……」

「コルティナ？」

「……そして、冒険者崩れ六名を問答無用で斬殺できる戦闘力……もしかして？」

「あの、どうかしたの？」

「ええ、私は理解したわ！」

「な、なにを？」

　キラキラと目を光らせながら顔を上げるコルティナ。その顔には自信が満ち溢あふれていた。
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「その女性、ハウメアとか言ったわね？」

「う、うん」

「その子がレイドよ！」

「ハァ!?」

　いや、ちょっと待て。その答えは正解ではあるが、正解ではない。

　しかしそれを指摘するわけにはいかない。俺が微妙な顔でコルティナを見つめていると、それを説明を求める表情と勘違いしたのか、彼女は自信満々に解説を始めた。

「いい？　まず二十年前にマリアが転リーインカー生ネーシヨンの魔法をレイドに施ほどこしたわ」

「あー、うん。そうだね？」

「それが成功したのは、マリアが把握している。そこから転生したのなら、レイドの年齢は今頃十代に入っているはずよ」

「そうだね」

　ぎりぎり十歳の俺は、この推測に頷かざるを得ない。

「そして彼はラウムにいる。これも確定事項。そこへ正体不明の達人が現れたの。しかもその子は平民でありながらマクスウェルとの繫つながりを持っている」

「マクスウェルにも個人的な付き合いはあるんじゃない？」

「彼はこの国の重鎮なのよ？　近付ける人間は数が限られているわ。ましてや正体不明の存在なんて、そう簡単に友ゆう誼ぎを結べるはずもない」

「はぁ……」

「ならば彼女はマクスウェルと最初から面識、いや知己を得ていたと考えるべき。この国で、しかも十代でそんな人物──しかも私の知らない存在となると、転生したレイドしかいないもの」

「それは早計なんじゃ？　それにカッちゃんの時も疑ってたじゃない？」

「いえ、今度こそ確実よ！　そしてレイドがエリオットに好意を持たれてしまったから、引き離すために国から出した。いくらなんでも強引すぎる処罰はこれで納得できるわ」

「そ、そーなのかな？」

　鼻息荒く断言するコルティナ。正解に限りなく近いが、微妙に外れている……のか？

　ぎりぎり俺に疑惑が向かっていないのが救いだな。

「それに、これなら私の前に姿を現さなかった理由も理解できる。女に転生してしまったからよ！」

「あ、うん」

「ホントにアイツってば水臭いんだから。それならそうと言ってくれれば、私もいろいろと教えてあげたのに！　しかも弄いじり甲が斐いのありそうな美少女！」

「なんか背中がムズムズしてきた」

　アヤシイ手つきで指をワキワキさせるコルティナ。いったい何を教えてくれるつもりなのか。少し興味が湧いてきた。

「そうね、こうしちゃいられないわ……ちょっと私出かけてくる」

「どこへ!?」

「タルカシール伯爵邸よ。何か証拠が残っているかもしれないもの」

「こんな夜中に危ないよ？」

　コルティナも言うに及ばず、相当な美少女である。猫人族も人間に比べればかなり長命な種族だ。彼女も種族的に見ればまだまだ若輩。見かけだけなら人間の十代でも通用する。

　それが夕食時に出歩くとなると、酔客に絡まれる危険性もある。その部分はどこの国でも同じだ。

　それに……確かにあの屋敷には証拠が大量に残っている。

　故障したせいで切り捨てたミスリルの糸とか、もう言い逃れのできないくらい明確な証拠だ。

「もう！　これはあとでマクスウェルを締め上げないと」

「あー、ほどほどにね？」

「ええ、こってりと！」

　興奮し過ぎて、すでに会話が成立していない。

　夕食もそこそこに家を飛び出していくコルティナを見て、俺は溜ため息いきを吐つくしかなかった。

「しょうがないなぁ。フィニア、お茶をおかわり……あれ？」

　振り返った俺の視線の先には、フィニアもいなかった。見るとコルティナの後を追いかけていくメイドの姿が。

「本当に……どうしようか……？」

　俺は次の日もマクスウェルのもとを訪ねることを決意したのだった。
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　北部の三か国が滅ぼされた。

　それは、領土内の治安を守る冒険者の管理や軍隊の派遣ができなくなったことを意味する。

　つまり、今の北部はまさに無法地帯。モンスターだけでなく、食い詰めた農民や町人が野盗と化して人を襲う。そんな世界になっていた。

　不毛の地と化した地域を、俺たち六人は進んでいく。

　夜になっても気を抜くことはできず、特に先頭を行く俺の負担は日々増大していた。

　今までは敵の接近を見落としても、危機に陥るのは俺一人だった。だが今は違う。背後にはライエルやガドルス、マクスウェル。何よりコルティナとマリアが存在していた。

　自衛手段に乏しい二人は接近されると非常に危ない。何より二人とも目を引く美女、美少女であることが問題である。

　モンスターよりも先に野盗を引き寄せてしまうため、日を追うにつれて、俺の負担は増えていく。

　そんな中、俺が体調の異変を感じるようになるまで、時間はかからなかった。

「レイド、なんかフラついてない？」

「そんなことねーよ」

　ぶっきらぼうにそう答えてみるが、確かに視界が歪ゆがみ、足取りは覚おぼ束つかない。

　この状態で先に進むのは危険かもしれないが、近場には人が隠れ住む集落一つない。無理にでも先に進む必要があった。

　その状態でまた一歩踏み出し、小さな石を踏みつけてしまった。

　いつもなら問題なく立て直せる程度の体勢の乱れ。しかしこの日の俺はそれを立て直すことができず大きく傾かしぎ、そのまま横倒しに倒れ込んでしまった。

「レイド!?」

　悲鳴のような声を上げるコルティナ。マリアが慌てて駆け寄ってくるのが視界の端に映る。

　しかし俺は、その声に応えることができずに意識が闇に閉ざされていったのだった。




　どれくらい意識を失っていたのか、俺はようやく目を覚ますことができた。

　どうやら俺の考えていた以上に、疲労が溜たまっていたらしい。

　これまでも街から街へ何日も徒歩で移動したことはある。標的を物陰で何日も見張るなんて真ま似ねも、したことはあった。

　しかし、休みなくこれほどの期間を、というのは初めての経験だ。

「目が覚めた、レイド？」

　草を敷き詰めた上に毛布を敷き、簡易ベッドにされた寝床の上に、俺は横たえられていた。周囲にはご丁寧に、風かぜ除よけの布まで張って、ちょっとしたテントのようになっている。

　俺の横には心配そうな表情を浮かべたコルティナとマリアの姿。

「俺は……？」

「過労ね。慣れない斥候役を続けていたものだから、精神的に疲れ切ってしまったのよ」

「そうか、世話を掛けた」

　マリアの説明に俺は恥ずかしさを隠せない。他の連中も、慣れない役割を押し付けられているというのに、弱音を吐いていない。

　だというのにタフな暗殺者を標ひよう榜ぼうする俺が、真っ先に音を上げてしまったのだから、面目次第もない。

　謝罪し、身体を起こそうとする俺を、マリアは強引に押し留とどめた。意外に力が強く、肩を押さえられただけで俺は強引に寝かしつけられてしまった。

「まだ起きるのは無理よ。熱は治療キユアで癒いやしたけど、失われた体力は簡単には回復しないんだから」

「だが、こんな荒野で危険じゃないか？」

「斥候役のあなたが行動不能の方がよっぽど危険よ」

　マリアはいつになく強気に、俺の頭を軽く叩たたいて諭してきた。この女は病人相手には強気に出る傾向がある。

　しかし、マリアの言うことももっともだ。今回は俺の体調管理ができていなかったことが問題だが、それを押して行動することはさらに危険である。

　ここは彼女の言うことを聞き、一刻も早く体調を戻すことに専念した方がいいだろう。

　俺は言われるままに身体から力を抜き、大人しく草のベッドに横になった。

「ライエルたちはどうした？」

「ガドルスは外で護衛。ライエルとマクスウェルは獲物を取りに行っているわ。保存食じゃ、身体にも良くないもの」

「まったく、世話を掛けちまった。だらしねぇ」

「むしろあなたがこうなるまで負担をかけた、私たちの方が問題なのよ。みんなが協力し合わなきゃ、邪竜の巣に辿たどり着くことも難しいわ」

「そう言ってくれると、気が楽だよ」

「あら、いつになくしおらしいじゃない」

　さっそくコルティナが茶ちや化かしに来るが、これは彼女なりに空気を軽くしようという気配りであることは、今の俺には気付いている。

　だから俺も、それに乗ってやることにした。

「鬼軍師殿なら、病を押して仕事をしろと言われるかと思ったんだがな？」

「いくら私でも、できないことを強要したりしないわよ！」

　彼女は、確かにできないことは要求しない。だができるギリギリを要求してくることは、頻繁にある。

　見るとマリアも、視線を逸そらしてこめかみを搔かき、ごまかしていた。

　しかしこれも、俺にとっては稀け有うな経験だ。なにせ美女二人に看病されるなど、俺の人生を振り返っても経験がない。

　しばしモテない自分の人生に鬱うつになるが、マリアがそんな俺の口に水袋を突っ込んできた。

「ほら、汗をかいて水分を失っているでしょう？　水を飲んで大人しく寝なさい」

「窒息するわ!?」

　いささか乱暴な看病だったが、これもありがたい話だった。

　俺の師匠に当たる男にも、こうして看病された経験はあるが、あの男は何をどうやったのかわからない方法であっさりと病を癒してくれたからな。

　そうして三日、俺はひと時の休息を堪能することにしたのだった。




　その三日間、俺は大人しく看病されることになったのだが、これがまた、ただでは済まない日々だった。

　特にコルティナである。面白がって看病に参加したのだが、何かにつけて俺をひん剝むきたがる。

　汗を拭くためと主張していたが、それも事実かどうか怪しいところだ。

　しかも服を洗濯してるからと言って、俺にマリアの修道服を着せようとするのはどうなんだ？

　確かにライエルやマクスウェルの服は大き過ぎるし、ガドルスのものは小さ過ぎる。コルティナに至っては、細すぎて問題外だ。

　マリアの修道服は、体にフィットするものではなくゆったりした造りのため、背丈が同じくらいの俺にとってはちょうどいい。

　しかしそれはないだろうと主張したが、裸でいる方が遥はるかにキツイ。

　泣く泣くマリアの服を纏まとったわけだが、それを見たコルティナとライエルの笑うこと、笑うこと。思わず俺の暗殺リストの中に、その名を刻んでしまったくらいである。

　そうして俺の体調が戻った頃、一つの問題が持ち上がっていた。

「いくらなんでも俺が劣るとか、ないだろう？」

「確かにお主の体力は認めるが、堅いというのはまた別問題だ。盾役として、認めるわけにはいかん」

　珍しく口論しているのはライエルとガドルスだ。どうやら、どちらが前衛として優れているか、競い合っているらしい。

　さすがに俺の体調が戻る頃には、寝床を分けておく必要がある。

　女性二人と男性四人が同じ寝床というのは、さすがに外聞が悪い。もう一つテントを設営し、そちらにマリアとコルティナを押し込んでいる。

　必然、男四人で押し込められると、妙な競争心のようなモノが湧いてくるらしい。

「何を言い合ってるんだ？」

「ああ、レイドか。お前も前衛として俺の方が優れていると認めてくれるよな？」

「いや、ワシだ。レイドもそう思っているはずだ」

　ライエルとガドルスが勢い込んで聞いてくるが、それを俺に聞くのか？

「落ち着け、お前ら。前衛として優れているのは誰かって問題なら、答えは一つだろう」

「ふむ、どっちだ？」

「もちろん盾役たるワシだろうな？」

「いや、俺だよ。あらゆる状況に対応し得る、万能型の前衛なんだから、当たり前だ」

「ハァ？」

　俺の答えにライエルとガドルスが並んで首を傾かしげやがった。いくらなんでもお前らそれは失礼だろう。思わず俺のこめかみに血管が浮かぶ。

「お前ら、俺を舐なめ過ぎじゃね？」

「いや、先日までぶっ倒れておった奴に言われてもな」

「上等だこら。勝負すっか？」

「大人しく寝てろって。お前にまたなんかあったら、俺らがマリアとコルティナに𠮟られるんだから」

「ふざけんな。いいだろう、証明してやんよ！」

「え、どうやって？」

「要は前衛のタフさを証明すればいいんだろ？　ならモンスターの攻撃をどれだけ耐えられるか、競えばいい」

「またバカなことを言いだしおったわぃ」

　横から嘴くちばしを挟んできたのは、それまで傍観を決め込んでいたマクスウェルだった。

　しかしこれは、俺のプライドのかかった問題だ。退くわけにはいかない。

「さすがに病み上がりでモンスターの攻撃を受けたいというのは、ワシも止めざるを得ん」

「そう言われると被虐嗜し好こうみたいに聞こえるからヤメロ」

「やることは同じじゃろうに」

「言うな、マクスウェル。これは前衛のプライドの問題だ。いいだろう、レイド。その挑発、乗ってやる」

　ガドルスが売り言葉に買い言葉で、挑発に乗ってくる。

「よし、なら勝負は明日の朝だ。マリアとコルティナが起き出す前に決着をつけるぞ」

「ここならそこら辺にモンスターがいるから、すぐに勝負がつくな。レイド、逃げるなよ」

「いい度胸だ。影羽根の二つ名の恐ろしさを思い知らせてやる」

　俺の宣言をライエルたちは鼻で笑って受け流す。見てろよ、俺のしぶとさを思い知らせてやるからな。




　翌朝、俺たち四人はマリアたちが起き出すよりも早く、テントを出た。

　この近辺には集落すらない状態のため、モンスターはそこら辺を徘はい徊かいしている。手頃な敵を見繕うのに、そう時間はかからなかった。かからなかったのだが……

「こ、これはさすがに……無理があるんじゃね？」

「どうした、臆したか、レイド？」

「俺は別に、こいつでも構わないんだけどな。レイドが無理と言うなら、別の奴を探すのもやぶさかではない」

「な、何言ってんだライエル。俺がこの程度の敵に臆するわけが……」

　そう言いつつも、俺の腰は少し引けている。

　俺たち四人の目の前には、火山地帯に生息する巨人、ファイアジャイアントが立ち塞がっていた。

　ちなみにマクスウェルは誰かぶっ倒れた時のために、ついてきている。

「俺ならこの程度、余裕で受け止められるけどな」

「ガドルス、もうそろそろ歳としなんだから、無理はするなよ？」

「俺はドワーフの中ではまだまだ若い方だ！」

「もう中年も終わろうかってレベルじゃねぇか」

　ファイアジャイアントの前で、暢のん気きに口論を始めた俺たちだが、そんな事情はファイアジャイアントの知ったことではない。

　目の前に現れた獲物を捕食すべく、その手に持った巨大な棍こん棒ぼうを大きく振り上げる。

　そんな大振り、いつもなら余裕をもって躱かわすところだが、今回は耐久力勝負。避けるわけにはいかない。

　大きく振り抜かれた棍棒を俺はまともに受け止め、あっさりと吹っ飛ばされた。

「言わんこっちゃない……」

　高々と宙を舞う俺を見て、マクスウェルがそう呟つぶやいているのが見えた。

　俺も今回は、さすがに無理が過ぎたと思う。

　ちなみに着地する頃には、ライエルとガドルスにも攻撃を加えていたが、こちらは平然と受け止めていた。

　やはりこいつら、化け物だ……そう思いながら、俺の意識は闇に閉ざされた。




　目を覚ますと、目の前でライエルとガドルスが正座をさせられ、珍しく悄しよう然ぜんとうなだれている場面が目に入った。

　その前には仁王立ちで、これまた珍しく怒りを表しているマリア。そしていつものように眉を逆立てているコルティナの姿。

　そんな様子を見て、俺は悟る。この二人は今、本気で怒っていると。

　賢者は危険な場所に近付かないという。ならば俺も、ここは寝た振りをするに限る。

　そう判断し、再び目を閉じようとしたところで、マリアから声がかかった。

「レイド、寝た振りをしようとしてもダメよ。まったく、病み上がりに我慢比べとか、バカじゃないの？」

「そうよ、前からバカだバカだと思っていたけど、これほどとは思わなかったわ！」

　静かなマリアの声とは逆に、コルティナの声はキンキンと頭に響く。もっともヒステリックな声ではなく、引きつったような響きが混じっているところが、いつもと違う。

　まるで嗚お咽えつを堪こらえるかのような声に、隠れた悲しみを感じられた。

「その、すまんかった」

　コルティナが珍しく泣きそうな声を出していたので、俺は大人しく謝罪することにした。

　子供が集まるとよくある、我慢比べや度胸比べの度が過ぎたようなことをしでかす。

　いい歳した大人がと思うかもしれないが、男というのはそういう少年のような面を、いつになっても残しているものだ。今回はそれが悪い方に発揮された一件でもある。

「ホントに、ホントにアンタってば……！」

「今後は分を弁わきまえる。誓って無む茶ちやはしないから」

　深々とコルティナに頭を下げ、許しの言葉を待つ。もちろん、彼女が俺を許すことは知っているので、これは卑ひ怯きような行為だったかもしれない。

　しばらくして、案の定、コルティナはいつもの口調でこちらに告げてきた。

「もう、わかったわよ。今後はこういう真ま似ねはしないで。変な怪け我がされたら私の評価も落ちちゃうんだから」

「ああ、二度としない」

　顔を上げなくともわかる。彼女は今、赤くした顔を逸そらし、目を閉じて無理やりつんけんした態度を取っていると。

　そんな態度に、俺はむしろ安心した。

　そうして草のベッドから起き上がろうとしたところで、マリアから声がかかった。

「あら、どこへ行くつもりかしら、レイド？」

「へ？　いや、顔でも洗おうかと……」

「ティナは許したかもしれないけど、私は許していないわよ。目が覚めたのなら、こっちに来て正座」

「いや、その、傷が──」

「きっちり癒いやしたから。それに足がもげても治して正座させてあげる」

「いや、勘弁してください!?」

　部位欠損すら癒せる聖女。その力をいかんなく発揮した説教は、昼を過ぎるまで続いた。

　そしてようやく解放された時、俺はコルティナに対して抱いていた罪悪感を忘れ去り、マリアに対して『そこまでしなくても』という感情が先に立っていた。

　ライエルと俺は、足が痺しびれて地面に転がったまま立ち上がれずにいた。

　ちなみにガドルスは平然と歩き回っている。東方出身の奴からすれば、慣れた座り方だったのかもしれない。

　三十分経たってもまともに立てない俺たちに、マリアはさすがに申し訳なさそうな表情で謝罪してきた。

「本当にごめんなさい。私ってば、頭に来るとやり過ぎちゃうところがあって──」

「いや、今回は俺たちが悪いんだから、それは謝らなくていい。だけど次は少し手心を加えてくれるとありがたいな」

「こんな時にまで優等生の返事してんじゃねぇよ。マリア、お前も俺たちと一緒に少しは反省しろ」

「レイドはまだ懲りていないようね。マリアの代わりに私が説教してあげましょうか？」

「ヤメロ、コルティナ！　今足をつつくんじゃない!?」

　コルティナは喜々として俺の足をつつきにくる。それは下手な拷問よりもつらい攻撃だ。

　俺は地面を転がるようにしてその攻撃から逃れようとするが、何が面白いのか満面の笑みを浮かべて追撃してくる。

　結局、俺たちは昼飯も寝転がったまま食う羽目になり、その日は一日不ふ貞て腐くされていたのだった。







あとがき




　皆さん、お久しぶりになります。鏑かぶら木ぎです。

　おかげ様で、無事四巻の発売にこぎつけることができました。

　今回は珍しく難産で、あれも書きたいこれも入れたいという持病が発生した結果、初めて原稿を削るという作業をしてしまいました。

　まだお読みでない方のためにボカしますが、彼の参入の話をねじ込むために関係各所の方々にはお手数をおかけしましたこと、この場を借りてお詫び申し上げます。

　この作品はＷｅｂで先行公開しているため、やはり書籍にする際には＋αの何かを追加したいと考えてしまうのは、作者の業と申しますか……

　それと、この本と同じ日にコミカライズ版の方も発売されることになっていますので、興味をお持ちになられた方は、ぜひそちらもよろしくお願いします！

　言こと寺でらあまね先生の描く幼女は本当に可愛らしいですよ？　ミシェルとか！　ミシェルとか！




　それといつも感想をくださる皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。

　Ｏさん、いつもお葉書ありがとうございます。Ｓ（Ｋかな？）さん、年賀状ありがとうございました。

　そして今作の制作に尽力していただいた編集のＯさんと晃田先生にもお礼申し上げます。





鏑木ハルカ









電子書籍特典　書き下ろし短編







　山蛇を退治し、数日が経過した。

　マクスウェルやコルティナ、エリオットが根回しをしてくれた結果、あの猛獣を退治したのは俺たちではなく、コルティナとプリシラということになっていた。

　おかげで俺たちは『山蛇退治の英雄』になることはなく、平穏な日々を過ごしていた。

「でも少しだけ残念ですわね。山蛇退治なんて、一流の冒険者でもできない功績でしたのに」

　魔術学院の昼休みに、裏庭の木陰で弁当を開きながら、レティーナは不満の声を漏らしていた。

　その隣には支援学園からやってきたミシェルちゃんも一緒に昼食をとっている。いつも一緒に食事するマチスは、今日は別の友達に誘われていて、いない。

　あと、オマケでカーバンクルがいるのも忘れていた。

「いいじゃない。あのお花畑が守れたんだし。わたしはぜんぜん気にしてないよ？」

「ミシェルさんは欲がないですわね。まぁ、そこがらしいと言えますけど」

「わたしもミシェルちゃんと同じ意見だけどね。目立つのは大変だよ？」

「ニコルさんは日常的に目立ってるじゃないですの？」

「うるさい」

　何かにつけて気絶する俺は、否応なく注目を集める存在だった。

　その上、山蛇退治の功績まで追加されたら、目立ちまくってしまう。ここは俺たちの代わりに泥をかぶってくれた……というのもおかしいか。身代わりになってくれたプリシラに感謝せねばなるまい。

「それに、わたしたちだけの力で退治したわけじゃないでしょ。コルティナの作戦と、神様からもらったその弓があって、初めてできたことだし」

　俺はミシェルちゃんの背に背負われたままの白銀の大弓サードアイをフォークで指し示す。それを視線で追ったレティーナは、納得という表情で頷いていた。

「確かに。そんな弓をくれるなんて、剛毅な人ですわね、あの人」

　まるで面識があるかのようなレティーナの言葉に、俺は『ん？』と首を傾げる。しばし黙考した結果、温泉旅行の際に一度出会っていることを思い出した。

　あの時は浴場の洗い場で、隣に寝転んでマッサージしていただけなので、特にこれといった会話はしていないはずだ。

　それでも記憶にあるというのだから、レティーナの記憶力も侮れない。

　俺が変なところで感心していると、不意にミシェルちゃんが声を上げた。

「あっ、プリシラ先生だ」

「ん？」

　彼女の指さす先に視線を送ると、そこには何やら若い男性教員に言い寄られるプリシラの姿があった。

　彼女はやや地味めではあるが整った容貌をしており、スタイルも悪くない。例の黒装束ではなくきちんとした服装をすれば、溢れんばかりの若々しさを持った女教師という、一部の人間にはたまらない存在に変化する。

　なので、彼女が男性教員から声を掛けられる姿は、これまでも頻繁に目にしていた。

　問題は、最近特にその回数が増えていることである。明らかに山蛇事件の影響がある。

「また男の先生に声かけられてるよー？」

「モテモテですわね。美人だから仕方ないですけど」

「あ、逃げた」

　プリシラはワタワタと手を振った後、深々と一礼してその場から逃げ出していった。

　男性教員は反射的に引き留めようとしたようだが、王族の護衛を任されるほどの彼女に触れることはできなかったようだ。

「でも、プリシラ先生って、山蛇退治をしたって言われても疑われないほど、強かったんだね」

「そりゃあ、仮にも護──」

「はい、レティーナ、ストップ」

　レティーナが言おうとしたように、プリシラは王族の護衛で間違いないが、それを知っているのは俺とレティーナ、それと一部の教員だけである。

　他の人間から見れば、彼女はただの新任教員であり、他に目立った特徴はなかった。

　それはミシェルちゃんに関しても同じである。彼女もプリシラがエリオットの護衛であることも、エリオットが王族であることも知らない。

　もちろん、ミシェルちゃんならば知られても問題ないと思うが、進んで知らせることでもあるまい。

「あー、そうでしたわね。ええ、なんでもありませんわ」

「そんなの気になるじゃない。教えてよぉ！」

「言えないことも有りますの。理解してくださいませ」

「うー、じゃあわたしのおかずのカラアゲ、一個上げるから」

「やっす!?　いや、ミシェルさんがおかずを譲るという点では、意外と高額な買収額なのかしら？」

「多分、一生に一度あるかないかじゃないかな？」

「レティーナちゃんもニコルちゃんもひどい！」

　有言実行とばかりにこちらの弁当箱にカラアゲを一個ずつ突っ込んでくるミシェルちゃん。俺たちはお返しに卵焼きを彼女の弁当箱に進呈しておいた。

「これじゃ、取り引きが成立しないじゃない。ただのおかず交換だよ」

「つまり交渉決裂ってことだね。今回は諦めて？」

「そうですわ。人には聞かれたくない秘密もありますの」

　エリオットが国王であることは、公には知らされていない。それをレティーナの裁量でミシェルちゃんに知らせるわけにもいかなかった。

　なので彼女はこう言って、ミシェルちゃんの追及をはぐらかしていた。

「でもエリオット先生も心配だろうね。二人とも仲がいいもの」

「あれ、なんでミシェルちゃんがそれを知ってるのかな？」

　エリオットもプリシラも魔術学院の生徒だ。支援学園に所属するミシェルちゃんなら、顔くらいは知っていてもおかしくないが、その関係性までは知らないはず。

「え？　だって遠足の時とか、ずっと一緒に居たし、仲良さそうにお話してたし？」

「よく見てるなぁ」

「だってニコルちゃんのそばにエリオット先生がいた時って、たいていプリシラ先生もいたじゃない」

「さすが猟師の娘、獲物を見つける目は一流だね」

「えへへ、あの先生、苦手だったから、つい」

　ミシェルちゃんが苦手と明言するのは珍しい。そんな言葉を引き出したエリオットは、ある意味偉大だ。

　俺はこの後、そのエリオットを誑し込まねばならないことに考えが至り、大きく肩を落とした。

　その拍子にカーバンクルが頭からずり落ちそうになる。

「どうしたの、ニコルちゃん？」

「いや、やらなきゃならないことを思い出しちゃって、気分が沈んだだけ」

「やっぱり卵焼き、返す？」

「それはいいから食べちゃって。わたしはもうお腹いっぱいだし」

　ますます食欲を増していくミシェルちゃんと違って、俺の胃袋は小さいままだった。フィニアが用意してくれた弁当ですら持て余すありさまである。おかげで成長の方も芳しくない。

　そんな俺が、よりにもよって男を誘惑することになるとは、本当に一寸先は闇だと思い知ったのだった。
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